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7丹 J 5 日より 閣家綿動員法 lこ基〈園民徴用令が貫施せられfこ。

徴用I ! ? 受げる職能の中に、最初建築及び土木の技術者はカ11へられてゐ Jよかっfこのである

が、徴用令貰施の間際に至ってこれが追加lせられ、而も新聞紙の停ふる所tこ依れば、最初

に徴用を受〈るものは建築技術者であらうといふことである。既に或方面' では! 融業紹介所

を通じて、その準備が行はれてゐると聞〈。

東亜建設事業の進捗と共に袋々甚しい技術者の不足を補i 、需 l二、本年 3 月よら各大製・

専門拳校等に於ては、工科の必要，よる部門に到して夫々定員の増加が行はれ? こが、建築土

木の方面は、撃校賞局の熱心な兵巾にも附ら今、その必要なしとして定員の増加は認めら

れなかっにE l :1である。

これは正しく政府の認識不足といふべきで、徴用を受〈る職能の中に、建築土木が最後

まで加lへられ Jよかっ? このも、同じ認識不足に依るものであらう。

大陸各地に於げる ￬ｾｾ 酷 Ｒ よ住宅難が、如何に輿ＵｬＧの聖業に走せ参じ ｔ こ人々を悩し ｊ つつある

か。必要な建築施設の湿延 1); 、各自1の建設事業の遂行に何れにり陣碍になりつ〉めるか。

これ等は何れも建築技術者の出動ｾ侠つてのみ‘はじめて僻 ｪ たし得る問題である。

舌人は支那事受が建設の段階に入ってより以来、常にこ の瓢を指摘し米つにものである

が、今回徴用令の護動に首. って、政府が遅蒔ながらもここ lこ留意し来つにこと? ; > 喜び、こ

の機舎に、建築技術者に封する富栄の封建的見方を一陣し、新技術に依る :aC"J : i : 建設の分婚

者としての立壌を? 、明確に認識せられなことを? 切望して巳まない。
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「あるぞんちな丸」を見て将来に謝する希望

松 田軍 平

盛岡以来の未曾有なこの非常時局下に於て 、建設的事業の第一歩として 、大阪商船の優

秀般「あるぜんもな丸」が此程竣功し、苦闘造自由利率と近代要術を北界人に示す機合を得

? こ事は、吾' 々日本人主して、最近の痛快事であり、殊に建設の業務に携って居る私に JI ll.つ

でも此上もない欣びである。

去る六月十九日、芝浦岸壁にぴっ? こり左寄り添っ? こ雄大な姿一一恐らく帝都中心近〈に

停船しに最大な汽般であっ? こであらう一一ーを私は見墜する機合を得? こ。日下、私の事務所

で此の舶の姉妹胎である「ぶちじる丸」共他数隻の舶の室内装飾の設計- を してゐ る関係上

舵室の設計が如何に苦辛を要し、困難であるかが充分に了解出来得る丈りに、此の舶の設

計 に関係 されfこ諸氏の御苦勢を察し、叉戟時材料統制下に於て、全部使用材料を園産品を

以ってし、斯様な立誠な完成を見? こ事に心より敬意を表しfこのである。

私は、建築設計者としての立場よれ此の際に於いて、舶室の設計lこ就いての感想と希ー

笠の一端を述べて見?こいと思i 、。

日の丸の園旗を掲げ、而も日本で造られ? こ舶の内部が、純西洋式であっ? こ時代は既に過

去の事であり、現代日本調特の構成事術の精華を、充分に表現すべき事は首然のことであ

って、此廃に改めて述べる必要も無い。既に今迄完成され? こ最近の舶に於いてでも、此等

の苦辛の黙が充分認め得ちる〉のであるが、船室室内装飾設1十に嘗つては、今一歩を進め

て、根 本的に共の手段方法に就いて研究さるべきではあるまいか。即ち ｾｬ こ、脳商に捕か

れ? 二、岡案上の表面的色調のみを以て表現し説明するに1 I : l ) 、その詳細的手法を決定する

に先立ち、平商の形態、窓、出入口等の位置及大き、家ー只fの配列など 、構成的要素を需す

基本問題を、主髄構造及附j葛設備の設計と同時に 、充分に研究されるこ t が、比較的閑却

されて居る様に思はれる。斯様な事柄は陸上の建築設計計霊に首つては、常に重苦行されて

居る事である。

素よれ舶舶は激浪に耐へ、且つ馬力の大なるエンヂンの震動、スペ戸スの極度の利) i J

等の関係上、構造には十二分の強度の必要な事は勿論ではあるが、然しながら船内公安の

室内装飾設計と、波交渉に決定される筈のものではなし矢張り室内設計者の意見をも JI 正

入れ協力して完成せしめ、綜合椛成要術の梓であることを期す可きではあるまいか。恰も

之を人睦に例へると主韓構造は骨俗であり、窓、出入口等は夫々目、鼻、口に相官する。

骨絡の虚弱な事は勿論許きれないが、然し例へ丈夫と云』、に J1 : まっても、共の髄位が悪〈

即ち 姿勢に無理があれば、内臓にも欠黙を生じ、且つ目鼻の位置が整はぬ者を、如何に服

装、化粧に 念を入れfことして も、絶世の美人は出現し得な い。
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元来日本人は、輸番、彫刻、服装文様、色調、漆韮L共他工喜美術 lこ於いて、世界的に 1;1

把な 、 調特の技能を有して居る事 ｾｩ 寓人の認める虎であるが 、 之等が綜合的に共働協力し

一つの構成を造る経験と訓練が非常に少なし此の黙外閣に 一歩も二歩も遅れて居る様に

感せ' られる。設計者は室の用途、構造、! 照明、換気設備等の概念を合得研究の上、室内の

構成、材料、色調等の綜合的計輩に全力を蓋し、各1mlの美術工嬰の部門に1討する詳細な、

岡案並に手法、技術は之等の措首専門家に委帰し、協力を得て完成される可きものと者へ

る。此の場合、之等美術家、工事案としては、工事共物一個 k して脱賞されるのではな〈

室内構成の一部分として 、他と調和すべき事を第一義として研究し、共の範聞に於て最大

の効果を納める様に努力する事が最も必要な事と思ふ。設計者には全髄ｾ纏めると云ふ大

局の大切なる仕事が有るにも拘ら十一部分の詳細部分に囚はれて 、之等の設計同案に時日

を費すことは 、天才で無い限り、不成功な結果を来すことは勿論である。

私は 、此の綜合的椛成饗術を考る時、音楽に於げる交響柴を辿想、せす・には居られな い。

タクトを張るコンダクターと之れを取囲む各紫手に fi'{ l) ，各紫様車澗では感じ得られない

聴衆に劃する迫力と 、 快感を興へる如〈 、 室内装部 ｴｩ に於ても、日本 ｾＵ ［ｪ特の綜合欝術として

護達せしむべきであらう。現布の造船装飾界では 、上述の如き ;意味に於いての綜合、協力

統ーと云i 、事が、未? ご充分と云ばれる域に j主して居らぬ感がある。

斯様なことを、比較的容易に貰現する方法としては 、共働の美術工翠家は 、或る程度に

完成しに美術家、又は国性的に大成し? こ工護家などよりも 、ー寧ろ新くして才能あれ熟窓

のある無名の埋れ? 二 、米完成の謀術家の協力結合して、民撃なる研究47得? こ方が可能'1吸が

ある様に考へられ、叉此際私の最も希望する虞である。 i事に前二1:山を 王将f き、捜花の時檎を?

以って日本重芸術の唯一の表現を考ふる如きは、世界に飛躍せんとする 、近代日本文化にまうJ

して 、余りにも素人歌しゃ 、低級な外岡人威しの意気地ない事ではなからうか。

私は 、世界の海を、文化を以って征服し様としてゐる此の機合に於いて 、結主、地時自家

構成事術家Ｈ建築家〉美術工護家が 、 相互の職分ｾ充分に理解し 、 各個を通じて一心同臨

となり、世界に無比な日本文化の精 ￱ｩｲｬ ｬ ｾ 基調しに 、 現代躍進日本の撃や怖を也引 ｌ に示す日が

近 き将来に質現せん ことを希望して止まないものである。一一-14，7-一一
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船 内 造 作 の 蟻 襲 に 就 て

松 本 イ義 入

本年三月十三日、議合に於ける政府の表明によ れば、昭和十三年十一丹現在に於て我問

の船舶敢は、千百六十九笠にして共噸数四百九十四寓一千噸であるが、開策として昭和十

七年度末迄に七百五十高噸を同標に今後年々七十五高噸見詰を建造する橡定? ごとのことで

ある。

然して造船能力は造船葺合せて 九十七茶 、一ヶ年ーの造船能力八十寓噸、之に 要する 舶用

機関も大韓八十前噸の造船に 1mに合ふとのこ とであっ? こ。

そうし?二課で我関浩舶界の近況は共同策の総に泊五、?こめに一入多忙に多忙を側めつ〉あ

るが、就中優秀船も ま長数年中には三たから: j ( へと建造せらるる段取主なってゐ る様である。

共トップを切って認に楓爽と就航し? このが「あるぜんもな丸」である。 スマ { ト な流制型

で岡産品の枠 組を採 り入れ内部 設備と装飾に主つては時局下躍進 日本 を表 Ｑｪｾｚ するかの践であ

る。今後引崩事建造されつ〉ある優秀舶の漸次就航しを見るの践には期せすして技術 13本の

上に又列強降! との聞に七ツの悔の ｩｬｩ ｬｊ 務 ￮ｾ 自ぎして誌を ｈ 土〈事ともならう。

此時に首って船舶の麟畿が陸上建築の浩作の施工法と相遣する所ーを検討して見るのも明、

ち無意味な事でもあるまいと考へて、 僅かの経験から得? こ; 事を* - 調として諸に之をものに

してみに。

先づ舶内容患の配置、即もプランは陸上の建物に比べ疋視なものよ・りもカーブの1 ' 1' つに

異7ISのものが多〈、言はでJ 能率第一主義であって、すべてが合狸性主云ょ、ことに主黙を世

き無駄なスぺ{ スなど〉云ふことには相像以 (: (こ刷l粧的 lこ者応: されるのが恒である。

室の配置や設備の如きものは放客本意の舶では ｬ 炊苓船存員数を多分に考慮して限られ ＱｾＮ

段構物内に按配せらる〉ことになるもの〉、骨組が全部銭材である拐胎内の造作材 ｬｬ ｾ 付方

法は陸上の建物に於けるよりも比較的商倒である。一般公' 辛と栴するヱントランスギャラ

リー、 杭交袋 、 嘆煙室、ベランダ ー 及び食堂等の如きは舶客のＺ長い放怖を慰める ｊｾ Ｎ に幾分

でも効果的に取扱五、意味合ひから陸上建築の持つ安定感を多分に取入る常に天井高、採光

窓等には除程考慮ｾ抑はる、 様になって来＿こが 、ＳＮ￟Ｚ ｻ￭ ｾ の蟻装に首つては第一に舶は陸上の

建物に比べ般と し ての特徴性とも云ふべき保件がつき纏ふのである。即ち舶は常 ｬ こ海 ｊｾ Ｎ ｉ こ

浮び潮風に味ーされ且裳暑風浪の地帯＿を航海する性質 上 乾 ｩ｢ｩ 袈暖の鐙化Ｊｾ［ Ｈ こ急激 ｴ こして然か

も風浪から起る前後左右への動揺、即ち「ロ{ リング」と機閥の運l博より{ 停専はる E官己動即ち

「パイプレ { シヨン」と 3を? 念頭に於て是等力か〉ら司来己る障f害害主を? 如何にして最ノ4小lト、限度迄に l喰l喰食ひJ川|

め得るかモＭ，［施工法の要黙となる詩で 、 斯様に舶の持つ特異性をｾＥ｀Ｚに入れると遺作材の ｊｾ

Vl lI 4  



付は至極堅牢を必要左する事し其の遺作材なるも のが特に乾燥材を以てするの必要があ

ることである。 ( 背2222i 持Zff 警警警乾隆f) 見へ隠れの下地粗材と ffill も充分に

乾燥し? こるものを必要とし、主材として使用する表商化粧ベニア絞の如きものは特 t二1民草i

に ｊｲ ｊｬＮ奴ひ、然かもえま ｴｚｾ に鐙化する乾燥寒暖ーより起る所の全ｊｪ ｬ 陀や狂ひ等も絶釘に防ぎ得る丈

けの耐水耐熱性の接着剤により製作しにものを要求さる〉認であれ→般市場品の虫f1 きも

の〉使用は後日不覚の失敗を招く事になると云ょ、事が了解されるであらう。

勿論陸上建築造作の場合とても之等の ｦ 制牛ｾ兵備し ｦ こるものを要求せらる〉事は首然で

はあるが舶の持つ特異性を考へる時は叉俗別である。

ヨたに仕組及取付方法であるが、之は建築造作の場合 主相似てゐるもの〉 、付金の献黙と自信

調特の「シヤー」及「キヤンパー」即ち「反りと辺」があり、共の土「カーブ」し? こ所が

多い開係から仕組み取付共仲々に手数を要し、只草なる岡商のみにては下揃へ悶刻[，なる場

合が多〈大慨伏ｼ沿 ｬ 即も現ｼ品 ｜ ｾＹ ｜ き附けてから夫々の切組をすること lこなる。

仕上寸法の如きも餓揃こと盤、天井内の隠蔽物との関係を充分に者へて油漏の無い様に心

掛ないと建物の場合と異なれ主要 ｬ 百から祈るとか 、 或は塗り足すとか いつに 事が絶 ｴＭｩ に ｈｾ ，

来得ないので原岡引附けの際は「スチフナ ーJ i ガータ戸 J i トランク」及び配線等迄詳

細に 書き 入れて仕上高との開係を能く調べて世かないと J¥i ( 付げに なって思はぬ失敗左手数

とを見る事がある。

取付けは総て鋭刷物へ直接! kH:j';ーする上に隠蔽物の多き事と胎鵠のより安全性ぞ保持きす

る聞係から/ +¥来得る限 b霊長の '1珪械をはかり i世りに大きな粗材を使用せすもして最も根控に

且つ堅牢なる構成を工夫し、然かも枯障の動指感は民動等より氷る仕口の緩みや、夫れよ

｢ 生す ｆ る不快なる ｾＡｌ 脅ｾ防がねばならぬ必 要から緊結 ｭ 金物としては絶釘 ｬ こ釘打ちを避け

「ボールト J I 木捻」締めとし所謂丈夫ー鼎張の工法を採る詩であるが、表筒高級なる素

i..:c. ff ヵリ

地仕上げのものになるしゃにらに見付 からの木捻締めは許されぬ防l係もあ り、共者[1度色

々と工夫をせなげればなら十施工者としてはー呑夫れがつら い射である。然し之れがペン

キ仕上げのものになるとJ f x . 付 v) と言ふよりも寧貼り付げとさへ言ひ得る 1ft に遠慮もなく表

問見付から下地材へ木捻等で間隔を狭めてが(1付得るので1血工としては誠に手』限に IH来る課

であるがフレ ー ムレス窓や 、 電股器具及び配 ｦｊａｾｊｾ 他のもので能〈故障破損の起き易 い 場 ｬ 河ー

では共の局部のみの取外し lこ依って容易に修理可能なる拡・手際良き施工を要するので、こ

の耕も背心の翫となる。

それから家具、共他器具類の中で配置に従ひ主主や床に同定せしめ「ロ ー リング」に際し

でも移動せぬ様に仕向げる必要から橡め配置に倣って脚部型献を考慮して床餓板に取付ーけ

f J j 木座を設置し? こりして 、後日の配置将へは許きれない事もあるから最初に共黙を充分研

究の上船容をして不便、不快の念を抱かしめない絞周到なる計華が入る認である。

向化粧金物、 H-'，入口扉金物及び常々枯客の接備する諸設備に付ては寓全の注意を桃ひ政
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損、狂ひなき様入念に施工する事が肝要である。

或ー婦人舶存が階段のとり金物の木捻一本の弛みの? こめ 、ハイ ヒ { ルに引掛つで| 壬我を

し? こ詩耕( 賞金を結合枇から 支挑つにと云」、宜例さへ耳にし Tここと があ る。

之を? 以てしでも木拾一本から禽端に至る迄納心の注意を以て施工に首るべき要がある。

塗装工事に付ては潮風に曝され? こり乾漁の急: 激なる鐙化より生十る木材の倣期金利u、意味

も加へて特に入念に施工を要し 、向被覆商自身之等の問手干に遭遇しでも些かも段損せぬ様

使 用 材 料 の 吟q家主選定には慎重に心すべきである。

要するに船舶蟻装は建築造作と出来上りの黙では無論桐似あってはゐるもの〉施工方法

に 至 つ て は 相 首相 異 な る 賠 も あ れ 粧 卒 な る 判 断 に f{{ る施工は断じて採られな い事 に 蹄 給

する。

向最 近 我 周 造 舶 波 術 の 進 歩iこf宇っ て 未fご# て何れの闘に於ても質現しなかっ? こと 言 はる

る シヤ ｻ、ギヤン パ ー を断然排して陸上建築の持つ味を共依船内へ味合へる桜に水平 、 ｾ ｬ￭ｾ

直、構造に計聾される傾向となっ? こ事も技術日本の誇 りとしてー誠 に 結 附dごと思」、。( 七月

十日〉
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建 築 技 術 の 援 充 ミ

戦時経i費途行に蛍って生産力僚交が腐ふ任

務は怪めて重くこれが達成強行についア lま官

民共にあらゆる努力と方法を講じてゐるが、

待に最近においては新生産方式の; 盗用、能率

的設備の設計塗設等新技術の採用による生産

カの高度扱充が企固されるに至ってゐる o し

かるにこれが賓施に際し斯る技術的新設備の

官宣言十建設に従事する技術者が着るしく不足を7

* じて居り殊にこれが主要原因のーとして技

術者に避する個h の舎祉のr弱点がめげられて

ゐるので政府は技術者不足による建設技術の

不備を? 稀ひ併せて科事研究の服用による新技

術の採用とこれに伶ム新設備の設計施行に鴎

金を期する目的を以でこれ等技術者を個々の

舎祉に濁占せしめることなく所間協同技術者

として康〈各産業に濁する新設備の設計施行

に営 らしめるにめ新に「設計施行誇笈業 J i> 

確立せしめること〉なっすこ。しかしてこれが

法的根援 E しては衆議舎に「工業士法案 J と

提出すること、なる模様であるが主主主質強行下

技術者に悩む各産業にとっては絡に劃期的立

工 業 士 法 案 の 企 国

法でめりこれが成立には多大の期待が寄せら

れてゐる。しかして方法案具惚案については

目下企副院並に商工省雨管局者間に審議が進

められてゐるがその骨子は大要:左の如きもの

と見られてゐる。

1. 工業士は工業士の格放を用ひて工総撲に

倒する設計調査建設、検査、運鱒等の請s .

を? 業とするものなること

1. 工業士資絡は一定の与さ暦及び園家試験に

合格せる外一定期間の賓地経験を? 有する; J J ; ' ・

に奥へる

1. 工業士は商工大毘の歌督に麗し工業士笠

銭織に登録すること

1 . 工業士、本法の規定に遠反し叉は不正行

:符めり t: るときは工業士懲戒委員舎の識を

経て科料、業務停止. 若〈は禁止慮分に附す

るこ t

1 . 工業士又は工業士7二りし者放なくして そ

の業務上取扱ひれる事頃につき知得したる

秘平官舎漏洩又は盗用しすこる時は懲役叉は罰

金にJ ! t すi > こと( 日刊工業7月20 日〉



船内 装 官指 私 見

向 井 寛 三 郎

自分は舵存とし ては比 較的葱まれ に 絞験を持ってゐる。郵船照問メ ｌ で 防御ｼへ渡り 、 Ｗ ｻＱ ｾ燭

中、ノードドイツ チヱ 、 ロイド枇の周遊結モンテ ・ローザで一ヶ月近い放行をイタリーか

らトルコ 、ギ リシヤを経てアフ リカ北岸に試みに。そして蹄判の| 際は大西洋をプレーメン

で太西洋を秩父丸で渡りいつも愉快であ つに。蹄米、不思議な i怒り合せとでもし寸、か、少

しばかり の舶内装飾計聾に閥係を持つ事が tl-l司王fこが、自分の仕事な どま r: お恥しくて到底

話せない。しかし自分が経験しに結肢と 、加々の舶室を見て米 1: 思I He 、 それらから来る

胎内装飾に針する筒動が 、 あの姑 ｴ い浪 の上 ｩ こ浮ぶ向と黒と ［ ｍ の ｭｾ のさめる桜な波利としに

ｅ 腫に感せＧられる一極の愛着と共に常に 、 胸の ｾ ｉ ｬ に泡立つ 筑 がする。今船内装飾に闘し τ

私見を述べる機ヂ? を輿へられ fこのを感謝すると同時に、それがほんの夢の様なまとまらぬ

安想 にｾｾる のをお詑 しなげればならないと思 ふのである。

舶は無論ーのピルデイニィグ に相違な い。それは水上 lこ物や人を運ぶ機械であるが叉否人

に生加を享楽させる娯楽場ともなり 、 限られ＿こる期 ＱＱｊ ｊ ｾ 楽しく暮 し 得る性宅ともなる 。 船

員には職場であ り事務室であり 、更に考へ方をかへると多くの 人達がお芳ーに親しい交際の

出来る枇交拐でもある。賓に舶の上に感守、る 空気は地上のそれと異って、濃厚さがあ り、

刺戟があり 、市してスリルに似? こ味がある。調子ーを高めていふならば、 それは欝術で充? こ

され＿二世界でもあり 、文化 の ｾ｢［ 咲 きほこる花 闘でもあ り 得る 。 それで最も質 力的 ｩ 二、 最

も華やかに日進月歩の文化に粋475世し fこ生活を可能ならしめ様と企てるのが 、船内接的i家

の野心であり、叉 、客胎そのもの、熱望であるともいひ得る。更にそれが一周の繁盛を誇

示する最も現賛的な 、而して直接的な手段ともなり得る黙に於て、関際的な重責を母国に

針して負ふものであるとも考へられるのである。

かうしに舶の内部装飾が 、陸上建造物のそれと自ら異る事は官; 然である。否、陸上には

これに匹敵するも のは見首らないと思ふ。汽司王や電車はも主よ b どんな立派なホテルであ

らうと 、 クラブであらうと 、如何に行届いに娯楽場でも 、制禦境で も、恐 らく船の様に多

種多様の性質をあつめて- ; l L としにものはな い筈で 、従って舶の装飾ほど徹底し? こ表現を

要求するものも、貨は陸上にそうあらうとも思はれな い。船と家とのちがひを壌に床商が

もっ" 反り 11 即ち舶がその幅に感せ' られるキヤムパ ーと、 共長さに見られるシ ーヤー のみ

と考へる事は、それ故に甚? ごしい誤りである。勿論床が7 t l J鉾型の曲線を描いて、 ドーア カZ

奇異に歪んで見へ? こ れ 椅子力; 四i J l P共共長さがちがってゐ 7これ室内到るところ lこ曲線 と

7 v 川



直線が相闘ひ 、曲線 E 曲線が相争って 、不思議な姿に錯覚を感ぜしめ? こりするのは事買で

橡想外な結果がそここ〉に突護するのではないか 主いよ、様な事から陸上のもの に熟練しに

装飾家や建築家にも多少の不気味さを感じさせる事は受取れるが、併し、船内装飾に関す

る困難は、賓はそんな事よりもっと外にあるのではないかと思ふ。

胎内装飾に於て、曲線と直線の錯犠する開係やその心持の上に生すe る異様な抗争を技術

的に征服する事は大しに苦心はいらなし、。寧ろ研究さるべき題目は共他の事情 lこ闘しにも

のではないかと思ょ、。環境に表れる事柄について考へて見ても、舶は其本質として、断え

す・移動するものである。昨日は赤道直下の光 の下に眺められ、今日は零下幾度の寒気と共

に陰管な背景を強いられる。そして海商といふ大きい鏡が、問バ時中反射して来る晴れ?こ

室、曇った室。そればかりか浪のまにまに起る舶自瞳のローリングとピッチングカ¥あら

ゆる効果を奔弄して、感覚の上 iこ猫の目の如き盤、化が〈り返される。これに封して何士宮ーか

の心構がなくてはならす｜筑僚な環境の巾，ｉＭ ｈｾ 甘受して、これを普庭せねばならぬ主ころ

じ胎内接的iの苦努力: あり、又これをなし途げむとするところじ共興味があるといはねばな

らない。

更に問題を人間伺乎の心持主して吟味する時、所謂形市下の複t 1Pt 心持ーが、舶の上ほど

形而上的なものによって敏感に左右される世界も 多〈はなから う。四角な形が どういふ感

じを起すとか、丸い形がどうひびくとかいふ判断力¥少く とも計者:者 を悩ます駄に 耳石?制l

¥t t ればよい。陸上の装飾ではやすの差支もなかっ? こ筈s1 ) 紋様が こ〉では人注の結持、の原閃と

なっ fこれ少しばかりの錯覚が、乗客のil] 111粧を刺戟し、或は更にこれが健康に関聯するば

かりか心持まで撹き高Lすものである事が物語られるのである。

その上、崎容は閤籍や人種が制限きれなし、。従って民族的に侃つ? こ愛情や、風俗脅慣が

事々に問題の種子をまく。年齢、職業、性別から趣味教養の上に千差寓別の人達が、主ま

れ、不満足を感じ十に、不愉快を覚えないように、退癌しないように、否それ以上安易に

自宅 iこゐる如〈のびのびとしTこ心持にそれを眺め、それを月1ひ、更にそれを紫しみ得る如

〈舶は設備され、装飾されねばならないのである。

あらゆる科準的なる文化が最 高の表現を この上に試みられんとする のも貰に こ のｾｾ であ

り、最も初歩的な娯柴や、甚? ごしきは下卑とさヘヨラへられ粂ねない設備が施されるのも亦

この震である。

ある時は喜術の湾GI峰が按飾創作lこ参) J 11し、ある時は壌市f Li のエキスパ ー トがそれに閥係、を

持? こねばならないのも亦この鴛である。

かくて船内装飾は、 これをにとへれば、世放を経 ? こ苦労人の風格に見る虫川、鰍つてゐ

てもさびしからす｜唄ひつづけてゐても ｬ 換がしからぬよう ｬ 二、よ〈上下 ｾＡｕ 谷の両端ｾ押へ

てこ れを生かせ、復靴し? 二世! : 態人情の機{ 肢を現金して、これを世界的な新しい美の3工場に
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あって具韓化する事がその理想ではないか主思ふ。

ヨたに今後の装飾は主主々日本の味を盟儀lこ持? こされねばならないといよ、議論が極めてやか

ましくなってゐる黙に注意を向りて見? こい。それは新日本文化の信Ij 迭を要求する走力未で極

めて首然である。これまで日本は除りに外聞に依嬢し過ぎて来? こ。あまりに忠、賞に外来文

化に傾倒して司王?こ。 それも成長の需にゃなを得なかっ? こともいへるが、今や最早日本は新

しい時代に向って元服し? こ一人前の男ピ。装飾の仕事も日本人の手で、降l産材料で見事出

来る様になっ? こ。現代の舶の建造が外関の方法を採用してゐるとはいへ、日本の舶は日本

の研究で完成されてゐるのt:: から装飾も亦日本の味が充分に同なげればならない事に議論

の険地はな し、。更に舶は外聞に 向って航し外人を迎えて師る。袋備に日本の盟かな香があ

ってこそ肢の趣も深からうし、燥を生前の主主大なる要素とするそれ等の人々をよろこばt ? -

得る答である。それで日本趣味といひ、日本式といひ、それが果して如何なるものでゐる

べきかは、誌に改めて吟味しなりればならない問題となる。

制〈簡単卒直に巧へると 、日 本式又は日本趣味は日本の Ｑ ｩ ｾ 、数日 ￭ｬｩ 塾 術に見られる様な味

? ごと思はれる fごらう。これは疋しい。然し乍らそれは所詮11i い時代の 日本の脊であり、現

校とは凡そ事怖を異にする生前の反映である。昭和聖代に於ては、弘飾は新しい日本生活

の言己銭でなりればならない。

それで日本の停統を生かす事も無論大切であるが 、叉現下の 11大日本11 をまのあ? こり感

ぜしめる事が更に望ま しいと思」、。

数年前わが闘を去って行つに元ペル リン大率教授で今は故人となっ?こプル ノー・ タウト

は久しき日本滞在による 、その牧躍を褒表 し? こ著書 11 ニッポン 11 Iこ於て、わが闘停統の崇

高きを? 述べ共成長の方向を暗示してゐるが、谷頭に於て現在の肱米新興基E術がどれ?ごけ日

本華街に影響を受げてゐるか しれないと 記iほしてゐる。彼の読 〈とこ ろによれば、現代歌

米を風牒してゐる明Nl 簡潔な工嬰の表現は、幾千年来純粋無垢な型を保って来? 二日本重芸術

の刺戟と時示にょっ? こもの? ごと考へられ、今日世界の新傾向、 それは質に日本停統の| 歌米

式解稗? ご と断ぜられてゐる。

日本が欧米に製んで来? こ共型は、質は日 本の俸統の逆輸入であっ?こともいひ得る。吾等

は彼の言葉を鏡として照らの姿を再認識しなければならないと思ふ。新日本式の大成はそ

こに出張黙の合理性が見出される ? ごらうし、 又時代に即し? こる解稗が生れ易い便宜が此の

認識の中に横? こはって ゐる 主恩はれる。

欧米人にとって、 今日吾人が感じっ 〉ある如 き単純化されに姿は、賓は共本音であ ると

は考へられない。明朗にして簡潔なる様式が味はれる? こめには、少くとも日本式なる飴韻

と形而下的なる 深味を持?こされな〈ては ならにない。とこ ろが、此の深味 とか自余韻 とか或は
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自然味 とかいよ、復雑なる心持は、 ぞれ自韓、外人に t つては苦手であり 、一一地主人にはJ J l l . 解

され難い ものといはねばならぬ。今日駄米の新傾向は各閤競って華々しく殻表はしてゐる

が、貨はそれこそ一部の研究者の理解に限られてゐるい、ふべ 〈、 民衆の趣味は尚三十年

前の所謂 (1欧米式1 / の復雑にして華麗なる外視を本位とする1 / 美しさ (1 の域を遠〈離れて

はゐな い事を知らねばならない。

更に叉舶は可なり長時日その内に生活すべ< 1 象想される賠に於て、外人の満足を腕ふに

は単に日本式の俸統のみではその充分なる効果を果し得ない事を覚悟せねばならない。まま

に於て、日本式なる表現と同時に欧米式なる華麗さと復剰! ; さがその上に試みられる事も亦

必要となるわけである。

かくの如く司王へて来る時、こ〉に不思議な事怖を感す' るのである。それは普通に考へら

れつ〉ある日本式と欧米式との閥係は計聾の ? こめの態度に於ては、正反会j に取扱ょ、のが正

しい事口なる結果である。即ち、一般に日本式を強調するといへば、繊細に周到に部分的

なる制 ｈｾｴ に臆十る仕事に傾〈事であり、西洋式といへば直ちに ｮ ｛ｪ朗簡素に全韓的なる効果

含先にすると思はれるのが常識であるが、接部li 家の心情へからいへば師に説明しに如〈こ

れを反封に思惟すべき事情にあるといはねばならないのである。

かく推論して31<: るとき、自分は更に商白い事情を議見する のである。それは従来の解料

し 新 解 稗の推移に日本体統し現在の事情と の問に都合のよい閥係が自然に成虫: しつ冶

ある事である。殊に船内装飾の場合に於てこの問題は関滑に進展し得る祁ー望がほの見へる

事である。

概括していへば吾人は日本的な立場で計霊すればよい事となる のである。部分的に洋風

の趣を願ることはあっても、ぞれは日本的立壌を妨げる事なし而かもこの日本的立場と

栴するものは賞は従来西洋的手法であるかの如〈考へられて来? こ新株式であって、わが装

飾家達は何人も正し〈日本調特の表現に於て此の手法を充宜し得る境地に達してゐる筈で

ある。市して部分的に華麗なる賠晴 ｩ Ｇ ｾ 施すには、日本的なる種々のそチーブを ｬ 歌米の好み

に従って、責施すればよいわけとなるのであ右。併しこ の行方は 、ともすれば不徹底に ｪ ｦｊｾ

韓され勝であって日本式なるモチ ーブの組織をのみ日本吉匠の精利! と速断し、これに洋式

の簡準化きれ? こる取扱方を? 混十るが如〈考へ易いが、それは誤である。注意すべきは意l庄

の態度に閲する問題であって、吾人は勃興しつ〉ある新しい日本精示1[' で一貫し? こ仕事をな

すべきものであり、決して洋風手段の中に思付的に日本趣味を混用或は綾mしではならな

い。態度が粛す結果には蓋し大なる相遣を生十べきものであり、統ーを欠き? こる 製作 し

混高Lに陥つ? こ表現はーに態度の悪さ 、或は思惟の撞着から来る結果とし、ふべきである。

舶の接飾は其表現の華々しさと、共環境の宏大きによって、到達する結果も叉大き L 、。

それはやがて陸上の接飾にも強い暗示を輿へるであらうし、ひいては装飾の金野に E る制

向を左右するのではないかと思ふ。時局下に於て特に有力なる仕事が見られるであらう船

内設飾問題は、買に装飾立案者の傾向によって如何様にも解決されるにらうと思ふが、特

に日本美創作の態度と共精紳が大切であらうと思ょ、。自分は世界をリードするであらう見

事な装飾様式が聖代の日本に於て大成されん事を念願して築制関心 ( 14. 7.  1)  
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『住
宅J

を: 「塔』 の 国 顧

0  

白宣州事的{ 賃値を認められf与る人達ならば

兎に角、我々如きが身謹の破事を業々しく

書 き立てるのはとても堆ー えら れない業 fご。

読まされる方は狛更にらう。殊に時節柄貴

重品の列に 入る べき紙を濫費する虞ある に

於てをや1: 。

そ れ を今敢えてするのは、ｾに今回協合

からの「自作図版談」の命令があっ? こから

のみではない。

責は私のズボラを告白することになる が

今年に入ってから二度ほど本誌用原稿執筆

を依頼されて、早速承諾しながら 、二度と

も刑事にかまりて、再参の催促にも拘らす三

とう主う約束を果さなかっ? こ。編q¥号の方で

は、私の原稿などそんなに期待してゐ? こわ

けでもあるまいから、とちらになってもい

〉様なもの〉、私としては内心気になる。

ところへ三タピ、今度の命令である。

「二度あ ること は三度」叉候例の手を出し

でもい〉が、その代り編判への{言mはゼロ

になる。則ち 勇を鼓 して

「堪えら れき' る 業」を敢行する。

しかも前の違約の賀をも合せ」、? こがんと

して、第一回の註文「住宅に闘するもの」

第二回「絡に闘するもの」第三回即ち今回

の「回顧談」是等を三把ー トカラゲにして

信用の減衰を? 防ぐ。

但し「住宅」と「塔」と「回顧J e 三題

連結にしては商倒であるから、「住宅の回

石 川 純 一 郎

府i J f : J 替の困問」と いふ風に時局柄二題に

節約する。

0  

先づ住宅の回顧 第一に朝日新聞枇の M

氏邸。

M氏は政治i " 専攻しに人に似合はすe機 械

が判り 、基術が判り 、建築が判るのに。

朝日新聞枇及びその傍系の朝日ピルは何

ん? ご斯ん? ごといって随分建築をする。しか

もその出来る度に相首世|別に反響のあるも

のをやってゐる。といふのはM氏が建築が

好き＿ごからで 、 又建築に民 Ｑｦｾ 平があり、色々

な商白 い資料i " 提供されるからなのに。

そう いよ、 M氏の住宅をやる のは 、か なり

やりニクいし又一商ゃれ、〉。

建築の設計を病気の診断に 1除へるのもい

ささかをかしいが、病気を診断するのに幼

児の病気の搬に、又馬や犬の病気の様に、

病人? の口から十分な診断の資料カ: 興へら

れないで、 皆;者が全部容1間的視察で判断す

るん? ごつ fこら、かなり商倒1: し間違ひ易い

7ごらうと思ふ。病人に十分臨接的な智識な

り理解なりがあって、自分の症献を十分科

接的な腎墜的な方法で語り得? ことし?こ ち、

時者は随分楽fごし誤診もしない? ごらう。勿

論臨者の良心は、病人から提供されに資料

ー一一よし それが如何に皆接的であらうとも

一一ーの みに頼ることはあるまい。 臨者自身

も自分のf言十べき方法によって病人の提供

資料を装警 しなりれば満足しな いであらう

1  1  ¥1111 



しかし兎に角留者は紫に仕事が出来る 。 そ

んな病人亡つにら、病人の提供 しに資料以

外自覚症AA以外の診断材料に就いての質問

に劃しでも 病人は十分科撃的に盤撃的に答

へ得るピらうから、聾者の判断にも十分確

信が持てるんt . : らうと盟、はれる。

しか しこん な病人に劃する庭法とか治療

方法とかい よ、こ主になると仲 々難しいので

はあるまいか。病人に皆撃的理解なり智識

なりがあればあるほど「御座なり」の魔法

では満足しないであらうし、病人 iこも亦治

療の方法上に 意見があって仲々 留者の いふ

こと ばかりは聞かないかも知れない。こん

な病人が ほんとに取扱ひ易〈って取扱ひに

〈いのでは ある まい か。私は留者の こと は

わからないが、をそらく事責はこんな重賞

で手をやく患 者は千人に一人も寓人に 一人

もないのでは あるま いか。

M 氏 を病人に鳴へるのは甚J.:mi1! fまぬわ

け7ごが、丁度M氏はこんな病人で私がこん

な菌者なの J:.' 。

病人Tこる M氏は自分の症AAを自分で判断

して、各種の診断材料を揃へて 、盤者?こる

自分の前へ持って来る。そして M氏は自分

自身の断定 によって自分の病気は0 0荊r

k 信令るといふ。そしてその廃法は斯 う。

治療方法はmう。それで如何? ごらうと私に

尋ね る。

それが留者? こる私から見ても一つ一つ克

もなのである。私が診断 し魔法すると して

もM氏の結果になって来るより仕方がな い

のピ。

しかし私 も尋ねられに以上、盤者? こる立

場があるから何んか一言云はなけ ればなら

VI I I  1  2  

なし 、。そこで悩〈末梢的なとこ ろで一言二

言異見を述べ? こり反釘し? こりするのである

M氏却はこんなにして出来上つに。

平I百も M 氏が考へ fこの J :. '。大抵の素人は

一階は一階の平商で相嘗よ〈考へ纏める。

二階は二階で これ亦 よく考へ纏める。 しか

しこれを組合せに立鵠的なものになると杢

然駄目 ピ。例へば階段なんかま 主もに納ま

ってゐるのは一人 もな い。 M氏はこの鈷 し

っかり しに もので 、この建物が断面的に一

寸複雑で敷地に高低があり 、一階平面内に

も高低があれ表「うから見ては一階で庭の

フロント から見ては地階になるガレ { デが

あ りといよ、相fな|姻t*をよく f塵めてゐるのTご

ぞれから エレ ペーシヨンも御自身考へら

れるのピ。この建物は主として夏の部岸の

別荘なので、 織i方コンク リート 外部打ち放

しになって ゐて 、前に は公認二十五米のプ

戸 J レがあるのに。そ んなこと をみんな御自

身考へられるのピ。細かし、部分の仕上材料

から方法、電: 股器具や家具、浴室のラスモ

ザイクグイルの飛白文様迄御自身の考案な

のJ.: 。意匠上の仕上材料は素人でもよく 女子

みのあるものピが、M氏はフラッ トルーフ

になって ゐる屋上の防水方法に射する意見

や夏の暑熱に到する コンク リ{ ト 壁の防熱

方法等に就いても意見を持ってゐるの七。

誠に M氏 は千人に 一入、寓人に 一人の驚

くべき稀有患者J.: 。

O  

これと 封蹴的に思ひ IUされるのは 、私の

初期時代にやっ? こ T 氏邸である。

T 氏 もその夫人も極〈稽やかな方々で施

主としては 巾分のな い人 なん? ごが設計に劃



して何等特別な註文がない。何等設計ー上の

特異性を出さんが: s . t めの手掛かりがない。

尤も御子様もないので生活も簡単であるが

兎に角我々の佐む矯めの家らしいものが出

来さへすればい〉といふ様な工合。

それでは診断の下しゃうがないから「一

種お腹が痛いのですか? J  r頭が痛いので

す か ? J  r如何な風に痛みますか? J  r食

慾はありますか ?J といふ様な調子で見首

をつけてやうやくまとめ七。

こんなのは馬鹿に自由で、建築家は気fi;¥l

iこ設計が出来そうで返って気が小さ〈なる

あんまり無血に窮窟に施主ーからとや角云は

れるのも困るが、あんまり砂漠み? こいな、

より虎のないところへ放り IP . されでも悶る

ところが折角この家が出来上って移縛さ

れ新居の味を紫しまれるか紫しまれないか

に、方気の毒にも T 氏は心臓m膜症か何か

で急: 逝されて了つ fこ。

その首時は私も t止の中へ出にばかりで、

製授での家柄否定数育力; - 1 - 分泌み込んでゐ

るから家相なんてものは全〈問題にしてゐ

なかっ? こ。 ;むも色々な家柄上の蹄忌なんぞ

何一つ会uらなかっ? こか或ひは全然記憶して

ゐなかっ Tこからサツパリしにものである。

T 氏もそんな事は何んとも云はなかっ fこ

から私も平気で家4有無間でやっ? こ。

しかし後で考へると、 T 氏が果して家有|

に全然無関心であっ7このか、又は私がいや

しくも建築家の端〈れであって見れば、施

主が黙ってゐても勿論家相を考慮に入れて

やって呉れると思って安心してゐられにの

か、その謹判らな〈なって来? こ。

これ，は大分後になって、私も世の中の荒

波一一家相否定一本楯ではとても乗り切れ

ない一ーにもまれて多少家相の研究と L 、ふ

と大業ピカヘ家相のみ; で色々な主義忌やら吉

凶やらを知り、叉所謂家{ 日家にも合って平

面ぞ直しで員ーっ 1こりして、大分家:mに近付

きになっTこ。

しかし単なる近付きといふTごりで、組め

て便宜的なもの以上じはなれない。即ち家

相の乎は相手じよって持ち出す。相手さへ

蹴ってゐれば家相はソツと片付りて置くこ

とにしてゐる。相手が重症の中毒患者なる

場合のみ家相のモルヒネを注射するの 1:_' 。

しかしこんな風に便宜的に 考へてはゐる

ものの、 T 氏邸の様に家が出来上る勿々主

人が亡〈なっ Tこりし? こ事責I . " 思ひ浮べると

何人とな〈気持が認〈なる。私の心の奥の

奥の奥で 、かすかに家相恐怖症が頭をも? こ

げる。

知ら十にやっ? ここと? ごけれども T 氏邸は

家相が悪かっ? こんfごらうか?

表門は ? 玄闘は? 便所は? 華所- は

?  浴ミ訟は? 井戸は? 龍 は ? ill
1
1
1
;棚は

?  仰壇は ?

私はとても心配になって米? こ。 T 氏はも

う既に亡くなってゐる。今心配しでも手遅

れピ。

しかし訟はホコリにまみれ? こ戸棚伝探し

担当ってやっと T 氏邸の平耐を見付け? こ。 illl

れ走せながら家相の槍討をやってみるつも

りに。私は入念に調べ? こ。そしてやっ主安

心しに。家相上の吉相である。大吉相とい

よ、ほどでもないが、凶相では勿論ない。

私はやっと安心しにの1': 0  T 氏を殺し? こ

のは私の家相胃潰ではなかっ? こ。
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第二は「塔の回顧」私の自作品中で最も

思ひ出の深いのはど: うしでも、大阪朝日ピ

ルの様 ｲｾ 。ピ ｊ レは塔＿ごけでなく、建物自睡

も地上階数十軒高百二十尺といふ特別なも

のTごつ? こ? ごりに、随分許可迄には面倒な問

題があって、時の建築課長T 氏を悩ますこ

k 甚しかっ? この亡。しかしT 氏は理智的な

合法的な{ 騒然fこる態度と共に、お役人には

望み得ないほどの人間的な親切な気持で色

々な調奈や祈究ゃをやって許可理111の基礎

を立て〉下きつに。しかしこうし仁建物の

許可は前例のない異常のことにつ? こピげに

其後も大分永〈氏の身漫はうるさい質問や

批難やじとりまかれ績げ、氏はこれを切り

抜けるのに相首苦努され＿この ｲｾ 。もし朝日

ピルの出現が嘗時の建築界に何等かの意義

を持ち得? ことし? こら、その功績 と柴容のー

牛は助産婦＿こる ｔ 氏に負ふもの ｲｾ 。

私は今でも常に、この最頂部から護せら

れる航空標識の三連閃光を遠望する時、 T

氏ｾ思ひ出し濁り懐しむのピ。

このピルの塔は地上高さ二百四十徐尺相

首紀念碑的効果ｾ持つてゐるりれども 、 質

は全〈賞用的なもので 、煙突と排気筒と航

空標識とを合睡しにもの lこ過ぎな い。楕国

筒の南半はス ーパーア ルミニユ 戸ム 板貼、

北宇はガラス鮎、アルミニューム板貼の部

分は煙突と排気筒、ガラス貼の部分は最頂

部航空標識に達する階段室、その上に図筒

形の光源室を置い煙突の上部 iま鍛板貼展

望甲板として、煙はその下部雨側から抜〈

これTごけの保1
1
1"があの塔を構成する。

一髄建築家は一般霊芸術家と異って 、非常
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な規則の中に仕事を魚積りてゐる。使間上

構造上、法律上、経梢上等々の規制にしば

られつ〉、その中に自由の天地の護見に努

力する。そんな習慣からか、あんまり寛大

な制約 D 中では反って仕事しにく い色 感十

るの は 私 ｲｾＧ げではないと思ふ。各種の規制

f断午は犬々に十分に誼! 監されることによっ

て建築家をして自らーの形態把握に達せし

める。

そこで単なる紀念的意味の建築物は取扱

びへこい 、。そんな場合でも建築家は我れ主

我が規制を求みて見出して、その時内で活

動する。無目的性の荒莫? こる腕野の中に、

合目的性の確聞 Tこる一蹴黙を要求する。彫

刻家の考案しに記念碑と建築家の計書IJ しに

それとの異常' な懸隔はこうから来ると思ふ

そこで思ひ出すのは甲子闘の野球塔であ

る。これは朝日新聞枇主催金問中等撃校野

球大合の ｾ ｾ二十年を記念して建てられにこ

とは御承知の通り。

最初の敷地は球場前の周聞に道路を国縦

し? こ紘地帯であっ? こ矯め、夜、は最初夫々二

十年の各々を紀念する 二十本の角柱による

闘Jlヨコロネ ード を 作 れ そ の 中 央・に中等撃

校野球の素朴と熱情とを表象する様な単純

な短形高塔を立てゃうとして苦しん ｲｾ 。

しかしその内敷地は鑓更されて、現ギ1:の

位置、即ち電車軌道の東側、ノl、高い松林地

内となっ? こ鴛め、自ら正面と背面とをハツ

キリさせなりればならなくなっ? こ。同時に

単なる紀念的意義の上に更に質際使用上の

目的が興へられ 、一般集合lこ映副: 合に :戸]ブJ

や拳闘の依! に使用されること〉なつに。そ

こで高塔は闘)1予コロネードの中心から移動



して、閲形列詑内司〉一本のE 大な桂として

更に i釘〈空 iこ仲ぴ fこの国 形コロ ネ{ ド廻凪:

の内示からは内部:こ向って階段紋の j視覚席

が図杉こ ;1. 1られ、i : f:j ttfl iD畠野外;まIJ 場の/1、

さい噺らしい姿が生れる。高浴: の基郊には

演 '!tJ:J) ［ 作られる。 その背壁には建設趣ｾ文

:乃青銅板が蹴込まれ、二 1- 本の各桂には第

一回よ り第二十回に至る優勝校舎名若手付げ

る紀念板が取付・げられに。

かくして規1 1 ; 0?) 新ら しい参加は スラスラ

と現今の形に迄町' 球塔をまとめていつ 1: 。

私は野球J答を思ひ出すと彫刻家 O 氏を思

ひ浮べる。! 町: 球港湾i 塔:ワ中段には氏' ] ) 力作

「打者' ] ) 像」が載せられてゐる。随分議論

好・ 3 な人で、彫刻: まかりでな〈建築殊に大

| 仮? ) 橋梁? ) 設; 十について人の認さへ見れば

文句をいふ。大阪の生命は ＷｫＱｾ 。 しか るに

現在力橋' ] ) 設; 十は一向それを生かしてゐな

いといふのが文句乃中心 ＱｾＧ 。大江橋、淀屋

橋及びその問方市踏:首敗: 場' ] ) 取扱ひに封し

てコツピドク罵倒す る。わき' わぎ武田先生

のところへ押掛けていって改造意見を吐い

て来? こと 云ょ、。

そんな人口つ? こので野球塔の形態の中に

彫刻万部分b; 存在することになっ? こといっ

て非常に喜んで、私ともよく建築と彫刻と

の協働とい五、様な問題で論じ合つ?こ。 その

代り「打者の像」の製作にはとても熱心で

馬力をかけて、七月の暑い最中を真保のiA己

まみれになって原型製作に精進しに。

私は野球1荏' ]) 馬民 と設;十聞とを薦めら れ

るま〉此間 D オリンピックにベルリンへ送

って事術競技に参加せしめに。 しかし建築

と彫刻との協働は議論の上では O 氏の: 章見

と相官調和しにつ も り Ｑｾ つにが、出来上つ

fこ賛助では、 その i窃働はも う一息、とし、ふと

ころが残ってゐて今でも気になる。

この貼京都羽目合館の外壁の大壁諸 Ｇｩｾ 汁品ー

いて央れ にH 氏、 K 氏、 I 氏 や、大阪朝 臼

ピ; 1 - - 地階食堂ランチル{ ムの複雑な曲面に

i住詣{ f 描いて呉れに K 氏、H 氏や、名古屋

朝日ピル地階食堂の杉初日に日本誌の壁茜

ｾｦ 蕗 いて央れに ｈ 氏 やの場合 、そ の協 働は

相官成功し＿こと思って ＧＱ 愉快 ＱｾＧ 。

脇道にそれにが兎に角野球塔は紀念的意

義力荒莫? こる! 鹿野の中に賓用的立義の li i' i 問

fこるー嫁駄が出来て、布、としては仕事し易

いことになっ? このピが、ここじ同じ〈朝日

新:司祉の企劃? ) 一つで全〈紀念的意義のみ

を持つ?こ; l ; 芸ドあ' 1. ， 0

それは昭和七年I品川| 閣承認の議定書調印

に| 摘するニユース馬民主轍] ) [ 際に起つ? こ酒

)-jニJ;l . .桐機 ;フ遭難を紀念する矯めのものであ

る。機は一度は内地のJ 二主主に入り得Tこの?ご

そうであるのに 、あん な風に不幸にも 山陰

沖で遭如し ｦｦｾ 氏は殉識して了つ＿こ。その記

念碑は機遭破片漂流i也鈷湯崎のーノj 、丘陵上

に建設されに。

私はこの紀念叫の考案に苦しみつ〉、 一

向に合心案を?f与す' . ｾＡｊｬｩ目的性の民野を初得

しつつある聞に、 一 日一日と日は経って設

計案提出期限の明日に迫つ? こ某目、私の憂

官去を祭し? こ友人 T 氏は私を誘って某所に気

分轄換を試み、酒盃を? 悲げつ〉語る機合{ f

作って央れfこ。 T 氏は躯幹E 肥にして性情

明主 ｬ といふところ。互に｝［ｾと談とを交換し

絞りる内に、私ちいささか先刻の苦闘をケ

シ飛ばして弐第に又極めて自然にメ ート ル
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は上って いつ?こ。

しばらく、して私の陥 中に一閃するものが

あっTこ。立ちどころにポケットを探って新

聞iltl 用のザラ紙原稿紙を取り出し、 4 B か

何かの先端の太〈なつ＿こ鉛筆ｾとってー案

をスケッチし? こ。 T 氏はおもむろ にこれ を

取上げて 、 酔眼に凝 ｬ 硯数刻、この案ｾ口を

極めて絶賞し? こ。しかし今 になって見れば

T 氏果 して全 的に共 鳴 して呉れ寸このか、和、

を慰め 力付ける需めだっ? このか、 或ひは酔

中無我無中で賞め て呉れfこのかその謹は判

らな い。 何んとなればT 氏は 勿論建築の専

問家でもな いし、 嬰術の愛好家でもなさ そ

うt:: し、 それに その時は氏も相官メ { ト ル

上昇欣態にあっ? こから。

しかし私はすっかり気をよ〈 して、 翌日

一 窮千里設計岡案を作って提出しに。

とこ ろがこ れが再び新聞祉の取締役令長

M氏 の絶識を得?この?ご そ う亡。 r規模はノj 、

換算は少Tごがデザインは世界的t:'J といわ

れるの? ごそうピ。

M氏は人の案を口に出して けなす こ主 が

ない。悪げればfごまって鰍殺して了ふ。そ

の代りよくっても口を極めて寅めることが

ない。「これは商白 い」とか「これはい -::.J

とか一言云はれるのが最上 級のお貰めなの

打。普段そんな調子のところへこの絶貨で

ある。

不幸にして私はその j常にゐなかっ? こが 、

その場に居合せて喜んt: のは T 氏である。

T 氏は後刻私をつかまへでこの報告をして

且つ日< rい〉ヒントを得るには苔むのに

限るよ」と。それ以後私達の仲間で「メー

トルを上げにゆ< J といふ言葉の同誌訴と

して「ヒ ントｾ得にゆ く 」と いふ のが流行

し出しに。

T 氏は支那事費! の 初 j明に肱召して 、未f:

に中北に、It : まってゐる。 231不性の私は仲々

慰問文一通さへ出せすぺこゐる が、始終忘ら

れ十にゐて「きっと今頃はヒントを得てゐ

るんt: らう」など- : : . '，; おり偵 しく思ひ出す。

労 務 者 の 住 宅 難 解 決 ま づ 二 議 六 千 侯 戸

深刻化する労務者の住宅難については厚生 烹には注築資金の半額位反を限つ・て預金郊よ

省全中心に大夜、良林、商工各省の聞に主主策 り低利融資する。さらに二1 ] . . ¥六千戸の猫立{主

主? 協議中であつにが、この ほどこれが具惚的 宅のうち三制約八千戸は公共羽根乃至は同潤

原案を内定し f こ。昭利十六年度まで に必要と 曾その他の公金法人をして建設せしめ、浅り

見られる勢務者の住宅は全国で猫立住宅二十 の約一rA八千戸は半分づっ預金昔話および勧業

ニ硲五千戸、共同住宅千六百五十戸におよ ぶ 銀行より i i 築資金を融通せしめ、これには大

が本年度は取敬子猫立住宅二高六千戸、尖同 協十入内外を? 一幕且とする組合を結成せしめ、

住宅二百戸を建殺せんとするものである。 演金部資金ｾ利用する 磁合は年四分一 ｊ 夏 、 勧

このうちまづ二百戸の共同住宅は総動員法 業銀行資金の場合は同: 後五分程度の利率で い

第十六僚に本づく線、動員業務事業設備令によ づれも勧銀を主主じで融遜せしめる o ( 大朝 7月

り各工場主に建設せしめ、その絵絡なき工場 6日〕
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病 と 『 ホ院

×  

ホテルと病院とはアパートメントの延長

であり、従って往宅の特殊な形式である。

P住、ホテルは居住期間の一時性に依って

アパ{ トメントと異り、病院は更にその上

に、居住者の健康が常態でないことがカ11は

る。

大阪市に奉識して以来、設計に閥係しに

多数の建築の中から、 「建築の思出話J ¥こ

この 2 つを選んfごのは一つはその性質の類

似に依る。

×  

病院の中で設計に関係を持つにものは、

既に完成してゐる桃山病院、刀根山病院、

及び現在工事中の北市民病院と結按療養所

「千石荘」との 4 つであるが、後の 2 つは

今向工事中であるから、これは「思出話」

の時外である。

桃山病院の設計・を命ぜら れて、同病院の

古い汚い闘書室に一行 7 名ばかり t 陣取る

ことになっ fこのは、昭和l 4 年の夏であっTこ

様に思ょ、。既に一昔前になる。

その頃の桃山病院と司王Tこら、明治20年に

現在の敷地に移特せられてから、建て増し

建て増されて、最も新しい建物でも大正 9

年に増築せられにといふ木造 2 階建のもの

ピつ fこから、建物の荷L雑 5 と不潔さとは、

古い「避病院」の名隅の方が徐つ程ふさは

しい程のものであっ fこ。

プ 思 出ノレ』 の

新 種 夫名

丁度盛夏の俸染病椙獄期で、病院は満員

であつに。而も、天然痘まで }JII ってベスト

を除〈法定体染病は一通り揃ってゐるとい

ふ盛況であっTこ。

病院の事業を元通 b績げなカ句、増改築

の仕事を進めて行か うといふのTごから、新

宮建物 J ) 聯絡上、そ の満員の病棟を賓測し

ながら古一|聾を進め て行かなげればならなか

つfこ。

何んな病気でも飴り恐がらない僕ではあ

っ? こが、これにはいささか閉口し? こ。最初

の間は、病室から出て来る笛: ¥こ手を洗ひ、

便j1Ji' に行〈と洗ひ、食事の前に洗ひ、手に

クレメールの臭気が絶え? こことがないとい

よ、有様であっ? こ。

? ごが、慣れる主いふことは恐ろしいもの

で、 l 箇月も経っと次第に紳経が太〈なり

食事の前にしか、クレゾール Ｗｫｾ 伎はな〈

なつ? こ。師宅前には、必十入浴することに

なってゐ Tこから、その必要はなかっ? こ。

最初は気持裂がってゐ fこ病院の食事も、

病院の食事なるが故に安全であるとし、ふこ

とを女11つ?こ。

法定体染病中、ベストは別として、最も

恐いものは、赤痢でもコレラでもなく、腸

チフスであるといふことも穀へもれに。

丁度、フランストらチプスのピリワクチ

ンが輸入せられ、院長の熊谷1博専

よ県 ｩ県 ｌ をを＿霊質 ｦ Ａ験験 ｾ ｉ中 ｬド ｾＱ ピごつ＿七こ時で、 我々もその百胡命議
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となって、今日のチブス服用ワクチン普及

の姶石となりにものに。

所ド夏も諮り tk風が吹く頃になってから

我々の中の H 君が狙紅熱に限ってしまっ

fこ。一同博然として、最近の泊、悲ーの定、↑ 畏振

りを反省し? こ。それにしても、 H 君の病気

は宮原名容の公症である。職事に於ける傷

撰軍人にも比すべき性質のものであるとし

て早速その乎績を行つTこ。

所ぷ悪いことに、それより幾日か前の夜

i実は一同を引具して道頓掘や新世界方面を

飲み歩い fこことがあっ? こが、その顕オミを翌

日食事乃時 iこ事務長に話し? こことを覚えて

ゐて、その夜から ｈｾ のｾ病までの日数が

了度福紅熱の惜伏期間lに相官するとい」、理

111でH 君の病気は病院からの感染ではな〈

飲み屋から得て来? こものTごと言」、の1:: 。

メートルド昇つ fこのは夜であっTこが、そ

の日も ｈ 震はメ ート ［ ｌＭ尺を持って、 Ａ日 ｲＮ ｾＱ

各種の病li の充満しに病煉を賀川してゐ? こ

のに間違はない。その翌日につて同様Tごつ

?こ。

僕は事務長の牽強附合の設を難詰し、か

くの如〈ば、病菌中に身ｾ犯して仕事をす

るにしのびす¥依って一同を引具して病院

を引揚げる旨を宣言しにものである。病院

の方が折れにことは勿論であるが、今は退

職して閑居中の常時力事務長と顔を合すこ

とがある と、 「あんTこもあの頃は鼻つ酋iが

強かつにもんfごね」と冷かされる。

i氏智式コンクリ ー ト杭など、その頃はま

に資出して問もない頃で、主人自ら何回か

桃山病院まで;主体にけlて来? こ。

「そんな成績力不明な 、合控の知れない

ものは、ょう使はん」と言って 、後年のミ
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リオネヤ武智氏ぞかんかんに怒らせ fこのも

その頃であっ? こ。

こんなことがある間に、設計は順序よく

進み 、喜多; 筋コンクリ { ト 造 5 階建地階附の

第 1期工事一一病棟、本館、寄宿舎等の工

費 111 ; 笥闘は悲なく完成し、後更に 84寓闘

を以て、病棟、研究室、薬局等を増築して

ここに 奮式の木造建築は一掃せられ、病床

;数1300徐J ) 新式J ) 侮染病院が l引現しにわげ

である。

体染病院の工事に就いて最も注意を要す

る鞘は、その衛生工事であらう。

この工事戸高一不完杢で後々修理を要す

る様な場合には、病院7 ) 性質上職人が嫌っ

て工事t ; 出来険い場合が極めて多い様であ

る。特iこ便所J ) 汚水の鹿@Hこは 、多少の金

は/ 1 食つでも、最初に完全な工事を行ってお

く必要がある。

結医療養所・7) 便所、 l各Bt 虚: i l l l . 設備なとに

就いても! 日告々 同様である桜に思ょ、。

×  

桃山病院7 ) 第 l 期工事7 ) 設計が終ると間

もなく、刀根山病院の計霊ーが始つに。昭和

6 年の春1: つ?こ。

桃山刀例に倣って、病院側と設計- 上の車IU

い打合せが出来る様に、やは り数人のも の

が埜ケ池の同病院へ出掛けることとなっ

?こ。

所t; 今度はその人選が非常な難闘にぶ つ

かっ? こ。誰も肺病の病院だけ' は御菟ぞ霊長り

度いといふの 1: 。

何でも皆の意見に依刷工、結後の徽菌は

l安と共に 2さ筑中に飛散せら れるから、刀根

山病院刀構内は徽菌で充満して風のまにま



に漂ってゐるといふの Ｎ，ｾ 。

そこで 、 病院から留者を引張ってｾ＼ｩて一

場力講演を依頼し? こ。一一

刀4定山fl Hi丘の空気力 Z非常に清澄なこと、

市臆1コ海暗い挨にらげの事務室1 ) 方が 、何

れfごり呼吸器iこ有害か知れないといふこと

2  lZf ? ) モルモツトに結接菌を注射し、その

ー・方には絶え十塵壊を旋風機でi去り込むと

その方は 2 週間を出子して死滅する。つま

り塵挨乃方t >結援菌よりも恐い μ 、五、こ与

それから叉、大阪市には: 伍症患者まで勘定

に入れ ると 20人に l 人位の割合で結後患者

がゐる。それ等1 ) 人々が何喰はね顔して座

ってゐる満員電車や映商館などの中カヘ忠

者のはっきりと隔離せられに刀根山病院よ

り何れfごり恐いか分らないといふことなど

宜体これ努め? こ結果、やっと数人の「挺身

隊」を得て設計に着手する順序となっ? こ。

「挺身除」の人々は清浮にして而も閑i旬、

な環境D 中で、 A - Qの}象; 訪ー注射を交り 、

設計t >完了して引揚げる頃には、瞳量が何

れも l 割方策えてゐ Tこことであっ fこ。

所 }J>、掠て工事に着手するに詰って 問題

が起って来Tこ。病院の建物一切村から見え

ない様iこして貰ひ度 いといふ、病院周囲 の

付からの注文である。

肺病の病院 J ) 存在はもう既定の事質で巴

tr を得ないとしても、その認識を新し〈す

る様なことは少くとも避けて貰ひ度 いとい

ょ、のに。

本館の工事に着手する需に 、看護婦寄宿

舎を小高い丘の上l こ移さねばならないので

あっTこが、そのI王は埜が池の停留所から 一

室の中にあるので 、 その 2 階建の屋根を隠

す需に i モの縁に 高 き2 米に速する堤坊を築

寺 、 その 上に高い檎ｾｴｉ 在え ねばならな かっ

fこ。

? ごが、頭隠して尻隠さす' とはこのことで

あらう。工事ド進んで 、5 昨年建病棟の鍛筋

コンクザ ー トカリ附位まで打ち上ると南商

の必林の聞から幅 l 町に 速 する病棟のフア

サードがぽつぽつと姿を現はし始めに。

併し幸にも、村人は最早これに到して抗

議を持ち込まうとはしなかっ ｦ こ。尻ｾ現は

しながらも懸命に頭を隠しに誠意に満足し

1こ穏であら うか。否率ろ、 :反政に於ける今

日のイギリ スと同様、丘の上tこ厳然 と根を

下し? こ織筋 コングリ戸ト迭の動かすべから

さ' る現買を認識 し? こ結果であらう。

今では刀根山の l壬ょにき革え立つ白亜の大

建築物は 、阪急:寛i家*fRの車窓の 1 つの黙景

となってゐる十誌に。

結段に封する一般の認識も、今日は徐F2.

i隼歩して米? こ。昨年の春、大阪市のお 2療

養l引の建設J - i ' F 也として 、泉南貝塚町に土地

の買JIXを行つに際に、そ の敷地の一部に傷

痕軍人療養所 乃建設が滋定せら れてゐ? こと

は言へ、村民の代表訴が刀根山病院の施設

を? 見て安心して買牧に臆じ? こことなと‘ は、

全〈結侯と L、ふものの認識が、徒にこれを

恐れない程I支にまで進歩しfこ結果でゐると

考へる 。

×  

「ホテルはゴテル」と、首時の業界新聞

な左、記事ド無いとホテルの工事をゴシッ

プにしにものTご。

私が設計ー主任として、新大阪ホテルの工

事に閥i系しにの は、いろいろないきさつの

- ・・・
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あつに後、jljl( itt rr 11専| ーを主幹とし、竹腰さ

んを副主幹と して「臨時ホテル建設事務所」

といふものが生れfこ時であっ? こ。昭和 8 年

の称で、工事は丁度基礎工事を経つfこ所で

あっ fこ。

この事悠所}J; 出来てから後は 、多少の ri I1

J斤はあっ fこが、本ら竹腰さんの熱心なそし

て、周到な指導に依って、工事は順調に匙

み、昭和 10年の疋月には無事媛ごじを符げ

?こ。

この工事に於て 、長谷部竹目安建築事務所

の他問、河慌の両氏及び今は故人になられ

に笹川さん症と一緒に仕事をすることか; /"1"， 

来? こことは、自主にとって叉と得出Hいl段階で

あっ? こ。いろいろ叡へられ、併設せられる

ことばかりであっ? こ。

高級な大工事を数多〈倣って京 fこ人々 に

のみ見られる、材料の正しい選定、IirJ 泣い

のな い施工、附晴子工事の正確な認識、ーっ

として| 度昧不安のない工事の監将指導等に

針して、僕は全 〈畏1放の念を以て、探って

以て我物となすべ〈努力し? こ。

ホテルの敷地の鬼門の隅に、古〈から大

きな公孫樹があって、この公孫樹を動かす

ものは崇を受げると言ひふらされてゐ? こ。

ホテルの設計ーには最初公孫樹を巡りてプ

ランを立てゃうとの設もあっ? こが、敷地が

狭〈てこれは到底不可能であっ? こ。

VI I 120 

公i菊課も恐れをなして診航の依頼に肱じ

てくれ子、遂々伊藤市合議員の斡旋で、市

岡の三位 ｾｪｾ ｬ ￭ ｬ 在 の境内に移時しに。

所が、1mもなく、新大阪ホテル株式令杭

の設立者である住友の湯川氏が忽おとして

長逝し? こ。幾何 もなく引絞いて、ホテ ル聞

係者- のあちらこもらに不幸が起つ fこ。

すはこそ公孫樹の崇り? ごといふ乙とで、

ホテル閥係者 一 Ｎ Ｑ 可三 ￱ｪｴｾｪｬＡｬ￱ｩ ｩＺｬ［こ参拝し 、 ￱ｪｾｾ を

l字うして 、nil!' 恕を乞」、? こといふこともあっ

?こ。

常時の開大阪市長も、ホテル竣工式の常

日より護病して遂に長逝せられに。ヲ |結い

て起つに中苛事件なども 、何うも公孫樹の

せいらしいなど、悪いことは一路公孫樹の

• • 
せいといふことになっ仁。

或新聞記者が伎に言つにことである 一一

「公孫樹の移植がすっかり j刊付いてから

ホテルに閥ｻ系しに京は さ 同高 Ｑｾ ょ。 最初から

居? こち今頃は命が危いぜ」との

Tごが僕は別な意味で 、 よい時期にホテル

の工事に閥係しにと考へる。

真に自信を持って建築工事に従事するこ

とが出来る様になっ? このは 、ホ テル工事に

携はって以来のことであれ竹腰さんをは

じめ長谷部竹腰建築事務所の方々 から得7こ

貴重な経験の結果Tごと思ってゐる。
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新名一一 それではf信越でごぎいます が、協合か { 卸批抑j を殺げる機合: を御作りドさいま して誠に有

ら出して居 ます「建築と粧台 J の編斡をして居り 難〈存じます。

ますので、進行係を忍が勤めきして裁きます。 御承知の主n < 船は非常に高債なものでありまし

本タは暑い月斤を、 殊に持局柄御多忙の際にも闘 で、室内装飾、或は闘に見える爺分の客の設耐i と

りませや 、 皆さ ん ，の 御出 ｦｦｊ Ｇｻｾｱ 尋まして 、 ｩｨＺ出合とし いふものは、船僚の約 5 %に; 品まない。 10，000，0

で誠に有難〈存 じます 。今聞の$ 証言に際して船舶 00闘 として 500，000閲位の程度のものであります

が非常に不足 して居ります所へ国策船として「め が、併し我# と欲しましでは、最も御客の評タj を

るぜんちな丸j が竣工致しましれこ t は、犯逮と 取り易 い、而も色々 な方に見で裁く上に於て最も

して非常に御同慶に感令る所でみります。了I J { 同 大切な部分であるとるーへて居りますこ t は勿論で

船が大阪に寄港しにのを機合 ｬ こ 、 ｾ築協舎から船 あります。でありますから、松は比丹十数年来、

を見象さして主主いれのでめりますが、建築家とし 船の室内袋仰といふも内: ぷ陸上勺立築家並に室

て見ます; 等に、総は勤〈住宅、戒はアパ ート メン 内装飾の専門内力身内河 点主力を? 立はなげればなじ

ト、戒は叉ホテルといふ風にも考へられるのであ ぬ といふ自 分の一つつ土義、モット ーを持って府

りまして、待に比の「みるせ' んちな九」は約 3 箇 りまして、箆: で戎る巡泊所内;主役と n宣略をし 1: こ

rJ  ｾｪ［をして赤遣を何回か横訴し 、 色々の糸候の間 とがめるのでめります。治船所のマネ ーヂャーに

を ｾｬＧ 守って旋 ｾｔ をする日翠でめりますから 、 さういふ はさう いふ駄に非常に理解がない方がありまして

方而から考へ ま し て い 我h の設計なり計笈なり 成る干量船大工でめりますから、設飾絢係は我々の

の参考になる 誌が色々めるのではないかと忠ひま 幕門ではないのでありますが、併し船を造る t い

す。ァパ ートメ ン卜 、或は最小浪皮住宅の計事ーと ふこと〉船をダザインするといふことは多少趣カ:

いふ L のに; 沿のプラン= ングが非常に参考ーになる 溢ム駄がめりまして、船の百宣言十をする人間は或る

といふことは、 以前か ら若い建築家の間に着目さ 稜度記それぞ池強し理解をし、或は専門の方々か

れて居る所でありまして 、 かういふ果的、ら之ｾ雑 ら数へて裁いて〈我々もま fごまだ勉強が足りない

誌に殺せることに依って建築家が利金する射が多 と忠って居りますが〉淡飾し$ . ，いやうな室を治る

いのではな L 、か と考へるのであります。 ことがデザイナーとしては必要なことであると布、

今夕は悶必の設計に直接指揮を執られれ和辻工 lま考へて居るのでめります。でみりますから 、税

務課長を始めと致しまして、船室の設計の方々 、 の設計しれ舶は70徐隻めりますカヘ其の中の答船

般に同絡を先日親し〈見てままい1: 人主主に御集りをァ に腿するものは夜、の考へ遁りに芯く陵の方々に袋

煩って居り ます ので、御設計なさつ? こ方々からは ￻ｉｦｩ ｾｩ 卸穏ひして 居ります。これは叉造船所の つ ぢに

御言宣言十におする色々な il' P*心談なり抱; 長なり を御 御E買をするこ t は無攻でめります。それでは叉い

伺ひ致し、見せてまえいれ叙IJ の我♂ーからは色々な感 L のが出来ないといふのが私の普からの考でゐり

想なり何な り を＿吐露致しまして ｲｾ 主築と結合」に ます。特に今皮の「ゐるぜ八ちな丸」夜ぴ其の姉

殺せ7こL 、と 考へる次第でゐります。その順序主し 妹 ｾｊ の「ぶらじる丸 ｊ それから今合枇で捺へて居

て誠; こ 御迷惑でごぎいませうが平日辻さんから御話 る 3 隻の来illi .、南米航時，ね( これは 10500 t の船

を願ひ7こいと思ひま す。和辻 さんは船舶の設計に でありますが〉比のう隻 は闘 ｾｘｩｾ ｧＮ として￯ｊＧ｟｜ＺｊＨ Ｇｦ の劫

iずで非滋寸こ大き な抱煮を持って居られるといふこ 成金を項滅致すことになって居ります。それか c

とを伺って居 ります。殊に嘗てを主築を御宏、しにな 郵船台紙が 7 隻、反に大き L、のが 2 隻ゐりましτ

って居られ7このが御都合宅で造絡の方に向かはれれ Ｙｾ 皇、罪よの方が Ｕ 隻、此の合 計 ＱＴ 笈 に おしでＡ［ｴ［ｩ ｐ

と承って居 りま す。待に締内に於げる建築的の計 常に手厚い政府の補助金ｾｊ�￮鍛し ｃ 尻ーりますので

災に 付て御意見が ｾＮａ をめると伺って居りますので 本船が ＱＱＱ ｾ Ｑｾ 上って 、 常者｝￬ｩＧ初め各地で皆さんに術 ｬ

最初に和辻さ んから御話を伺ひまして、 それか ι 斑ｾＺｭムことは我々の一つの義ｾで ｌ める ｩ 認であ

座談合 b 生めて行き 1:. 、と 考へて居 b ます。 ちますむゐるせ' んちな丸はヰーひ にfi テ都では高松宮

和辻一一只今御認のやう に「めるせ' んちな丸J 殿下、間 切殿下、北白川宮殿下を首め米り 、大f-i i

の殻百十を致しまし? こ恥i係で、今日比の御集りに於 極府議長， Ｚ ｬｴ のｻ也知名の方々及び政協の芸品 ＮＺ ｾｾ誇 Ｒ 守

で宇ずさんから本船の公室、或は客の言史跡に闘する の ｩ 卸ｪＮＡｬＺｾ主おきまして、高松宮殿 ｦ ＧＭ 、古 ｅ 殿一 ｬ 、 ｬ ごは 、
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: 畏多 いことでめります が、後初室まで{ 卸入りにな

って御覧になっ7このであります 。本船 としては非

常に光栄に浴しれ緯であ ります 。比の公室に主主し

て、止I: . blt に( 却出でになる村野さん、長谷部さん、

それから直接御淘係下さつ1: 津山さん、内外木村

の松本さんにも無論色身御室カ 0 : i i ' i って居りま す

兎に角各方面の浸 k の方の御後援を願って居る協

でありまして、私の方で は唯皆さんの仰 fi 右手司Ij 0f，司

ひ? こいと忠ふ位でありますが、 共の前に 陸上の逮

築に御] t ，; 係の方々から御覧になれば、船は多少起

が主主ムといふ駐をjip考の上で御 i句評が願ひ? こL、と

忠ひますので、 j { の逮ふ駄だりを改め申上げま す

船は エフイ シエ Y シイ 、捻り能率主義で、何弓

でも文化の一番新しいものを据ゑれ り袋 説しれり

するものでめりますから 、骨骨は常 に近代的でめり

船そ のものが非常に最新の機構を持ってゐるので

めります。従って終飾共の他船に附げるもの は全

部欠 張 り近代的のものでなげればな らぬ といふの

が忍の考でめります。唯.閉ま陸上建築と漣ひまし

て、20- 38年で膝れるも のでめ りま す。 これは紛

自身の設計者としで非常に 潟、しく感す' るのでめ り

ますげれ e l ，、兎に角 ;H: の短い間 ; こフノレ ・パワ ー

フル ・エフイシエンシイで ili1J L、て、悶家 のI事に: l j

来るだげ汚l ! i ' l I t る t いふことになります力、 ら、室

内芸事e( fi に於ても自然永久に長〈 浸る主主i宰な L のを

使ふのは、主主る 程度 まで誤 りだと忠ふので あり ま

す。それから鉛はl f L IJ きますか ら、動洛もします。

震動もします。それで動: 溶及びiES勘J に型きして縦、て

不自然なもの l i ，我々が凡て系持の好いものでは

ない。 換言すれば石で積八 Tごやうなものは総て感

じが惑い筈であります。 それから気候が一定 して

舟な L 、。従って風の方向、光線の方向 等l立、線、で

船の走る方向に依って呉りま す。叉う回選が非常に

i :j¥L、こ と、何時 でも大洋の浜中へ，'Hる関係で陽が

非常に長いれ、ふこと 、械の湯が非常' に長〈常る

といふこと。それから潮風の許] 係で物が非常に早

〈摘み。ぞれか ι 震動の尽に娘、ての L のをァ取f >f1 げ

なげればならぬ。上からぶら T つれやうに丸える

L のは線、て感じが惑いと いふことになります。諮

り取附りてゐるといふことカ Zはっきり見えて居る

方が感じが宜い浮でめります。まだ共の[ 也にもめ

ります が、温々御話が出ると尽ひますか ら、 それ

はA の芯 に致しますが. 要するに 合理的に綴って

‘ 芦ると申しますか、敏感的と いふ ことが非常 に大

切でめり、材料の強力化 と云つれやうな ことに反

しれものは総て感じが忍L、し叉無駄l主総て感じが

惑 い。これは穫 と大分越が主主ふ t 忠ひ ますが、 船

には無駄なものがないのでありますから、無駄な

感じを呪す袋飾の仕方は線、T 感じが忍いと自分で

は考へて居りま す。さうい ふ黙を頭に 御置き下さ

つであの踏の装飾 に関する御批タj を穎へれば非常

に結構fごと忠ひます。我々も是非参考に伺ひすこL、

と汲々思って居りましすこが、了反自干し、機そ＿を ｩｾ ｐ 指

へ r さいましれから、止じの総合に母さんから御j比

例を頭へれは' 非常に結構Tごと I{].、ひます。なは私は

デコレ ーシヨンの専門ではめりませぬカヘ船に除I

する限りは幾らでも御質問に 隠じ ます から 、 どう

ぞ適宜 にi卸i比列、御質問Hd' r. tひ?: いと応ひ ます。

新名一一?有難うごさ可、まし7こ。次に室内装飾の

一部 o括管せられましれ村g l - } さんに一つ御Mf 心絞

でも御- mひし t:L 、主疋Lひます。

村l Ri - - 何 もないのですげれども、没然主申上

げませうか。

新名一一没然とで結構でご 5 います。

和辻一一自主り岡くならす，に、質問限答の形でも

結構ですから 、背さんに jip.4lP91 ｾ申 上げれことで

すし、何なり伺 ｬ ませて ｦｾｸ き Ｗ こ ｌ 、と忠 ひま すが・・

新名 一一ー どういふ効に御図りでしすこか。

村野一一一番困りまし i ': の! 士、和辻さんの{ 勾広

文の試験に及第するかしなL、かと L 、ふことでしれ

ぞれは現代 日本式とい ふ問題なんです o なが今ま

で翻係しまし? こものは是で 2隻ですりれども、雨

方とも現代日本式といふ御要求1:: つにのです。建

築家としてはそれは極〈認俗の名孫のやうに芯ふ

のですげれども、それを洗え ｩＮＯＡ さ れ れ深 い 事から ｈｾ

k 言葉 としてもう一段限定 に考へ直す: 必要がある

だらう主忠ひましで、色々考へで見? このですが、

これを深刻に考へる t 、 なかなかむつかしい問題

でありまして、簡単に考へれば、 又非常 に中詩集 1 .

考へられな いことも なL 寸応、ひますが、併しそれ

だげに之をどう解稼しれらよいかといふことに f'J

で大分苦慮もし回りもし、英 の説某が御覧の や う

なことで折角御指名の ｬｾｐ 佼砲を裁いて、やるには

やつれのですげれども、彼に ｬｬＧｾＧ しい結果 ｩ こなって

申認がないと考へて庖ります。背さん御廷になっ

れだらうと忍ひますが、官f に冷汗 5ヶかくやうな対

米です。

ぞれから最初船 に聞係して、世主際にやるふr に伊J
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感ｾ繍むかといふこ ｴ に非常に困りましに。恐ら 布l辻さんから御依穏を受りまして、{ 卸希星通りに

〈初めて船に陶係なさ 5 方は背さうぢゃな L、かと 出来て居らぬこ et 甚だ法憾に応、って尻ります。

思ひます。建物の室内ですと 、先づエ Y トラy ス 最初長谷部さんが御考へになって居つれ設計が塗

から入って部屋に行〈迄の印象と言ひますか、 さ 中ですっかり 皇室っす: もので すから、長谷部 さんの

ういふものは大惚頭の中に想像出来るのでめりま 御巣持が十分出て居りませぬ。鎚更してから拡が

して、ストラクチユアであるとか、それから来る す，っとやらして獄L、1: のでごぎいますカヘ御覧の

霊い感じでめるとか、叉文 ｾＴ を遁って行く迄の明 遁り家具なんかも一向色が論j って芦りませぬい

日音など、デザイナ ーとして考へられる印象的のも

のが践の中に相常入って舟る。沢一怠を逼って要求

されに部屋に入って、: 兵の音ii 屋でどうし、ふ風に践

が書量化するか、或は:t i: の官官屋に入つi ':i 待に どうい

ふA ¥t 持で居るかといふこ/ : 1 ; 1、日常扱って居るp .JIj

係上大健の想像力 ｴ 附いて、其の上で Ｚ 兵の古 ｩｩｾ 量のデ

ザインをする℃とになる。ところが船ですと、英

の郊犀へ行く迄の印象が建物と非常に遜」、。非常

に滞い感じの所、明るい所ばかりを7諮って、例! へ

ば 1' 等の部屋へ行き、英の公室に入る o ｾうする

と、添い感じの所で而も銭のやうな丈夫なものば

かりぷつ者かつて其の部屋に行〈ので、色の感じ

無言南光線の感じ、きういふもの、郊屋に行〈這の

印象が建物と非常に主主ふ。それで何鬼伝掴んでよ

いかちょっと分らなし、。どうし、ふ風に頭が経るか

といふことが繍めない。それに非常に図りまし 仁

今でも困って居ります。

それからもう一つは、部屋のJii さと天弁の高き

が骨量 ｾｬ 建物と建ふ。それでなかなか ｅ 買の中で之を

掴むこ t がむつかしいやうに考へ られる。尖のイ也

精進の関係、叉色々のフイツテイ y グが非常に多

い。それらを巧〈取入れて夫弁を成るべ< l; i  < せ

よと和辻さんが仰しゃる。これは御允な御意見で

すが、これは非常にむ つかし〈で、笈際に図るこ

とが多 L、。これが巧〈行つ7二かどうかといふこと

を今でも自分ながら非常に懸念して帰ります。ぞ

れらを兎に角一際想像して頭の中で綜合し、 :共の

部屋を? 要求主Eりにやる左いふことは、陸上と感じ

が主主って絵科むつかしい。色々直されて多少はE買

が馴れて*1二のですげれども、まに一掴みするこ

とがなかなか出来ないやうな感じが致します 。比

の仕事をして、なの困り・ましれことを申上{寸' ると

大骨量失のやうなものぢゃないかと忠ひます。

新名一一宥縫うとれ、ましすこ。同じく津山さん

から御伺ひ致し7こいと J思ひます。

津山一一泡は今日は長谷部さんの代塊でごぎL、

まして、徐り申上げる ことはないのですげれども
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誠に不行届の所が多〈て御気の毒に1f . じて居" ま

す。 それ に付て長谷部さんの御希乏が少しありま

しれので、 d) れ1:' げ申し f:L 、と忍ひます。

それは設計に付ては大健の方針を7御決め車買って

細かL、所は御任せ1 mムと究しいといふことでしれ

例へは'模擦の細かし、こと、力、色合、布地の細か

い鮎などに{ 寸ては、話H担な〈申します主、御一任

顧ひ ＱＺｾ 、やうに忠ひます。それか ｃ ， 施工に付てｼ停

上建築と同様に・3宅飾tm分は矢張り仕様草子に依って

提出しれ見積りの査定ｾ殺計者に示して霊長いて、

それに段督もさしてｾｾくやうに行かぬものかと思

ムのでめります。その上千七TごHJJ しや張っすこことで

ご ｾｮ 、ますげれどいさう しで 一つの郎摩守取繍

めて註文して放くやうにt $ ふと益? ごほ来の; 絡に1 i :

いと思ひます。背さんが御3互になりまして、めの

遜り大分詩型つてないやうな家具が入って舟つれり

して、御依頼を受げに和辻さんにおして甚1:' 相済

まぬやうな糸がして浅念で仕様がないのです。

和辻一一今 津山さんか ι 御話が ｈｾ ましれが 、 ｉｄ＾Ｎ｜

に御允の御設1:' と忍ひます。民主が貿際上私の経験

に依りますと、今の布地一つにしてい非常に陽

の嘗る所へ色の組める布地を獣って使はれるとか

汚れる所へ汚れ易いものを iむム t か、)i] i言l' i f 吏ふ部

屋号? 見る部屋として百宣言十されるのがデコレーダー

の従来の徐行と思ひます。それで我々の方で注意

しないと、直〈噛んだり jl ;婚 し? こりしなげればな

らねものは因る格! でめります。細: おの黙は成 るべ

〈デヨレー夕日に御任せし7山、のは山 h でして、

十分御任せ出来る方には御任せし ＱＺｾ 、と思って居

ります。又英の方が本包;1:'・と忍って周ります。

それから其ーの吠の見積りに制することは、津 IJI

さんの御設の遁り? ごと忠、ふのですが、これは造船

所の関係になりまして、私の方とし 1 はあの船を

l 千' f f J ，固なら 1- 子高司闘で三菱に 註文しであ るので

すから 、共の中の l 部のどの部屋が幾らといふこ

いま、貨は松のカにも分らない撚でめります。貧

際英の仕事ｾ引受げて 、 デコレ ー シヨンのヂザイ



y をされる方にははっきり分る方カ: ! ♂都合? こと，E ( ;A

ひますが、 それを' 主主船FJII 主嫌ふのです。 これは三

菱の方へ持って行つt まえいすこら宜い L 忠ひます o

( 笑茸〉それから 3苓自のデザインをされれ一部

屋の中の Ｗ ア ー エチユア 、 ［ 共の他組、ての材料・を ｾｦＦ

るべくー緩めにし ＱＺＺＧ ｌ 、 といふｻ却設しデザインｾ

しれ人が始終監督が出来るやうに主いふ御況です

が、 これは御尤で、耳よもJ ! l I i 論その意見でゐり、始

終そのことを造船所に針して憶力主張して酔るの

でめり主す。叉其の方が支いものが出来ることは

舷貨に分って鼎るのでありますげれども 、 どうい

ム認ですか、 :!l の認を依り日l}j Ｈｾ燃に言ふと亨交が

あるかも知れませぬが、造船所が安い4討を附 lイる

ま事にめっちこっちの朱・呉屋に註文をする t いふこ

とは困るので、貨は一つの部屋に長崎の家具合入

1. 1.1:  1) 、名古屋の家具を入れれり、或は大阪の家

具を入ｾＱＮ 1: りして、ぱらぱらにするのは、監督す

る方もヂザイ y する つ方も御図1 ) 1:' つ1: と忠ひます

が 、 ｾｾの鈷 ＱＱ 侍［こ長谷部さん ＱＧＺ 掌 ｕｉ さ ａ の方は ｪｩｮ

迷惑 1:: つ7こと思って屑ちます。我々はカジカンに

なって怒りましれが、諸般所が我止の主張を? 容れ

ないものですから、どうぞ怒か ι 子。将来は足立る

べくさう云ム風に仕向げる積りで帰ります ο

津山一一甚だ失職なことを申 t げまして済みま

せねでし?こ。

和辻一一いや いや、どんどんJ l 耳らさまに言って

敏いれ方が結構です、序にデッキ、ノ、イ トと部屋

の高さは我h から見るに非常にむつかしいもので

めりまして、建築は 100尺のリミッ トが定められ

て ｦｬ る ｴＺＧ Ｑｴｊ でゐりますから 、 ｩｬ の問に大きな古Ｚｲｾ屋

も! 日来る認でみりますが、総lまさうは行かな L 、。

津 山 さんに奔見させて椴 ｌ 、 ｾＮ京都の銀行のやうに

障では30尺も 40尺も取っ? 二め〉いふ結構な部屋が

出来ま すが、船の方 l立、強度や i夏原性等に非常に

関係がめって、 みれ以上何慮台高〈しでも船が危

〈なる。例へば村野さんに御E買をし主し1: 食主J の

3. 7m 12尺取っ Tこのは上h の方の磁りで居ります。

それで折角高〈取っ7二デッキを低〈して下さらぬ

やう にと御ま買をする縛です。デッキが高いといふ

こt はデザイナ ー として苦心される所で、天井を

低〈して面白〈しようと仰しゃるげれども 、面白

〈な くて も高い方が宜い と御無裂を申上げる誇で

め ります。 それ からもう一つ、比の鮎は村野さん

にも 津 山 さん にも砿 の方 から鋪' めて裁きすこし、 と忠

ひますのは、 甲恢に反りのないといふことで、郵

船令祉のはま 1:' ゐりますが、犯のつむ! ま全部、前後

の反りも左右の反りもありませぬ。君主も天井も 7

ラッ トですの )1じの対はデコレ - '1 ーに取って非常

に宜いことで、お・紫1:' と思ふのです。それr: ' vH叩

舎へ主主し主す。

村 野一一今津 111さんから御話がめりましれが、

私共最初に決討を致; します i時に、自分のヂザイ y

しれものは非常に可愛いものでめりますから、ど

うにかして質茨しれいと思ひまして、このことを

造船所の方へお頭ひしにこ t がめります o K の問

のＤ情を ｾｬ ｬＺＺｲ ｦ 主すし本の方から教訓告 ｾＱ Ｑｊして

造船所ｾ遁じて大阪商船の和辻さ八が全 Ｇｩｭ 凡て居

Ｈ，れるので、その承認を経で、ｾ際の仕 ｺ ｪＩＮに杉る

ｾｾでみ ｢ ます。共の正寺 に 造船所飢， Ｑ に封して色Ｃ闘

商をｾｾきるＺ浮ですが、なかなか図面 ｴＺＧ Ｑｴｊ で分る筈 ｬ ま

ない。それで彩、は青空言十の説明言撃を附げで tBすこ主

にして、 JI: の; 世間: 惑に li 私共の考へで居る珠算の

筒算脊 ｾｭ して照る探であります。大惚造船から

はこれ fごげの汲算でやれといふことを仰せ付かつ

て、ぞれに依って私共は概算容を出して居る。今

津山 -::A のIlll しゃっ 1: のは殺に御允なんで、際上

ですときういふことをやりますから、仕事がやり

易いですげわどい我々の言史計に到して見積が取

れれ場合 lこ、3 2 i 船所が我々に其の見積金見せて、

安いち品・合 lま問題はありませぬが、j ¥l ; い場合には造

船 所 lま其の見積を我々に示して、設計者側11の意見

を庭、いて、J l t の見積はどうか H 、ふことで相献を

して貰へば、 これはかう Tごから非常に高〈なって

居るが、 これをかうしれら安〈出来ると言ふこ t

も出来、 それで殺到の趣旨も遁る t いふ工合にキ日

鉄が出来ると }ITLI、ので すげれども 、津 山 さんが仰

しやつれ遁り一向我今には見せて貰へぬ。それだ

から設計諮り出 31とることでも 、高〈附くから総へ

よといふやうな要求が時々めるのです o 線、って行

事さへすれば必や出来る こ と もめると思ふのです

げれども 、見せて毅りな L 、から 、 それが分らな い

其の鈷はもう少し何とか造船所側も殻言十者 と協力

して戴〈ことが出来ないものか。それから遠隔の

f也で仕事をして居ることですから 、 自分の言宣言十し

れものが共の遁り資現寸 るかどうか非常に 心配 す

る。自分のデザインしれものは可愛い くもめるし

何 とかして自分の思ム遜ちに やって凡 7こいと 思ひ

ます りれども 、現場 まで行かれ ない場 合が多 い。
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不ょが関係しにものは、巧〈やって〈れまし T、ので 新名一一 それでは家具なり施工なりの{ 卸籾係の

大秘書存せ致しまし7‘ が、 えの他の務合はなかなか 松本さんに Jt の方の{ 卸話7 t - l司ひ1: いと忠、ひます G

巧〈行かなかっれらし ｌ 、 、 大 ｈｾ はめっちこっちち 松本一一変際施工をする立壌から陸上の造作 と

ぐはぐになっTこりして、なかなか巧〈行かない領! 趣の差益って居る所は、先税; 総の株主込性といふやう

が多い のではな いかと忠ひます。成るべ〈なら lま なことで予f I 辻防士からー湿り御話がありまし f: の

殺到者の手許で、設計者が皮々行って見られる所 で、それを数街するやうなことになるのでごさ' い

に御 ;t 文を頼ふ ことが出来れば、同じ値段で支い ますが、私共直接; 硲内の逃作をやらしてま主〈立 '.;;，:

ものが出来るのにゃないかと想像して居ります。 からしまして、骨組が全部 ， ｾ骨でめりますから、

これは手i tごりの意見なんです付れども、昔f外国 点、 遺作の取附の方法が蕗上の建築より も少し鑑って

ら船室を御買になっ j ' : .:tt. の習慣が附いて居るのち; 居りまして、結局面倒でゐります。先w英図か 1: ，

ゃないかと忠ム。画面、 仕様書、それか ι 色々な /fil 分的のものを持って来て、 それをすかっと骸め

模型とか見本が揃へば、治，泊所で :H来るやうに御 ることが出来るのだといふ頗る簡単な風な御話が

、考になって居るものと想像します。笈際主主築 をゃ あり主しれげれども 、 資際取附げるｾｾＺ合には、総

￬Ｉ ましでも 、 例へば色合ｾげるのでもなかなか思 りといふことが非常にむつかしいのでごさ' います

ふ遁 h行かなじ、ものです o ，. 凡説へ行って、ゐ、で それから陸上の建築でありますし池袋な八か.(1

L なL 、、かうでもないと二度も三度 L やり経へて 殆ど仰にしかないのでご 5 いますが、船は御承知

色ｾ若げるのか珪策家の努力の最 高の 方法ではな のやうに波や風の陶係で所開ローリングがあり 、

いかと思はれるにも拘らゃ、 それを峨見本で決め 機みJ ; 其のf也のゲアイプレーシヨンがゐって、 それ

るといふのですから 、笈に危険なことですし、 自 が雨方向ヰに加はつで、絶えす' 地震のめる建物と

信のないこと珍しい。 考へられるのでめりまして、取附の剥係が非常に

耳目辻一一今の村野さ んの御! 況は金〈 同感です。 堅牢を要するのであります。訪り餓骨に取附げる

先慨も申上げましれが、松も造船所に重苦しでは院 のに銭材全以て するといムことになるのでゐりま

しく苔・つ。て居ります。唯今御話のめりましれ室内 して、而も陸上の逮築物でめりますと 、釘で叩き

鍵飾、飾りの ｾ￦ も天井も さを郎イギ リスか られ＿寄せ 附げることも出来るのでめりますが、船に限って

にことが長崎では相営めるのでめりまして、これ は洋釘は殆ど絶華社にと言ってよい位に用をなさな

はイギリスの，治を手本として居れからですが、イ

い。それで必す'1良子釘来者めでめ ります。同: 専にi初

ンナ ー・ダコレ ーシヨ Y のヂザイナ ーと同時にそ

風のｾに、イ七ＪＧ的後イ七 ￦ 受げる金物はこれ ｸ 工合

11. 7t - 工作する月f古川ギリスにめります o F' イツに が ｾｉ ｾ いのでみりまして 、 化粧金物にしでも鋳物の

も7 予ンスにもありますが、さういふ所は非常に 金物に し て い 全部錆止めにするか、戎 lま浪曲語、

慣れて居りまして、日本へ fL物が着いて、船へ持

砲金などを{ 吏lまなげればならぬことになって居り

って行〈と、天井も 壁もペタペタとくツ附げれば ます。府j ヰ lこ先程も 1卸話にめり主しれやうに 、潮

それでちゃんと出来上る o ｪｉｾの代りどうせ 放な も 風に蛍 h 赤道直下も遜って行くといふやうな測

のはないと言へば言へる i禄ですが、色も何もかも

係から欲しまして、誠氏も湿度も高くなるので、

: 全部途って来れものを其のま、ペ 9- ' 51 と〈ツ着

これに使用する治作| 苛は特に完全に乾燃して居る

げればそれで部屋になるといふことがあるもので

干イ料・7t - { 定はなげれば、 1  f.f，L':fI 位しれら、ばら 1ft: ，

すから、今の村ｾ ［さんの 御 話 Ｑ Ｎ ｾｾの討が多少影響 に な ら ぬ 迄 い 故 隠 が 必 す，起るといふ危険十同: 多

して居るのではな ｌ 、かと思ひます。非常にシｾ Ｎ 7 ・ 分にある o ぞれで広共船の進作会 l 誠にしろ、或

ルに考へて居るのでして、造船所にはデザインと は綴めてやる場合にしていどれ位のｾｚ［ Ｑ 根程度の

いふもの、本質が分らない人閥均 t集って居るので 木 Ｚｾ Ｇ ｦｦ 使ふべきかとＡ ， 、 ｊ 、ことが大切でめります 。

すよ〈笑摩〕いや、少しコキ下しでも宜いと; ra、ひ 1fJ.、共の方では乾倣程度を IO，%' iこして居ります。こ

ます。どうも甚だ迭憶fごと忠って居るのですo で ればもう甘さん御承知のことな八ですが、木村は

すか ｴｾ ，、かうやれと言っていやらないことが相 仕木の: 尽に於てはそれと殆ど同通; のふ分を含んで

';rli; めります o Ｍ［ｾのＩｾに ｩ 事 ｬｩｬ さんなどか怒って縮ら 居りますが災の水分の中で来 ｦ Ｇｊ ＷＰｾｾ l;l::;;立fJi T. 1J ( と片Il .  

./1. f: りして甚，1:' 悶つ七ことがめりまし -r :c ましで、天然乾俳に依って!Ht き件る水分でめりま
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すo めとの3070 は細胞* と申しまして 、ナチ A ラ

ル ・ F' ライングではどうしでも抗りない水分であ

ります。ですから、其の約3070 の水分自? 含八で居

るものを乾燥燈に入れまして、 それを¥070 まで就

き取ってし まふ。さういふ程度の氷材を以て ii1t 作

に営りませぬと 、出来上つれ常座は、凡ての感じ

は宜いに致しましでも l 航. 訟で もすると :J t慮に地

裂、故障が必然的に起るのでゐりますo きうい J .

鞠係から 、陸上の建築では例へば 1270位の水分に

止めて寵げば宜いもので L、船に l浪つては 1070以

下の71，分にまで之を乾燥して使ふとい ι 心組に依

って遺作上のt監理をして居るのでめりますb それ

から陸上の逮築でごさ、、ますと 、化| 益金t切なんか

でいまあそこそこの摂子釘締めできう大して故

障は t.; k、のでゐりますが、M骨iこなるとローリング

主ヴア イ プレ ー シヨンとが悶寺にゐります ｾ ｪｩ ｪｬ 来上

浪子釘 1; 本の締め つお まで l泳千里やか ましく 言 lまれて

居ります。嘗てかういふことを悶かされまして、

IJ X; る程E l: ) 忠つれことがゐりますが、階i誌のとり 11--.

金 Ｔ おの 木捻子の締 ｾｈ げが惑かつれことがめ っすこさ

うでめります。すると 、船客の綿入のハイヒール

の許しが引っ掛かって、よ1 ; の婦人が怪我をされ? 二。

Ｚ Ａｾの Ｗ こめ治合前士は葉大な糾償金五＿支主 ｉｾ つれ。そ ＱＱ

程絡の造作の金物の取附げは注意して貨はなりれ

ばならぬと 、 例を議げで注意 ｾｦ［ 司つにこともめる

のであります。さういム工合で、木捻子1 : 本のおi':

め方一つから、キ目首注意して行かなげれは' ならぬ

ことになって居ります。そこ らが謹上の逃作とは

絵程趣が建ふのではなし、かと忠ひます。

新名一一 どうも すf 鋭 うとさ' いましに。吉村 さん

の方ではリノ リウムをi撃山使はれて、可なり ii p自

慢な討があるゃうでごさ. k、ますから 、i民の墨占 oー

つi卸芳iひ欽します。

吉村一一決して自民をする所迄行きませぬげれ

ども 、リ ノリウムはこれ迄軍緩や商¥鉛に使って奴

いて居りましれが、 それは茶色の無地の リノ リウ

ムでやって来て居つ -1: のでみります。今皮荊li :土博

士からゴムが使へなくなっすこからゴム代用に リ/

ｆ イ ルｾ使ってやもうといふことでごさＧいまして

これは砿の方としては最初の試みで すから、百度

五 ｾｾ宮み ま して 、 和辻博士の御指導を受げてやって

見? このでゐり まし-1: が、何分ゴム の代りと言ひま

し でも、 ゴ ム は非常 に 色が冴えて 、 足ｾｾりのクッ

シヨY も宜しう ごさ' いま すし、とらな L 、。それと

閉じやうに リノリウムカ: 行くとは白信がないもの

でごさa いますから 、成るべくそれに近いやうにと

足、って、色々苦心を致しましすこ。研究の結果、色

lま兎に角少しは頁〈なりましれが、タツシヨシが

なかなかゴ・ムと同じゃうに行かない。そして少し

ｾいので、とりの貼 ｌ ゴムのやうには行かない。

それで随分心闘し ましれが、兎に jfJ 使って裁くこ

とにな りま しにので、やって見' t : 得でめります。

大きさは約 560坪位で、船としては今這の中ー苦手

津 山の坪数でごさ九、ます。何しろヂザインカ; 色々

絞っすこ L のばかりでごさ' いますから、それ念切 っ

て1決込んで 、 インレ ーするやうにして持って行か

なりればならね。それ まで決る日歎が随分長〈鱗

りまして、工事勺一番最後に突っT二課で、nili 差の

場合 に造 るものでこれは夜、の方で直接やつれ認で

はなく、高島震が中聞に入ってやつれのでめりま

すげれども 、随分狭い所で火事夜ぎのやうにして

やりましすこ。私の方では:模様を並べて、それを真

打ちして、プロツ夕 、 プロックに依って向ふで並

べすこら貼れるやう にしれ稼であ りますが、何分船

はゴムの6市川の厚さで殺到しでめっすこさうでめ h

ますげれどもなの方のリノタイノレ f;J: 4 mmしか厚さ

がゐりませぬからそれをァ補ふ下敷 ｾ Ｗ エルトで や

つれ認でめりま す。大阪で十 分英打ｾ しまして、

口敏がないので、慌て、長崎迄持って行っすこ認で

; v . ります。それで兎に角l DXk 、1:認 でめり ます が、

数き工台が心況で、 どうかと忠って此の間一寸行

って参り まし -1: 。 まあな共の方から言ふと 、数込

みの工合が十分でな いやうに忠はれ ましれが、最

後までこっちの誠人が欽げば宜しうごさ' いますり

れども 、何 分 リノリウムに慣れて居ら・れな い進泊

所の方で ii pやりになっ-1: のでありますし、 それも

初めてのことでありまして、十分に行って居なか

っす: と忍ひます。これから長レ航- g，で試験なさ っ

て、果して宜いのやら 、 どう いJ 、故障が起るのや

ら一寸心肌ですが、吹からは相設に研究致し まし

て、成るべく御WJ 待に近 い ものを造 るべく研究 し

て居る認でみりますa

非日辻ーーリノ タイルは非常に短い期間1で無理を

申して大;三御迷惑 合掛りまし' t : が、色 A( 1汗究下さ

って、皆さん御覧の主主 り色の駄に於ではなかなか

].t い もの、やうに忠ふの でめり ます 。 このよはク

オ リテイと厚さの問題で、従来は6 mm!: 云ふこと

になってゐますが、 これはフェル ト念入れ ましれ
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げれども 、 フェルト が l mmしかありませぬので、 も震はなかっ f二線ですが、今から想ひ出す! : i!i い

5 mm位に しかなってゐ ませぬ o 7 エルトを入れて ことで、松が大泉に居つにiヰ分に、美術家校を出

いどうも草花の F ツチがよくならないゃうで、寧 て助手をして居られれ入が、共の後罷めて、長崎

ろヲノタイル自身舎もう少し御前先になっ .. O'!: い の造船所に入 h、船の室内袋飾をやって居られる

ものにし て戴げ ば、 濁り忍共の船が幸するばかり といふことを聞いて、如何にも室内災飾に付で は

でない皆さんが幸なさるのではな L 、かと J思ひま 矢張 IJ Mt 築家が干奥すべき範盟のものである主 い

す。それから地工の方の問題は仰し ゃa遁り訟は ふ位の知識は持って居りましすこヵz、兵の後果して

甚t: '.溢憶Tごと思ひます。紛の[ 土ヰ与が濯れすこのと努 E ういふ方が之に閥係して居られ7こか何等の消息

キ造船所が言ふことを背かない銭に 、間際になつ も得す¥何も聞いて居りませぬ。今度は現代建築

てからパ F クサと3l t つI n、仕事をしれので、本船 界の有名な方h が{ 卸籾係になり、而もこれ迄は多

が出ましてから 、 めれが浮出しはしなし、かと非常 くの場合に ｊｾｊ 去の方が多く御調係になつれのです

に懸念して居りますo ibれが浮いて、 まれ蹴つま が、今度は東京の方は一人で、大阪の方が多く御

ブいれ h、とつれりして、先の御話のやうに怪我 陶係になつれといふことは、特に土地JII1債の私と

を「して、叉金を出すといふことが起りはしないか しでは大迩給'格なこと fごと考へまして、斧見して

Ｈ笑ｾＩさういふ懸念もありまし ｴ 、足首関 ｦ二 Ｇ げは 色 h 得る所がめつれのでみりますが、只今申上げ

リノタイルの上にカーペット金数いれのです o 椅 7こやうなこ t で、折角見ましてい何等の官民倫知

子とか机とかがめる所は、ローリ ン グ し て い 掴 識を持? こなかっすこ匁に、内容白骨量に付では' J I e は御

まる所がめりますが、 fBl 聞は端から端まで何もあ 話するやうな材料を何も持って居りませぬ ｯｾ ろ

りませぬし、とって文句を言はれでは困ると忠ひ 唯漢としれ総会総に付て教へもれにやうなことで

まして、数いすこ認ですが、もっと支いもの密造つ ゐりまして、私としては結構なことた' と思って居

て扱きますやうに葛んで居ります。 りますが、それは今日の話題の範囲外になると忠

吉村一一志共の識人が行って、最後の脇工まで ひますから省略欲します。

やると L、ムこ主は出来な L、ものでせうか。 新名ーーでは伊膝さんに一つ。

和辻ーーさう出来れば宜いのですが、今度は話 伊孫一一広 tili J . . 悶さんと同じやうな立反でして

しで凡ませう o 元々船のデザインに付て紋 h考へて凡にことがな

新名一一吉村さんが慮女航海に臨いで行かれる かつれのでゐりましで、先に和辻さんから色々御

と宜いですね( 笑聖書〉 話がめりましすこ船のデザインの待異性といふもの

吉村一- y ノリ ウムの品質は調合の制合で、も も初めて伺つれやうな擦でゐりますから「ゐるぜ

っと柔かし、ものが出来ると思ひますから 、比の; 次 んちな丸」を奔凡しれ鳳慢とか何とかし、ふものが

からもう少しクッシヨンの利〈リ I 9 ウムが出来 ちょっとまだ経らなレのですが、紛のデザイン其

ると思ってゐます。何分初めてのことでご F いま のものに就いでかうしにら宣" 、、 ぁ、しれら宜い

すから恐る恐るやつれ認でござL 、ますo これに teさ といふことでないこんなものだなといふぼんや

りや一つ御品展に御指導を願ひます。 りし 1: 感じだげは頭の中に出て来まし7二ので、 i直

新名一一ど うも有基盤うこ‘ ざいましすこ。これで設 接「あるぜんちな丸J に閥係がないかも知れませ

百十並に資際の仕事に御関係になっ7こ方々の御話を ぬげれども 、 それを少し申上げて、御勘擦を臣賞ひ

作j つれ次第でゐります。次に比のl白1見せられれ側 ナこいと忠ひます。

の方から一つ御遠慮な〈御此号午なり御質問なりを 先づ第 l に感じれこと は、船のダザインと近代

御IJi. ひしれら如何でごさ' いませう か。池悶さんか 建築のダザインが段 A 接近しっ、めるのだといふ

ら一つ御頭ひしますo ことを熟A 感じにのです。先程の御話のやうに 、

池田一一比の間斧見しまして、非常に結構でゐ 所吉田合理主義に従ってデザイ Y ぞすると云ムこと

つにのでめりま すが、 笈は祇拝見する入の御世話 は、近代: t ! t 築の数年来の動向でゐ b まして、営然

なんかをちょっ とやって居つれものですから 、何 今後の逮築は船と同じ方向に 向って行かなげれば

だかそっちの方へ気が取られて、絵 b気持に徐裕 ならぬ 1:' らう 、文行きつ〉ゐ るものだと忠ひます

がない尖の上に船の室内誕飾に主せする後倫知識 現 に最新式の建築を茶人に凡せる し ま る で船の
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やうな家が出来れと言ふのですが、 これは無塊も

ない話で 、注築が船に接近しっ、ゐると いふのは

外形Tごりでは な い 意義が接近 しっ、 あるのでは

ないか。意義 とい ふのは経療の問題とか2封筒の; 1' 1]

用とかの射でみって、先程新名さんから 御話のゐ

っす‘ 最小限住居なども設計のデ ーターとして船の

チャンパ ーの取りつぢが相官参考になるだらう。建

築が船までに切詰められるか否力、は別問題として

建築は船 と同じ方向に向ってどんどん進んで居る

のでない かと思ひ ます。 さう すると 、J t : の形、主主

匠の問題に就いてい先程御誌のやうな組立式の

路工方法とかさう云ふデザイン '/J ｾ主 ｵ こＮＧ ，ｉｮｾ怠 ＾ ｊ 、にな

って来る認で、ルイ何f止また t 力、、 ヤレ何式と し、 ム

昔 の建築様式に従つにものでは倣らな〈なり 、 き

ういムものでは聞に合はな〈なって来にと，守、ふの

です。これはさな然犯の想像ですが、最近ノル T ン

デイにしても 、 クヰン ・メリーにしても、図] ¥' i ; は

造船所 に依って競手意識もあるのでせうが、合 理

主義の方向に向ってどれだり巧くやって行くか、

又其の技術のJ奇跡; と云ふことに付て競争力 E行はれ

て居るやうに思ひます。さういふことになると 、

金 h 室内の意匠 L 昔の機式公共の儀踏混しれので

は駄目で、環境に相隠しにものにして行かなりれ

ばならぬと忠ひます。そこで或闘の船を造る時に

は、 どうしづ、客に最もアッピーんするかを、先つ'

第 l に考へなげればならぬと芯ひますし 、勿訴さ

う云ふことを?御考に なってやって居られると思ひ

ますが、さういふ結から言ムと 、先程村illl・さ八か

ι 御話がめつに純日本式と いム のは、要するに 日

本のものだといふ糸持を入れす; デザインといふこ

とになって、さういふ駄に紳に ｩｾｐ 苦心 ￭ ｪＮ さつにの

だ らうといふことは想像に 偽 りある; 浮でめります

向どっちみち日本で出来7こ紛でありまして、お客

は日本の客が主力、西洋の客が三Eか、客の好みを5且

って行くといムことになると 、結局今の日本式と

いムJiJi- に落着〈のではないかと忠ひま す。それぞ

降の主主薬のデザイ ンと比較して見ると、 IF，のもの

だと日本の地面の 上に建てるの t:' から 、 日本 の ロ

ーカ リテイを傍件として考へで行げば、 それ程む

つかしいこれまな t.、。併し総の 日本式はも っと趣

味的な問題 で、気持の 上fごりで掴んで行かなりれ

ばならね。日本の土地の t にめる のなら 、 日本の

糸候風土を{ 東イ斗に考へて、1I t を録音十出すと かJ.. 口

を大きくするとかい L ス F イルカ; 自 然 にe二とれる i忽

ですが、限られに紛の インナ 一会どう い」、風に日

本式にするかといふことは非常にも、つカ・し いこ と

だらうと，ELひます。そこにも待に御苦心のあっ t:

こ主 だらうと熱々感ぜられるのでゐり ます 。先穫

も{ 却話がゐり ましにやうに、君主這を何遜も遜 ると

いふことになります主 、系候のヒから云って、 日

本式の形を持っすこ部屋の中の感慌が南洋の海の上

を ｪｩｬｩ る ［ｾＱ に快く感じるかどうか、それをう ま 〈合

して行かなりれは' ならぬといム所にも大きな苦噴き

がゐると いふやうなこともほ' んやりと考へもれま

す。もう一つは天井の高さの取り方が非常にむつ

かし い といふ御話を伺つれのですが、従来の 日本

の建築家は4舎に夫弁の高さに紳経質で、割合に気

力;flf1 かれないお・寺の底捜!なんかでも、部屋に依っ

て少しさをがm.げてめると云ふやうなことを見聞し

にことがめり ます 。さう云ふやうな搾で、天井の

高さに主主する感使、殊にそれが純日本式となると

倫むつかし いの r はないか。そして船には誤魔化

しを利かせるやうなものは何もないのですから 、

成るべく簡単に日本的にして行かねばならぬ。さ

ういふ こと から考へると天井の高さも非常にむつ

かしくなって来る。そこで感箆的に A 庭 に立って

見? こb、色々な椅子 を持って来て版掛げで丸7こり

商j に出来て居るものでそれを試して見1: りして決

めて行かなりれば本営の寸法が出ないのぢゃない

か。勿論その高きが非常に制限されて縮まって居

りますから、それを治して行〈鮎に於て大きな苦

勢があるのではな いかといふことも御茶 し出凍る

綿です。要するにこれからのものはデザイン とし

ては段# シンプ リファイされて行く。茶の代り其

の簡単化される省略方法 に非常な苦労が要るので

はないか、 それをやり鎖つれ仏大経妙なものが

:  ｉｾ 旅ヒってしまふ。さうし、ふ劾の御苦労も御察し

する F長です。

ｩ と ｕ Ｚ Ｎｉ ま船 を ｾ 9' から凡 1: tごげの話でありま すが、

最後に これ ぞ外から見穴場合、詑り船のエ レヴエ

ーシヨ ンです が、海の上を走って居る船の主主h 丞

〈から見t : ti ; : 合どう し、 」、感じがする力、こ れは主主

総本・で 11全然分らな いことでめ って、 そこに動的

の一 つの美しさを作り 出すと云ふことは非常に面

白いことでゐるげれどい非常に叉むつかしい事

柄でめると考へられます。比の間「めるぜλ ちな

丸j を奔見a しれ1侍は、洋自主に着いて居っすこので、

議くから走って居るのを? 見ることが出来なかっ t:
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から 、想像が向。かないのでめりますが、 ポ ; <. 9 ー し日本を示す潟に勇糸を出されにらどうかといふ

の絡を九るし非常に好い恰好ーをして居る。ノル ことそ雑談して居りましれが、今伊政さんが1可l し

マンデイの潟挺に似て居るやうでありますが、今 やるやうに示会の泊客に劃して、図際的な月号を7狙

迄の;i 骨の中でー苦手ケ' H、i合好をして居る。これはおー ばれることが一つの眼目でゐつにと尽ひます。併

位置字ではなし 、。それでーつ伺ひ1: t 、のですが、め し今度の I めるぜんちな丸 j のやうに| 世界' t 1  ]司

、いふものを御: 失めになるのには、先に或一つの されることを目的 lこされて居ると、色 h の閣の人

形を考へて、斯ういふ形にし7こし、といふことで、 ヵ τ 糸込むのではないか 、 さうするし何ｾをヂザ

デザインなさるのですか、ぞれとも色々な婦の機 インの基調とされで居るか、女平洋を横到して居

構から創出されて、或る程度の官組が出来て、;1¥ る絡を見ると、アメリカ人はアメリカの，治に勇きり

の骨組' t 治す匁には比の形が宜いと L 、ふことにな れがり 、 イギリス入はイギリスの絡に粂り 1: カ;り

るのですか、来の法の所が分らないのですが、 合 フランス人はフランスの絡にｾｾ 91こがるといふ舟f

，Ilt 主裳灼な考へ方に一つの桜擦を持7・せる意味で があり、衆って見て絡の袋飾が矢張りそれぞれの

さういふことも知って置〈必要がめるので参考の 図の忠を出して居る t いムこと' t 見ますと「める

潟に一腹伺 ( } 1: t 、と足、ひますp ぜんちな丸J は日本人を :-J'.にして船客の居合狙l立

中西一- ; f L . l ，伊践きん t 同じやうな内容に閥れ れにのではないかと思ふのですカヘ先日奔見に舎

なげればならぬのであります力、ら、引繍いて述べ りますと、これは小さな問題ですが、祉交2宣伝奔

きして裁きます。震は「めるぜんちな丸J ' t 拝見 見して舟りますと、械に居られ 1: 人が、どう L 檎

きして戴きましれが、私l ， iU. 悶さんと同じやうな 子と電気の照明が多いのは暑さましくて L、かねでは

立場で、笹 Tご短湾問に凡7二し、所い質 lま京区に時ヨ ヲL、かと言って居られまし? 二。これはYJII して醤い

上げれば、見せて賎げない見Ir もみりまして、十分 討に斧見しれのですから 、俗、百十にさう感じれのか

な感想を? 申上げることは出来ないのでゐりますげ も知れませぬ 1)) 、日本人としてきう感づF るの L 熱

れども、自分が申 t げようと思つ1: ことが今まで 況はないとして、私 lま反割に南米I MJ 告の患い所そ

の御話の中に多分にめりましれので、序でに申. J : 趨られるのにはあ、 いふものが宜いのではないか

げますと、自分の浅い経験主欲しまして、アメリ といふＩ好感ｾ持って居つにのでめりまして、さう

カから蹄る時には浅間丸の良女航海に、ョーロツ いふ ことを7災ひ清にして居りまし 1: が、其の紡に

パから蹄る時には股園丸の慮女航海に来りました 於て陸上 lこ違つえ主主主と比絞して、総のデザインと

比のニつの日本の優秀治には建築家も附係されれ いふ ものは非常にむつかしい ことも糸が附L 、れの

といふことを閣し、れのですが、幼の二つから受げ であります。併し建築家が;1' 1 : . の方面に出られるの

す二感じは、甚だ窟念ながら非常にチミツ 1.< に物を なふもっと勇糸を出されれらどうかといム感じ

扱って居られるやうに忍ひまし 1: 。今、村塁手さん を持って居ります o :tt の勇糸' t 持つといふことに

津山さんから御話を伺ったと同様に、| 詮七の主主築 付ては、今伊政さんの言はれれ駄に多# 飼れなり

芸誌が海のものを扱つれと云ふこいこ、何どか非常 ればならぬと芯ひますが、主主伎は逃げなりればな

に引げ目を感じ られれと言ふか、新し い分野に行 らぬと忠ひますから 、これで J t . めて置き ますe

くので、勝手が逮つれと言ひますか、何 fごかi JH王 和辻一一合せて御答を致しすこL、主忠ひます。御

を狭いて居られるやうな所感がめりまし i : 。叉允 二人の御説は亙樋御尤で、甚だ前日〈イ司ひましれ

慢も御諸にありましれやうに、デザイシが外閣の が、! 阪序として先に伊採さんの{ 却話に御室F申上げ

合最土で出来て来る部分が多いので、))11 して浅間丸 ます。

に至つては甚だ必念に思つれ。何放め 、いふもめ 仰しゃる主主り紛の糸持と陸上の建三廷の糸持は似

を永7ごに岡執しなげればならぬか、 これは船客と て行〈のが本' 3 ; . 1 けどもうと私は忠ふのです。所詞文

してアメリカ人が多いから、アメリカ人の血球に 千七主義、科書持主義 になりつ、みる世界であります

アッピーんするやうに遁られれのか知らぬ が、現 かふさうなるのが営然であります。併し使用材

代優秀J絡を保設されて居る N、 Y 、 K の，治として 料、或は能表 r: 義、 ェフイシエンシ ー主義 と申し

言ふこと〉されることが迷ふ o Jl:. では岱利.主義 に ますか、 それに )j 全ては陸上の途築が明かに後れて

のみ本金運んで居られるやうに忠 lまれ右 、 もう少 居ると忠って居ります。私は建築は素人でめりま
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すか ら、つい失趨なことを申すかも知れませぬが 併し ｊｾ の ￆｾＺＡＧＡ［ な要求を＿ＹＧＺりる認に行力＼Ｎ［Ｚｾ、。例ヘ

大阪市を見渡して、我々 の感心するl E I t 物が何慮に ば政府の助成金をI頁恕する以上 lま政府御常局の要

あるか 、 何百 年前の外国￯ＡｬＺ室長の片 ｾ ｊ ｈｦ 民似しれや 求が色ゐ採り入れられて居 1) ます。 RI l ち陸海認の

うなものばかり 並べて 、 何が都市の夫理ｾでめるか 要求もあの中に入って居り ます 。さう いふことは

甚だ失調な申分ですが、陸上建築に華社しでは砿は 何でもないゃうですが、我去に Hえってはな かなか

非常に不審を持って居る。無論それはB l : てる方の むつかしいこともあります。叉めの泣のスピ ード

御希逗 もありませうし、 建築家の忠ム蓮りに行か の ，治は荷物を ｾｴ 察 山積むことが事 ［Ｈ仁非常にむつか

ぬ t 云ふ所もゐりませうが、建築家に勇気がi択し しい。而も航彼距脱力: 非常 に長くて、 28000海A .

いと言ばれるな らば、寧ろ共の方 に勇気守山され とい ι 世界 l 痔l航路に就く先に非常に i写山の燃科

るべきだと思ひま す。 それから船のアツピアラン が要るといふこ t で、荷物が非常に積み恐いので

スの問題lま御尋ねのやうに非常に若努をし ます。 すりれども 、之れが要 求 深長の中にめる: f : l i に無理

殊に客船に於て苦労ぞします。何汝かと中します をしてZ良市の設耐や場一所が取ってゐる諒であち土

と船は経理野約数率、詰 りエコノミツク ・ェフイシエ す。 さういふことで形としても随分苦しんでめそ

Y シイの最も高いことを目標とするものですから こまで級めれ枝 hで居ります。ですから、先の御

慾築のや うに 形が佳げれば' めのE主主主は巧い と言は 話でしれが、 ノルマンデイ合手本 にしに稼でも何

れるやうな簡単なものではないと松は思って居り でもありませ 11) 0 ｾろゐ、いふものはお仁客船とし

ます。そ れでリクワ イアメ y トと申 します か、瞥 て形を纏め易いのですから 、 もっと媛fごと忠ひ土

再生 上の要求本賞、共の絡が寄る i荘、海: の状怒、風 す。

や潮の状述、法の深さ、答の樋頑と敗、併せて，荷 それからもう一つは、私先に申上り' ませぬでし

物の籾係等凡らゆることを＿考慮して 、 共の桜式ｾ 1こりれどし陸上建築御専門のカに袋飾を御顎ひ

活し、而 も各図に) i をて それぞれの港の祝日リがめつ する l苓に、震は甚だ防予な八ですりれども、現代

て、 ;!t の規則の怒りに出来て居ないと、法に λ れ 日 本式と い ふ名前ぞ附げでｻ却績をして居る［｛［ｾです

てくれ ませぬか ら、共の規制に合致する やうにし が、共の日本式主 いふことに 1;討する{ 却設が色今出

t 、英の リク ワイアメ y トをぬ・さなげればならぬ まして、面白く作j つれのですりれども 、結局 i鉛は

かうし7こ自然的、人銭的の凡らゆる保件を考慮致 領土の一つの延長でめると私ば考へて居ります。

しまして、 それぞれの リクワイアメン トをi Mし土 紛そのものも尖の図の文化試はテクノ ロジー、 科

最小限度の紛最も安い絡で、運行も安〈出来、而 ｾｆ 又 ｬ ま工祭の進歩の平日皮を可なり現して居るもの

もそれが便利であり 、形から言って い 自然に客 ? ごと忠ひ ます。尖の中、インストルーメント及び

が引附げられるやうな総といふことを考へなが乙 仕上げ隙J係、従飾聞係 k いふものは、科 泉、工皐

ゐ、いふ形に持って行くことに普苦手をするのです 以外に共の図の美術とか工容とかの領lr. ! I . の一吉[ 々

が、何分 にも 非常に相j叉しれ要求係長が多 いので 視すべき ものだと考へて居ります。それで先程も

其の要求の軽重に惚じてバランス佐取るこ主が- a間丸の終日( s に謝して中西さんか ι 大分攻電車がめ

苓むつかしいのであります。でめりますか ら、ま つにゃうで すが、私はめの絡が出来す二時 に或雑誌

め「みるせ' んもな丸J ｾ御ｊ￟Ｚになりまして、無駄 に意見を後来して攻唱えし 1: ことがめりま・す o 自られ

なスペ ースや無駄な部屋がめれば、何等でも指摘 は日本人がデザイ Y を' して、お・答は賀は日本人を

して戴き ＱＺｾ 、 ｵ 号、ひます。私はさういふ無駄はー 相手にして居ない。 日本人を相手 にして居な いか

つもないと思って居ります o 併し紛には寧ろ全惚 ら、日本式を要求して居るのでな〈て、外図式を

の均衡と 言ひ ますか、パラ y スと言ひ ます か、 そ 貿似て居る。 日本人が外図式を民似てデザイ ι ンし

れが非常に大惑でめりま して、 それを上手に デザ て、外図以上に出来ることはむつかしいことです

イ y し、 而もアツピアランスに於で 合理的、合同 我 4 が幾ら糸張って、針図 に於げる ロ吋ネ スクや

的な形;m美とい ふものを考慮 しながら、やっとみ んネツサ Y スのものを民似して凡でも 、共の二分

そこ まで出す 探でみり ますが、 自分として もまだ のー 、三分のーも出氷な L、。総局日本人が外閣の

不満足な鮎は多 4 めります。何汝か と言ふ と、 め ものを! f i 似しれのでは外国以上のものは絶望せに出

の位のお、にする先に無理な要求が入って房 ります 来な いと 尽ひ ます。我々が外図人以上のデ コレー

3 1  y 川



Ｎシヨ［ｙｾ 設 計し得るものは 日本 趣味 のものでない それから社交室が暑いとい ふ先程 の御話は本震

かと考へます。日本趣味 U 、ふ言葉が怒りれば、 非常に曇〈感じます。貨はみんなに津山光を黙り

何と 言ひ ます か、我今日本人がi設計し得るも の、 て貰ム認ではなかっれのでありまして、松も出来

而して外図入 に出来ない もの、 さう いふものが出 土のを凡て吃驚しれのです。それでみれは御覧に

米なりればならぬと思ひます。併し申す洛もなく λ れる・鋳に鮎げましれが、質際は大部分消して置

現をは世界の文化の程度が非常に相近附いて来て 〈積りです。中村順卒君に 、あれば ステーヂの着

居りますから、生活守設式に於ても我々と白人と大 〈部屋だから 、 ステーヂが出来ると何か皆が寄っ

しれ童話りがない。其の誌に於て船のみなら守、陸 て賑やかな絡し4却をすることもゐる t:' らうか ら、

上でも守テリアルが非常に共通性を帯びて来まし 其の場合に賑やかにして貰ひ7こし、と いふ犯の希望

て、必然的にエアイシエ Y シーの好いものを使ふ が入つれのであります。 一寸無理が勝 ち過ぎて、

やうになって居ります。餓骨が使; f IJ なら餓骨 を使 柳か賑やか過ぎて居るやうな気がしまし 7二。め、

ふと いふことになる。 さう いふ駄に於ては殆ど共

主主性がある。英の畢占から言ふし素人議論になる

かも知れませぬが、デコレーシヨシでも 矢 張 b共

遁性がめって然るべきものと私は考へます。です

から、俗に言ふモダー ν 、これは何慮のモダーン

でも榔ひませぬ。日本人の性格から言へば 7 レン

チ・モダーンが一番近いモダーンであるかも 先lれ

ませね0 %に角モダーンでめ って而 も日本人でな

げれば出来ないもの、そして外国人が芙の部屋に

入れば、日本人ほど分らぬにしても外園入にも分

るもの、きういふデコレ ーシヨンを設計して裁き

れい、 斯ういふ風に考へて居るのであります。で

すか ら、横演の ζ ユ戸。 グラ ン F' ・ホテルのやう

な部屋の中に寺の柱を持ってb I ミにやうな馬胞flr.. tこ

ものを盗って要員くことは更に要求して居り ませ ぬ

鼠に丸える )i) rに日本の吻が何もな〈ても宜いo p住

吉E昆にスょっ7こら 、壁の真に 日本の流れが感じ られ

るといふことで結構です。めとは現代式でよいの

です。又船そのものが現代式ですから。最初中村

脳卒君に傾んた1守 iこ、 これでもか、これでも日本

式が分らねかといふやうな設計でし? 二。それで私

は 1 ;}jl 屋しかやらなかっ1:
0

ib 1 : は背ルオユツサン

スとか伊J とか昔のス F イルを古n屋に依ってやって

置いれ跨です。 ＱＲ ｾ ｆＭｊｬ￭ ｬ に中村君に日本式を初めて

御穎ひしれのですが、どうも怖くて、ど んなも の

が出来るか分らな い。察官E出 来 て 見 る し 我 々 日

本人から見てi J lJ段感じは忍〈な いが、如何 にも日

本の郎震を其の後持って来れやうなもので、こ れ

では船の中へ惑趣味を持って来Tこやうなものでめ

る。大也市骨の中でゴシックが欲 しいとかジヤコビ

アンが欲し い t かし、 ふのは間違ひで、現代 はプレ

ーン でよ い ｾｾｾで す。 ｒ 佐何 慮かに 日 本趣味が流れて

居るといふものを建築家に御 ｾｊｩｾ 致して居ります
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しな〈ても宜かつれと思って居ります。それから

まだ御君主ねが洩って居つれやう に忠ひますが

伊膝ーーし 、や結構でごさ' l 、ます。能く分りまし

れ。我h が言』まうとする所を皆吉って下さつ t: ゃ

うで( 笑聖書〉

和辻一一先程私はOt 築: e 止めて造船をやつにや

うに仰しやつれがきうではなL 、。どっちをやるか

主主つ?こi浮です。詮築のデコレ ーシヨンの方は素人

ですから、ｾｬ［の御積ＱＩで揺いで戴げはＧ結構です。

松本一一 中西さんか ιｩｾｈ 北許ーを君主い ＷＺ 浅間丸 ｬ ま

質 lま私のブf の工場で一等会堂の一昔i i ! : λ テア ーケ

ースなどをやつれのですが、今御話を聴いて居っ

て冷汗ｾかきましれ。

中西ー一- N. Y . K . の卸説文でi f > 、いふものに

なっ? このでないか、 きうしれ時に建築家が勇気が

なかっ7二のだらうといふ所感を持つれものですか

ら、

和辻- N. Y . K. ! ま由来安，.図流なんです。デ

コレーシヨンに限ら守、泌に附{ ずる補助機t成、例

へば舵ｾ取る機械にしても荷拐を する 機椛にして

も、 イギ リス のものを使はなげれば主主力 :i 費まなか

っ7二ものです。 N . Y.  K. 山j係の方も居ら れ るか

も知れませぬが、見に角我々から見る E、 をかし

い と忠ム位でめりましにが、今度と いふ 今皮は塊

代日本式といふことで、我々に すっかり追随して

来れ様です。

村野一一要求! J : 現代日本式とし 、ふことになって

居りますね。

中西ーーなは今度拝見して、あそこ まで設計者

が御進み下さつれ御苦心 lこ非常に敬意を扱って屠

る火第でめります。これは造船の方も袋f i i I i の方も

双方くるめて申上げます。

和辻ーー ところが、陸上の建築はどうしてかう



型軽らぬ のでせう か。

伊藤一一 これは慨嘆に噂へませんね。

夫婦のペツドが並んで居る所などはｾ、裕縛 Ｔ Ｑ 二る

もので、如何に差別をするにしても 貨に激しいと

和辻一一犯は日本の土地は遺物に庇の要る土地 いム感じを起しまし f: が、かういふ所はもう少し

だと思ひますが、ま るで牢屋のやうな、 イギリス 何とかな らぬも のでせう か。船のことを些っとも

式とでも言ひますか、ゐ、 L 、ふ大l Vk: i具楽部式のも 知らな いのですが。

のを飽〈建てるものだ主恩ひます。 和辻一一仰しゃることは御允で、英の匁にacに

伊藤一一主義務でも潰んで産物が盆つやうになれ 現在ワ y ・クラス・ポ ート U 、ふ一つのクラスし

ば、 もう少し支〈なるでせう。大分自健が出来すこ かない船が大西洋にはあります。それは大西洋全

綴ですか ι 。 波って、 アメ リカとヨ ーロ ツパを往復する入は、

華日辻ー一一訟は建築家を慈〈申す揮ではないが、 大健文化の程度、教義の程度、官の程度が割合に

大豆、昭和を主主じて建築に数憶といふ無駄のがi段 差がない t 忠ふのですが、併し「ゐるせ' んちな丸 j

て居ると思ひます。私は建築家が鋭な形のものを は本営を申上げますと 、3 等は移民を運ぶ設備に

務へるのに浮身ｾｾ証して、ェフシエンシーと云ふ して居る。と言って移民は侮1 t する探ではめりま

ことを依り顧みなかっ f: 結果7ごと思ふのですが、 せぬが、移民は日本の政府の補助金で波航する人

恥しいやうなものばかりと思ひます o ばかりです。 家族移民は 250 図の金を政J(.f から丸

伊藤一一是は老大家に主主して言3誌が悪いかと思 k n : って自分の金は50固で南米まで渡る入です。

ひますが、今這は大建築家がなかっ? こからで、こ これに反して l 等は海峡植民地から来アア リカ甫

れからは大建築家が出で来て活蝦すると思ひま 阿、南米、北米聞に於て3コーとして列国人の客を取

す。 らうといふ潟の設備なんです。そこに非常な差異

池田一一鰐はぱ自主外交に立って、初めて日本 がめります。例へはー賃金から言まひすと 、200 乃

人が日本人のf町慌を認め 1: 。今迄は日本人が卑屈 至 250 闘に到して待別室富士の料金は世界一周一

心といムか、線、てが外図入に及ばないといふやう 八でも二人でも一向二千園、片道は7000回位にな

な考を有って居りましれが、矢張り自主外交とい りませう。約20倍近 い賃銀の相惑がみる惇です。そ

ふ ことになって是か ι 本常に日本化しれ L のが出 れでも根津さんのやうに家族連れで世界全 1J司し

来るのではないかと思ひます o 今日の i卸認は室内 て来ようといふ客もめり ます が、めの 3等の金を

袋飾といふ御話でしれから 、何も申上げる官余地lま { 去にしれも非常に困るといふのでありまして、そ

なかっれのですが、船全穏といふものに謝しては れだりの差がめるのであります。

多少言ム所がめりますが、是も船に劃して金〈索 池田一ー さういふことを知もないものですか

人の私が言ふのですから、童話ですが、私が拝見し ら。

て感じれことは、我 h は普から汽車の三等に梁つ 和辻一一併しめの差ー を成るべく近寄らせ T二t， 、と

ても、船の三等には来るなと 言ふて居る。あれfA 思って居りますが、御承知の主主り今度鍛造省は榊

三等と一等と阪か ｊｾ しなりればならぬか 、 これは 戸と京都の問 ｬ 立念行以外の Ｒ 等をｾｾしまし Ｗ こね。

外図から F誌に習慣でせうが、めの忍想は何蕗から それで図って，居る入が深山あると忠ひます。市中戸

来? このかと云へば、 白色人種が策色人筏を侮蔑的 と大阪の間は念行以外二等がない'路に 、須磨や芦

差別待遇をしに其の僚が現れにもので、所絹ユダ 屋港の人は闘って居る。相' 畠大きな仕事をされて

ヤ思想の表現のやうな朱がする。 例へば三等へ下 居る方が魚屋のおつきんと一緒に採 まれな〈ても

りで見るし如何にもペース 'メシトへ下りて行く 宜い様であります。一方差別はない方が宜いのだ

やうな是正がする。一等は料金も高L 、から、夏いの がまだ、義別がなげれば工合が忍u 、やうな図民の

は無理はないが、三等は唯ちゃんとして簸るだげ 程度7ごと思ひますね。汽車は料金が二倍で すげれ

の絵地しかな L 、。鐙惚げで下手に手を f中すと隣り ども船は二十倍ですから 、 そこは大分主主ひますが

の客に飼る。若しそれが締人ででもゐつれらどう 村! j 1: f - そこの所は外貨吸収、外貨獲得とし、ふ

なるかと考へましれが、後で男の客と女の客とは 風に考へ? こら宜レでせう。

別 1:i: いふことを聴いて安心しまし7こりれども、 和辻一一-1をは帝都で大臣各位 に本船を御覧願っ

これはどうかと忠ひます。上の方へ行って丸ると 七時に荒木さんや板垣さんそ御案内して能く説明
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して置きまし 7こo } . t は日本工総新聞に来ツ破主主か

れて弱つれのですが、ダ y ス ・ホーんを溢り 、美

容室を巡るとし 、ふことに付き先に荒木さんに説明

して、外客を染せることでめるかふさういム限

で凡で主主き ｲＺｾ 、、 此の Ｚ ［､ 局 に焚 ｩ 場なことをして夕、

/' ^  . ホーんなどを諮るのは以ての外だと御叱り

を言葉ると回りますから、さういム目良で凡で裁くや

うに説明はして置きましれ。

新 名 一一 それでは ｬｬｩ￟ｾＮ もさんどうぞ。

鶴丸一一私も ltt 岡さんと同じ〈凡拳の方の世話

合して居りまして念いでi i l N つにので、詳し〈斧見

して居りませぬが、 3 等のライプラリーですか、

ライテイング・ルームですか、外のJ秘 iこはあれだ

付 ＺＺｸＮＭＧＺＺ ースｾｊ￭ｾつてないと忠、ひますが、あれば定

いと足、ひますね。

和辻一一 移民と言ふと 、言紫が惑いですが、J及

航移住者ｾｾ霊びますと、組、てが家族移民でめる先

に、子供が非常に多い。めそこには食主主にピアノ

が蜜いてゐりますが、めの古il 墜を子供の尽に祭校

にする212です。榊戸 0 1 f l ますと、尋常 l 年から 6

4手まで編成し まして、紛のタ ラー クが主になって

日本の［資本には汲りませｾＧＺｬが 、 小事校の課程をＺｰ，

米るだり放へながら南米へ! ぬれて行きます。共の

外スペイ y 語の講習をナやつれり、色々の設備を中

に ｊ 存へ、叉波 ＱＱ 記者ーが上Ａ遣して、紡人も ｦｾ Ｉｊくことを

認んで居りますから、料理の講習をし fこり、向ふ

のｽＮｪｪＺ ｊ 告を知 る然に本ｾ 諌んだり 、 強き物を するの

に便利だらうといふので、あ ｎ いふものを ｾ ｩｬｩ って

見 i : のです。

鶴丸一一非常 i二宮いと足、ひます。 それから これ

は或る入の話ですが 、 ｩＧｬｉｾのインサイドの廊下の廷

はホワイト ・ラッカーですな。ゐれを? 全部木目を

そ見してやれば、非常にアットホームの泡い感じが

しないか。これは光線の刻係がめるかも知れませ

ぬ合) . . ..

和辻一一? おくなりませう。

鶴 丸一ーグト図絡にはあるやうですな。

和 辻一一 昔の治にはめりますりれども 、新し L 、

むのはプレ ーンな白い明るいものを{ 吏ひます。背

のものには陰気臭いのがあ h ますが。

鶴 丸一- a) れを係り白〈て殺しみがなし 、とし、ふ

二とを言はれれ人がゐりましすこものですから。

新名一一 それでは小林さん に

小林 一一J l t の聞は慌しい凡俸をし ま しで、裕つ
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〈り落着いて奔見出来なかっ fこの会主主念に思って

帰ります。それで間違っすこ税祭ｾして居るかも［切

れませぬが、糸ドi1. いれ駄を申上げ ます。

先税御認がゐりましれやうに i詮の反りとか、も設

の反りとか、対創設の ｪ 叉 りを ｩｾｐ 徐げになって 、 ＪＲｆﾭ

甲板になさつれので、陸上の三E袋と少しも童話りの

ないやうに感じまし i : 。ノ J プリツク ・ル ームはそ

れそ・れの大家に御依績になって非常に工合が好〈

出来上って 、 降上塗物ｾ見るやうな感じが致しま

す。ところが、一方プライゲエ ー トなキヤピンの

方を手平凡しますと、普からるる外関，B奇のキャピン

そのま、でペツドが置いてゐ b、或は v レツサ ー

とか或は斡]11室のソフ ァー、きう云J 家具叙に少

しL 進歩と言」か攻支がh日へられて月号なかっ i: の

を非常に; 受念に思って居ります。7 . 'LI;): 航海しれ経

験もありませぬし、船の上の生活も能く分りませ

ぬし、叉ゐのおに日本人が津山東るか外関人が滞

山乗るか、 それも分り ませぬが、袋;Il) iの方に現代

日本様式{ ! ? 取入れておやりになつれのですか ι 、

キヤピ ｹ の設おの方にも日本様式を取入れ る意 ｉ ｾｪ ｾ

から何底力、に是数の郊屋で L 終えて、手谷. : f ，: . でも者

で泉博がられるやうな部屋ーがあれば、長い航高岳.

i百をする人にい、のぢゃないかと忠ひます。長い

間 Ｉ＾ｾｌ 、船室に践者百められて 、 丸るものは法ーばかり

ですからさう L づ JKいだ気持のする設 j請を 御取り

になーっすこら、 どうかと忠ひましすこ。それから先程

も御諸になっ? こ 3 等の治室の方ですが、 まあ移民

なさる方は向ムへ行げば、何れ，尚子式の生活 ｾｩｬ 主

儀なくされるが、それ迄の過渡期としてあ、い J 、

閉僚められれ生活も無理はめちませぬが、 もう少

しスペースｾ劉 ｌ 、で、畳敷の古 ｩｩ Ｑｩ量で ｉｊ i寄へで、A

Ｕ 包でｾいだ気持になれるやうになさつれらどうで

せうかo

耳目辻一一浴衣がりで寛ぐやうにと L、i 、御話でめ

りますが、先に申上げましれやうに 1 : 等は才. とし

て外人から金を取ることを目標にして帰るの左、

此の，訟の航路の性質上、比絞的存がJ かでゐり 、

南大西洋も静かだし、印皮洋も静かで 、 ーに Ｒｾ 洋が

一番惑いのですが、大慌に於て: 与がj、主力、でめり ま

す潟に 、 キヤピ Y に居ることは少〈 、パプ リツク

. ル ームに出ることが多 L 、。殊に暑い航路でゐり

ますから、コン 7 アインされれ所の狭い郊屋に居

るよりも燦いプロムナ ー ド‘ に居ることが多 L、o .. ..!. 

れでキヤピ Y よりもパブ リツク ・ル ームに:r=. Q民自「



置いすこ のです 。 キャピンの大きさは勿論船幅の関

係がめ りますが、めれでぎり F り一杯の大きさに

なって居 ります。 それからキヤ ピY の室内設飾が

古いといふ御認 であり ますが、ベット' としではシ

モ y のス 7 ・y ｹ グ 干 ツ ト レ～ｾ若げで悟り ま すし

狭 い部屋で30吋の幅 にし て居り ます が、船として

は茶め位 の縞のイ ツ 1，' で十分ぢ: ゃなし 、かと考へで

居 ります。新し ｌ 、 言 ｾ ｕ 首 と してどう い ムものを＿ゐれ

に加へれ ら宜い か、何 か御意見があり ましれ C，、

どうか御認 かせま買ひ ます 。

小林一一先躍の御話のやう lこ、 スペ ース ・エフ

イシエ Y シイといム意味から 、 キ十 ピY の色んな

家具績を造附lこなさつにも 、 どうでせうか。叉先

刻 申しまし に待5 J 1J;:: 室ですが、 ド‘ レツサ ーと申しま

すか、下へ衣装・英買を入れて置くものなんか L 古い

恰好のも ので す し、 それにソア ーにしても 同縫製

の古い ものでしれが、バプリツクル ーム同様、 キ

ヤ己Y に も建築家に L 参奥さして相蛍新しい意医

の L のを取入れて頂き? こかつれと忍ひ ましれ。

和辻一一 それは攻めて申上げますが、私自身不

満の果占がゐり ます 。施工に{ すては最 L 不i治{ なE占が

めり ます が、皆さんから伺へれば伺ふだげで、私

から申上げぬこ とにしてJ j i i り まし? こ。只今御話が

出ましに昔日震は最も出来が恐い。殊にあの家具は

試運簿常i苓に全部取換へろといふオ ーダ ーを出し

れのでし ＱＺ が 、 到頭主主［ｾ骨ｦ＾ｊ ｦ が ｾｬ ， の言ふことを Ｗ 背か

す三甚だ遺憾に忠って居ります。事ｾめのお屋は墜

と周園から言つでも船の中で一番拙いので、痛い

ｽｩｊｦ の 濁星を ｾｴ 甘されにやうな恰好ですが 、 めの部屋

に腕Jする 限りはお設 の湿りフア= チユアも極めて

拙いこと を7遺憾に思って帰り ます。それから浴衣

がげで とい ム御言吉ですが、 これはイ : Y! J ーナショ

ナル と言ふか、鶴岡入がよ足りますから 、 どうもね

小林一Ｍ ｾ数 の 問題は殊に御繍入方もおのりに

なる本でせう から 、勿論久. の中の二っか三つ位の

部屋に、 試みられれらどうかと忠つれ v げですo

弄日辻一一笠では無論定員も取れ ませぬし、叉' 誌

の上に寝 かすこ とは規則が許さな L 、。どうしでも

イ ツ ドを置かなりればなり ませぬ。仮にどれかの

ベ ッドを外して盈の苅屋にし まして い 穴の中へ

入って行〈 か、下へ沈んで行〈や うな集のする も

の で ゐ りまして、 窓、 ｾう ん と下に 下さぬ と ｩ 駄 目 で

す。設 を置いて枠 が附 くし 床ご t 全部上げれば

宜いのでオが、外が凡えな し、。貨は別府航路に も

ｾｾの茶室を 二 部屋 ｊ 存 ＧＭＱ こことが 、 めり ま すげれど

も、デッ キから二寸や三寸床を上げれ所へ疑る感

じは徐り好くな いやうです。併 し，81] J { <f 航路は大阪

から［Ｘ Ｑｊ ｽ 荷へ遊びに行く人ｾ狙って縁側 ＱＱ のｭＭＮ 、 ＿二四

段牛 の 茶室を遣って貝， Ｑ 二揮で す 。 ま だｻ却Ｓｦｾり に な

らぬのでしれらば一皮試みて穀〈と宜かつにので

すが、本営の所全申上げると 、 どうも御婦人; 主に

も係 b許剣は好〈めりませぬ。タミ張りイツ ドの附

いて府る昔日屋が好いゃうでゐります。最近になっ

て止めましれが元の別府航路の童日L クラスには日

本間がめり ます。御話のやうな趣旨ですと 、浅間

丸には、すき境部屋といふのがありますのれど も

日本の［山屋ｾ見せる ｫ 言ふのなら兎も角、我々と

しではそれ }!l の犠牲を扮って浴荻がりの官民屋ぞ巡

るm主主がな L 、。カ ・う 申しれブIJ;がまいと思ひます。

それから Ｓ 等の客も今申上 ｬ グナＺやうに ｾｴＺＧ げでは

定員が取れない。それでも近海航路以下の必t::: 付

ｻま Ｎ ＡＺｾ許されて ｪ 苦り ま すが、主主洋航海では訴され

て照りませぬ。プラジル ・アルぜ y チン等外閣の

規則がありますから日本Tごり言干されでも無論駄目

です o 3等の設 。if ，としてもっと$ ' / . 、部廃がゐれば

といふ御1Jt ですが出来れば結構でなもゐれで府々

して居るとは考へて舟りませぬ。 11佐湛E刊日常で、

無 ｉ 諸に扱ｾせぬやうにしなげればね ｃ 笑鷲〉どうぜ

この絡は扱ですが。

小林一 ーあの芯物を卸す所に頑丈な椅子と卓子

力ＺｾＧＺＮいてめりましすこが 、 め、いふ月 ｽｦｾ 刺周なさづ

て仮の畏数のものでも御; 存へになっ1: C，どうでせ

うか。

和辻一一 それは出来な L、ことはめりまぜ tつが、

私をして言lましむれば、比のみ代の要求に従って

往きは御客ｾ采せて締りは荷物を積む。めのペツ

ド ｻま ｾｉ んでしまふこと に なって居りますが 、 移民

lま片近だげ3 r ! ! るのですから 、移民を南米に揚げる

と、四隅にみるコンパ ート メY トにペツ ドを入れ

てしまっで、めそ こは荷物をーばいにして、長官っ

て来る認でめり ま す ｯ それで客室の設 ｾＡｕ としてが ｉ

: mにならない、紡涯にすると荷物で，誕れてしま J 、

質に無理なんです。移民がバ遣であると いふこと

夏に図家図民がtBす金で移民を渡航きして摩る の

です し、成るべく安〈肉ムへ運んで、締りは 向」、

の荷物ｾ積んで ￞ Ｚ ｾ ようといふので 、 思ふやう な 散

仰がけｾＪ ま ぜ ｩ Ｚｾｯ それカら ト ウウヰン ・ デッ キ が

めれだりお〈なつれのは、最近出来 l: 安全? 去の奴
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則に依つれのでありますが、ル ーミー な射ではあ

の船としてば上々ではないかと思って庶ります。

それは l 等 と3 等と比べ1: t; ，池 悶さんの御話の

やうに随分差がゐると忠ばれるかも知れませぬ

カf 。

新名一一 宝置さん 、 ー ぐ 御 ｾひ致します。

玉置一 一大分皆さんが御誌になっ? 二からi ) IJ にあ

りませぬが、貿は詳し〈凡せてまt き1: いと忠つれ

のに、到る E怠縄が張つであっ1: 1) 、橋が却しであ

つれりし て 、 見 ＱＺｾ 、 所は背見られないで 、 見せて

貰 って文句を言つてはL、かぬのですがや; の髄から

天を司跡、て来 f: やうな気がします。が併し )'0広に

袋j I $ されて芦つ? 二のに は感心しまし Tこ。洗右に自

慢されるだげ‘ある主思ひま すC 最近大きな建物が

祭止されて出来なくなつにせいもあるかも知れま

せねが、建物以上の袋飾が海山 ｾｦｴｾ 、て照りましれ

から 、 それを面白〈見せて投き まし? こ。先刻袋飾

に使ム金額lま船全般の 570であるといふ御話です

が、 ｾ￧ の ＵＷＰ を Ｗ 有数に使ふ然に ｚ 草門家にダコレ ー

シヨ ｙ を依頼するのどといふ御話をｾ惑いて想、ひ ｮｾ

しれのですが工率博士の伊東忠犬さんが東京の大

皐の土木科で橋梁美術と L、ム講義を 1 Ｆ ｩ ｾ 間掛かつ

てされてゐ 1: 。尖の l 年間の講義で伊J を言 lまれれ

か れ、ふと 、結局椅の袋飾は土木屋さんがやって

はいかぬ建築屋に任せろ 、唯それだげのこ uご、

といふことを聞いにのです。それとこれがどうい

ふ関聯があ るのか分らな いが、 さう いふことをぼ

やっと想ひ 出しま し? こ。これはタラ イエ y トに望者

する註文としてかういふ言紫が勿論出て来れと忽

ひます。それれら先程建築家が何{ 玄関と L 、ふ金を

護老s1f:の j 串に無駄に死なして居るといふ御話であり

ましれが、 あれば私はどうか知らと思ひます。こ

、数年来、 :fL は好きで日本の古い守や紳祉を閑に

まかせて凡で歩いて居ります t; 、歴史的に見て今

日の日本の建築程袋飾 の少い時代はな いと思って

居ります。普の建物を見るし彫刻が深山ｆｦ ｴｾ 、て

居って、総 は J ，' んだんに宮古いでみる。例へば篠原

時代の建物は建物に装飾するだげではなくて、俳

のですが、今度見せて数いれ船の中には随分思ひ

切って袋訴を御使ひになって舟つにゃうです。建

築家がi廷で建築する i時にはめんなに海 Il J 附げて居

ないのに 、 あれば叉非常に漆ーはJ 附げであつれ。こ

れはクライエントの御注文が非常 に利い れ然では

ないかと忠ひます。何だか犯の日頃の考ヘコむとピ

ツ 夕 日合つれやうな気がしまして、 もう少し詳し

く見せて紋L 、7こら 、 もっと宜かつれだらうと L 、」、

感じをして ｈｾ て来れやうな認です。

和 辻 一一 折角御授に御 ｾｈ でドさつれの に 、 どう

も縄 ｾＵ 長つ ｃ めつ f 二りして定めし御迷惑 t:'・つれら

うと忠ひ ま すが 、 決して背さんそ敬主主して ｩｾ ｐ 見せ

しないやうにしれ枠ではなく 、勝手にあっちへi i

つれ、 こっちへ人つ1: りされるし始末が附きま

せぬので、設主阜の関係で主主しましれ ことですが、

例キ御覧に御山でになっ1: 所に張ってめつれのた'

らうと思ひます。どうかJt の霊的まf怒しカもや、私

から改めて御t' i ' : 承を{ 卸顎ひ致します。ぞれから伊

東忠犬さんの御話がH1 まし 7こが、私[ ま橋梁と E置も

飛行機の絡納庫 u 世も 、機械と維 L 、数略的に出

来て居るものは美しい t 忠って氏り ますO それは

昔の古い ilfli りをf >ftvJ 1二ものよりも主主力、 lこがI流行。

叉 J!: の新しい裂術的の{ 賀値公民貸出来 1 H、ゃうで

は乳代人ではな い。伊東さんの橋梁の袋怖は建築

家がやらなくちゃいかぬと言[ 土1 . 1 . 1: のは路端でめ

りま すが、 討のjift でやる 1必要はゐります、本官に

敗捜に鍍つれ合列的な寸分の: 涼問なくデザインさ

れれ橋梁ならば、必1"- や fE涼なものと忠ひます。

芸ｾの意味で伊東さんのｾ［Ａｦｾ家が橋認さをやらなげれ

ばならねといふのは少し賛成主主し殺ねます。伶昔

の建築と今の建築との御話ですが、昔の建築は信

仰の主主築が多く、 ｾｴ のモ］ユメ ｹ ト以外に ｈＱ ない

と忠ひます。今の建築は働かんが. ! 宅の述換でめり

そこから何物かを?1! トようといふ建築です。例へば

大阪には、市胞は 10 l， 20 l ，要らぬ。美術館も津 111

要らぬ。寧ろオフイエ ・ピノレディ y グをM! て、 、

英の中で 1士事をしようといふのが本常だらうと足、

ひます。 :大の! 士喜与をしようと足、ふ者に官余計なもの

像な E が津山置いてゐる。ところが、比の頃の主主 lま要らぬと いふ私の意見です。もう一つは死んだ

築物の差是飾は材料の装飾で、夏い材料引をつて往 場所が非常に多 L 、。要らぬ材料が津山使ひ過ぎて

4却を夏く見せまうとして居る o 村野さんみすこゃう める。例へば絞骨とコ y ク リートと 高官子で建築を

に、 ちょ い ちよい給を笛いれ h、彫刻を使って居 するの ｬ こ 、 何故めれだりｾｻｦ津山 ｾｦ すげるか 、 あれ

ムh るのがありますが、本営 にちょ L、ちょ L、な ん は何の: 憾だと言ふの 7です。鍬骨は銭骨、 フロアは

であり まして、大健建築物 には無駄な彫刻はな い コンク y - 卜で閉めて、 みとは裕子で やって、. *
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京や大阪の中央畢s使局のやうな建築にしれ方が現 のに利泣きん に指摘され 1: 認で@: 築家の添い、 j苛を

代の建築 としては主主力、に合理的であり 、 それだげ 突かれ大形ですが、合理的のことはにか] して、工

私にはあ h いふ建築のっちが美しく見え ます。 餓骨 義的な方面に付で申上げますと 、仕事z ' 始めて非

をや ｦ て置 い て 、 フロアの 間 に重い墜を ｾｾｦ ［ｪＢげ ＱＺ り 常な深刻な態度で物を遜ばうとすると 、例へば惑

する 必要は更 にないと忠ひます。若し光が入って く離れ1: 造船所で仕事をするのですから 、 自分の

困る とい ふこ とがないならば、 めの間営全部硝子 ヂザイ Y を空怨して、 それがどう いふものにな る

にしれら宜いと考へで居ります。これは素人考で か心の中で揃いて凡で、尖のJ苗いすこものを自分の

あり ますが、 さう いふ意味で、何の; 潟に建築をす 子供のやうに可愛がって細かし、所まで考へて行〈

るのか本常に理角ヰ L せ- t-，11佐昔皐校で習つにもの と、段々行詰って、どうしでも建築家t:' げでは L、

や方々で見7二昔の L のを7挺似てt J i 屋中紙を扱げで かね、 どうしでも工墾家の協力金要するといふこ

ヂザイ y して見ても 、 それでは無駄t:' らげ t:' 。さ とを非常に焔感して *1: 。これは-ilii から言ふ t

ういふ ことの然に多くの金が袋で居る。そんなこ 私が京都といふ非常に幸せな所に接近してゐる問

主は要らぬことぢゃないかと言ふのです。ょく言 係もあるだ らうと思ふが、今度税工築家の協力を

ふのですが、君主、共のピルデイシグにしでも前の方 有難く感じれことはな L 、。殊に鋳物の l球とか漆と

に鑓 なもの が附い て腐りますね。 かは、私も口では鋳物屋さんに目立しく言って厚? に

村里子一一 これはどうも弱つれね。めれば私がや りれどいなかなか思ムやうに行かない。ところ

っ1:のだから。 が工重芸家を7遁じて仕事をして行くと演がスツとし

玉置一一時代が遠ひますね。 1:
0

これで思ふ湿りのものが出来るといふことを

和主主一一時代が過ぎ Tこから言へるのだが、みそ 今度こ そ痛感し7二。それは自分のデザイ : Y{ t >非常

こから今日我キ自動車に乗 らう主して い 雨 の 中 に可愛い〈考へて、 それが兵の儀育つことを望む

を走って雨 に濡れながら自動車に乗らなげればな 心から、それを押し進めて行〈し結局どうして

も向。それならあれに雨に濡れな いやうなものを も自分Tごげではいかぬ。各方面の工築家の協力を

附げて下さつ1: 方が議虫に :有 数t:' つれと忠ひま 件なげればH1来ないといムことを今度程痛感しれ

す。ゐれは村野さんがやられれのとは知らなかっ ことはなL、o ｾｴ の射で今度各方面の工喪家が協力

1: 、渡透さんがやられ1: のだと思ってゐ 1: 。 されれことに付て' s { に有aitH 感 じ れ の で あ り ま

豆量一一村野さんの御設計になっ7こ部屋ですか す。定めて皆さんも御考へt:' らうと恩ひますげれ

京都の禽家が容 いれとい ふ轡のあつれのは、あれ ども、今後とも此の方面の人を能付舌して戴くこ

は佳いで すね。 とカ ｴ 必要だと思ひます。工季語家は長い ｴ ｲＮ ｬｾ 佐室内の

弄日辻一 ｟ ｾｕｾ ーの対は私からももう少し強制して殻 iff 錨: 的のものばかり造るやうに! WII らされて、数百ー

きます。めれば勿論村野さんが指導されれのです 年来本来の目的から迭さ' かつて来1: のであります

が、京都の宮崎が非常' に協力されれのです。 ili 船 から、今ー足飛ぴに注築に入ることは可なりむつ

所が張込んで〈れ1: のではな〈で宮崎さんが張込 かしいやうな工合になって府りますが、それをァ指

んでくれれのです。貨は夜、もみれ程のものは考へ き喜一ー と言つては語弊がありますりれども、能く

て居なかっ? このですが、宮崎さんの御主人がさう 自分の考を言へば 、 性質上敏感な教主主力 ｾ｡ｾ 来で舟

いふ船なら- J l J J Hえがうといふことで、皆を平安市中 りますから 、割合に早〈呑込んで東へるので、さ

宮に連れて行って、紳様を奔んで身胞を清めてか う初から完全には行かないにしてい閉会窓ねて

も仕事z ' 始め 7こt いふ位で、 さ れ、ム意気で君主力 行く中には、立添な工義克之が建築に協力して居る

しで下さつ? 二ことを非常に感謝して居ります。こ といふ外閣のやうな状態が遠からす，日本にも必す，

れは待に此の際申上げて置きます。 来るのではないか主最近非常に痛感して居りま

ま置一一天井に iiiH、てゐつれのは誌ですか。 す。侍に比の際建築協合などカ J率先して是等の工

和辻ーーあれも さうです。 懇2誌が其の本来の目的に立蹄るやうに御指導或は

.村野一一私 もさう感じてゐ? このですが、和辻さ 御協力下さつれ仏大総宜いのではなし 、かと忠ひ

んが先 に言ってしまはれれので、全部オ ークーで ます。今皮なの誠に蜘しい仕拳に協力下さつ? こ工

すか建築家が知って居るかどうかと思って居つれ 義家の害事情i ' U、ふものは、 自分が分携しれものに
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遣すする なの警告清よりも更に歎等勝れれ洗練されれ ば材料の刻係からでも 、待.ll IJ のもの以外はプレ ー

熱心きであつれのをまさ' まさ' 見まして、将来は必 y な形をしれ部屋が準々多くなるだもうと忠ひ ま

すユ支いも のが出来る t: らうと滞感しましれ。松共 すが、 JL の室内をどう上手に飾るか v 問題でみる

』ま一面工霊妻家言哲氏の努力に感謝し ますと同時に 、 と忠、ひ ます。従来のやうに材料で形が出で来れば

今後とも 何等かの方法で建築家と工事事家 との完全 宜いですりれ ども・・

な 協 力 れ 、ふ ことが賀視されるならば、建築その

ものも本質的に夏〈なるのではないかと考へてゐ

るのでめり ます。此の機舎に; I t の ことを一言申上

げて置き ます。

玉置一一今村野さんが言! まれ1: やうなことを? な

も日頃から感じて居り まし1: が、従来の工築家は

非常 に小さいものを務へで200図も 300因すると、

結家や工婆家に郷ム金が建築費の大部分になって

問題にならぬと い ふことで 、 皆が能う寄 ｾｪｾ かな

い。だから 、 これは量生り著名の人に積 ますz に、無

名で優秀な入に積むと力、何とかもう少し安〈出

来る方法はないものでせうか。

村野一一貧富実は廉くやって呉れる人がめりま

す。我々の考では大家には御Z買をしない方が:宜

ぃ。大家は自分の言ふことを肯かないのでなかな

か調子が出ない。大家でな〈埋もれれ人が津山め

る。さういム人の方が捻キの要求a " 非常に熱心に

中西ーー さ れ 、対から言ふと 、 「めるぜんちな

丸j は結構ですが、 ヴアラエイテイが少いのでは

ないでせうか。

和辻一一 それは一つ一つ別々に御J J l : をしに附係

もありますが、 スタイんが閉じですからイ也の釣合

上此の郊屋はかういふ色にしれら定い、比の郎監

はかうしれら宣いといふこ t はなかなか申上げに

くいのです。これは昔のやうにス F イんを幾へれ

ば 、 笠いですげれども 、 同じっぢにおｾひすると 矢

政り何慮かに鮮がありましてね。

村 ｾＭＭ Ｎ刻辻さんの ￭ｾｐ 活はお聞きの遁建築家銑

足ですが、僕 l主「ゐるせ' んちな九J はあれでまた.

統ーが取れて居る方? ごと忠ふ。イ也の合祉であれま

で出来るかどうか疑問ですね。大鐙これは舞蜜と

同じで、鉾査では演出家がどうしでも居なりれば

な乙ぬ、我キ lままあ役者だが、役者自? 纏める演出

家が居ないとぱらぱらになると忠ム。

深刻に考へで下さる砕です。 伊藤一一 ノルマンダイと「ゐるぜんちな丸 」を

玉置一一一 それは健かに今御諮のやうに建築家が 比減すると 、 「めるぜんちな丸j が支ぃゃうです

きう いふ入を拾ひ出さなげればなりませぬね。 ね。

これは相営皆が考へる必要のある問題ですな。私 利辻一一一ノルマンデイは支いと忠ひます 、見に

は熱々考へますが桃山蒋代のめの立i 1 N な彫刻は恐 'fi i めれ! 立デザイン料? ごりでも大しれものですよ。

らくあの; 苓代の大尉都つれのではな L、と足、ひ ま 村 ｾｹＭ Ｍ rゐるぜんちな丸J もう少しデヂイ: - - * ヰ

す。 を出しれら 、 もっと瓦〈なる。( 笑鷲〉

村野一一 それはさうでせうね、t l l : 築家だりでは 和辻ー ー ダ ザ イ シ カ 滑 溢 ふ の で す が、 7 レン

高度の主主築は出来るものでないと いふこ主を刊誌1感 テ ・モダーンの基金釣は、 7 ランス人の手になると

致し ます ね。 大政似1: 感じのものが出来るやうですが、金殺を

玉置 一一利辻さんは松の話を誤解してJ能力、れれ 遜じて非常に瓦いやうに足、ひます。イギリ λ の加

やう に思ふ のですが、王Lが橋廷の終;i(ff は建築家に なんか! . : t J : t 絞にならぬですね。併しイギリスも最

全部を任せと言つ ＱＺ やうに聴かれｾＮゃうでゐり ま 近に出来る船はモダ ーンになりましれよ。

すが、 さういム意 味で な い 各 部 分 各 々 専門家に 池田一一 イギリスのは大きいだりですかc

任す方がL、ーと云ふ怠吠でゐります。 和辻一一先つ' 大き〈ても新らし! 家が少い保守的

和辻一一程が今迄感じれ所で l:t ，建築a " 専門に なものがま7ぃゃうです、 それから忍の方では粉々

されてスタ ー卜 されれ方に{ 卸顎をすると非常に形 小さいのを合せて今 4! 在溢って居り ますげれども

を糸にされる。図書主家から出られに室内袋姉家に 室内袋抑は全部後つれものをすることにして居"

ｩｾ ｐ Ｚ＿ 買を す ると 、 笈に模様が好きで 、 模様で以てデ ます。無論村塁手さんにも長谷部さんにも仰ma"し

コレ ーシヨンを解決しようと い ふ 傾 向 が め り ま で居りますし、大林さんにもおi f . ( ひして舟ります

す。普い怒L、lま申上げませぬカヘ それを? 巧〈コ y が、今度は縄' t ;:長 C ぬ月fでゆっく 1) 御交を苅ひま

バ イy され 、ぱ宜い と忠ひ ます。室内塁走s $ も今後 す ( 尖倖〉
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村野一一 建築家は別ですから 、今 度は日をｾ .8IJ に ともめ b ます。大程が一つは金の関係があ h ま し

して裁く と宜いですね。 て 、 窓ｾ思ひ切って大きく関げると金が船る。ぞ

寿日辻一一宮Eはさうする積りだっ1: のですが、 日 れか ら悠の隅からクラックが来ることが多 いので

がなくなっすこ L のですか ら。 す。それで窓のコ ーナ A が丸いっちが宜いが、 それ

新名一一 それでは清水さんに御頼ひし ます o で L 慾や v アのエ Y トラン λ に早〈クラックが氷

清水ーー私は矢張り先程来の皆さんと同じ立場 ることがめります。陸上と迷って非常にー£みが来

で、殆ど素謡り問機れかういふことがゐると忍 ますから。兎に角 5JO尺の婦で 3- 4 in鈴みます。

へば、も う少し細か〈斧凡して置くのでし7こが、 甚ーしい将には 6in b挑ん t: '例がありますυ 餓 l討邑

十分奔見もしなかっれやうな次第です o 今迄大分 い ものですかも 、 それに Ii}-， Y デイ y グすると、

御話を嬢 きまして檎h 輪廓が分って来すこゃ うです 其の λ トレエ が何ｾかへ現れて 、 ｩｬｩ みがＪる認で

が、和辻 さんが御出でになりますか色 、序で に馬 Ｚ必 す， ｾｾい ｐ ｨＧ へ ｬｈ てＪますので 、 さう い ふ勃からメｬＺ

鹿 ｾｴＺ Ｇ￐Ａ聞かも知れ ま せぬが 、 一寸御向ひ致し ま 慾の犬き いの は厭がります。

すo 船室、殊 に公室の怒の附りブ3ですが、 あれに 窓、は骨量忍了寧に気を ｾｾｎ げて ＱＱＭ｟ めて訟きまぜぬと

は通告には船の待.8IJ の11m;浪がめるので すか、如何で 給がロ ー リングします i苓にめれがよ〈測れるので

すか。 すo ｾ接、通の生易し い止 め方では駄目です。ぞれか

和辻一一あれば位置に依って迷ひますが、無論 ら Ｗｾ 止めが図ると ｌ 、 ふ意味で兎角宮、が小きくなり

めの過の位置では何等規則はあり ませぬ。併しめ 勝ちです。めれで松とし ま しでは ｈｾ 来るだげ大き

の公室の周図を成して居る壁減、コンストラクシ 〈し? 二積りで居り ます 。

ヨ ｙ 上 戒程度 の λ トレン グスをｾ ｾ 必要として居一る昔日 清水一一 ぞれと関聯がめる J0ですが、近頃の船

分が湾山めり ます 。窓と祭、との悶に入れてゐる防 は絵程それがな〈なりまし t: が、船室へ降りて行

鋭材、 ゐの真中にある取ることの出来な い柱あの くとー穏の臭ひがしまして、それが始酵の原因 lこ

中には鍛骨が入って居る鰐ですが、それと同じゃ なって居るやうに考へよれます。あれば般に附き

うに壁の一部も ;位の代りを] &，して居 b ますから 、 物のやうになって府りますが、兵ひのしない方法

めの穣皮の大きさより関げられないの です。線、で はないものでせうかp

船の割合に機械が大きく 、殊にデイ ーぜルといふ 和辻一一或る' f i l l ¥t ! { は仕方ゐりませぬが、 さ科尖

恥係で非常な震動も免れなL、。それで震動に主主し くはないやうに思って尼ります。

ては可なり の注意を掛って居る積りで すから茶の 清水一一最近の締は冷房ー装置があるやうです

錫に窓、の大きさは λ モ ーキングルームの fi 忠ひ七万 ね。

って関げで見7こ縛でゐり ます が、従来はあれまで

は行ってゐないので今度初めて床まで防l げてしま

っすこのであります 。

清水一一 それは逮築でも 同じこと ですが、 窓の

下療が高いやうに忠ひ ますが。

和辻一一全穏に船は高いで すが、 それは λ ライ

ダイ y グで下へ下す窓が多 いからでありますが、

めれで H 切 らな い窓、がゐり ます 。水止めか ら申

しますと、 外へ開げられない治、はどうしても F き

なりればならね。丸窓は内聞きで行き ます りれど

も、 めれ程上の頑丈なものに なり ますと、 大 きな

ものは邪魔になって、 それも出来 ませぬ。 それで

外へ防j. 、で差支 ない月/j - は窓の大きさに依って一部

を外へ開き。それが出来な い所 は成るべくスライ

デイ y グ ・ダウ ンに してj吾り ますが、 一昔日開げに

りすると、却で耳T 5宛になって困る主云ふや うなこ

耳目辻ーーなの所の治は冷房をやって応りませぬ

が、 フレツシユ ・エヤ ーを吹込んで居ります e 府、

は鉛は冷房をする必要がないといふ主主凡です。シ

イア 9 ーとかデノJ ート のやうに怪〈短日間の中 iこ

多数の入が集る所で而も空気の恐い所では ｾ Ａｉｾの必

要もありませうが、母音のやうに非常に 7 レヴシ品

な支い空気の中 ｾ ＷＱ るものを悠々汚い Ｚ 主主主を ｲｬｬ へ

入り込 ませる やうなことは極めて訪らぬこと、忠

ひます。併し百三が一つもな い部屋には冷房は要る

か L 知れませぬし、叉郵】官舎祉は今度冷房をする

さうで すがな f Haの冷房・[ ま非常に詰らぬことでな

いかと忠ひます。ブt b  i却客さんの許タ! J tま釘 . ' t 、も

知れ ませ ぬが、趣旨が遜もぬと忠ひ ます。寧ろ 7

レツ シユな空気を?1. 'II 屋の中 へ入れる方が宜 い と忠

ひますか ら、 めの船は 7 レツシユ ・ェア ーを迭り

込むやうにして居ります。 I'J 論使所のやうに臭泉
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のする所からはどん E ん抜いて居ります。パシカ れを丸〈して丸ましれが、ゐれは初めてやつれも

一 ・ル ープルといふのがありますが、 ゐれから 7 ので多〈の船にはないのでゐります。アメリカの

レツシユ ・エヤ ーをどんどん洗ぎ込む。 シツピング ・ポ ート のデザイ y に一つめ、いふも

そはホッ ト・ エヤ ーを' 入れる開です。 のがめりますげれども 、松の方が先に試みれこと

中西一一窓の話ですが、 カーテ y を下すだげで になります。 めの煙突は煙突に相逮ありませぬが

燈火管制は出来 ませうか。特別の袋置でもありま 短の出る所は恒〈少しで、めとは消音器とか即ち

ーすか。 サイレンサ ーとか排気管の大きなバイ 7 ・が何本も

耳目辻一一部屋には鎧戸がありますりれども 、光 入って中は臓物でーばいです。

の ｈｾ る所は灯を消してしまひます。一部分の部屋 清水一ー さうすると 、ー績の船の形に調和する

は戸の問って居る間は結いて防げると消えると い ことを考へ もれれ符r ですな。

ふ仕i卦になって居り ます。 勿論防空司令官ii の要求 和辻一一 それは形から来て賠りますが、ゐの鉛

規則がありますかっ，それを憶してやって居りま に最も好い恰好にして而も物が- L H、入って居 h

す。 ます。

中西一一先稜，8lj !好航路の御話が出 ましれが自 分 清水一一煙突ではなし、得ですな。

の経験では船室に経て居ると籾デッキを2 } i かれま 和辻一一小さし、短炎が中に入って居る認ですな

してその音の然に直ぐ限を限まされましれがあれ 7 ランスのM. M. の船なんかは煙突のヒに部屋が

を何とかして支へば非常にコンアオ F プノレだと思 めり 、外力ら見ると煙炎ですりれども 、資際は黒

ひます。籾あれで限が限まされて、 それから眠れ 〈塗つτ あるだりで、部屋になって居りまして 、

ない。 我キの方では飾煙突と言ーって居りますが船の形を7

小林一一 それからデッキがあると 、 日本人lまよ 佳( する角に一本のものを二本、三本にすること

〈船室の中含覗きますね。 もめります。

耳目辻一一 それは御容さんが慈し、です。 清水一一 先の和辻さんの仰しゃっ? こ伊東 3 んの

清水一一‘ 煙突の扱ひ方に付て色々設を問〈ので 話ですが、少し取り伐に依って誤解を受げるので

すが最近の煙突の抜ひ方はどう云ふことになって 軍事明して置きすこいと思ひますが、建築屋が橋をや

帰りますか、めれば何か決まりがゐるのですか。 れと いふのは土木犀さんが橋公やると 、却って技

寿日辻ー一一以前i は自然逼風で紘を焚いれものです 巧に囚はれで而も 生の能拾て〉置く所がある 。建

から 、陸王の煙突主同じく成るべく脊の高い方が 築屋さんはＺｽｾの捨て Ｗ こ所をやる こ とが ｈｈ ｉ とる。さ

石炭が能く燃える t いふことでめりましれが、 も ういふ意味に取って貰ひ f こし、のです。例へば浅間

う ＳＰｾ 三位前からと思ひますが 、 Ｕ Ｑｩｬｾ遁風でやるや 丸でも外は可なり λ マート で、立証E な近代的のも

うになりましてから 、煙突の高さは健を焚く上に のになって舟りますが、 均へ入るとさうではな

於て或る程度迄低〈出来ることになりましれが、 L、。伊東さんが一年間講義して橋梁 lま建築家に任

併し石炭を焚きますと 、煤が胞の方へ流れて、ぺ ぜろと吉1 まれれのは、閃はれれ投巧を捨てろと い

イントを汚しt: ｬｊ 、 白 い ｭｬｾ 着て居る主直ぐ築く ふ意 ｉ ｉｾ 、ではな ｌ 、 か ｴ 思ひます。

なるといふやうなことで、炭を焚〈 λ ティ ーマー 新名一一 それでは一番最後 になって甚1:' 沼紛で

では或程度高さがないと囚りまし f こ。ところが、 すが、河合さん に御願ひ致します。

ヂイ ーぜル . m. '- トが出来ましてからは排気ガス 河合一一貨は忍船には係り経験がないのでして

が出る ＱＺＧ げであとは剥機関ドンキ ー・ ポイラ ー をｾ 20何 :p:もlIIJ に出来 t: 古船で而も 3. 4 日の航海し t:

消で焚くだげですから 、短がうんと少くなりまし いりで、新しい船に付て云々する資格もあり ませ

7こので、煙突は低〈出来る躍です。 ;従ってダイ ー ぬし分らぬなりに御尋ねしよう k 思つ7二鮎もめり

ぜル・ポ ート の最近の傾向は、煙突を低〈して刻1 ましれが、先程来の御話で設されて、大分列って

何にも動力、すカの大きさを現すやうになって来ま 参 b、こ れ以 k啓量量的な御詩を頗ム場合で もない

しれ。一つはスピ ードが 早 < ｾょっ Ｗ こ稗ですが 、 さ と帯じます o p住めれた''rJ の ものが出来れ とい ふこ

うでなげれば、昔の古 い食弱な船に見えるやうに /:1立、矢張り和主主| 事士の非常に込、殺しに大きな越

なって来まし7こ。それで 「め るぜんちな丸」はこ 想の下 に東西の械成める建築家が腕を採はれれの
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で、み、 L 、 ｊ 、混然とし Ｗ 二 Ｑ ，のが ｈｾ 来れと思ムので

ありますが、以下少し揚足取のやうになって忍い

と思ひますが、述べきして裁 きます o

これは船に色々の保件がめるといふこと を出!Eれ

てのことですが、 陸上の建築、殊 に多少有隊l じみ

れ住宅を扱って居る松共の立壌から申しますし

何 か少し間の抜げすこナンセジ λ といふやうなこと

に、 所言問味と いふものが現れる場合も あり得るの

ぢゃないか。倒へば日本人の寛ぎといふ動か ら言

ふで小林さんからみ〉いふ御要求が出火のではな

いかと思ひますが、色 h 承って舟りますと 、 エア

イシエンシイ本位のマセマティックな措告ではスペ

ース 或はホルムの上での無駄な空聞は許されない

ものだといふことはノ、ッキリ 分りましれから 、何

も申上げることはめりませぬが、先程衆ヂザイ 3え

の問題に付て色々 御誌がめりまして、 それに到し

て甚だ失躍な批評に蛍るか L 知れませぬが、少し

調子が強過ぎて居る主いム感じが不届;浮びましれ

が、間違って居りましれも御 i許しを願ひます。例

それはどう いふイ土織になって居るものですか。

和辻一一後の御零から先に御幸Fへ致します。ゲ

エシティレ ー シヨンは ＱＷ ｾ ぎの Ｑ ナ ーモ・ タ ｙ クを ＿ｦ 道

ひ、上の王子ツキに津山置いてめるオ ード‘ ラシェ ・

7 アンと L、ムモ - !J. - .  7 アジか ら空是正計主ぎ込

んで居り ます。各部屋に小さな孔が聞い て居りま

すね。めれから吹 き出して居る 鍔で すが、これを

自由にアジャス 卜す ることにイ衣って、 V ヤツトに

もフル ・オ - 7・Y にも出来ま す。回数は一時間に

十同位やることになって居りますカヘ ぞれだげフ

レツシユ ・エヤ ーを主主ることになって居ります。

貨は多少 トラシスダク トの 7 リクシヨ Y が出来て

も、 ぞれ位は行げるデザインになっで居ります。

さうしませぬと墜 が掛かってサー フェ ース が汚れ

ましで、 アリクシヨンカ ;ij買えるものでありますか

ι 、今 迄の宮 ｅ 憾の結果では Ｕ ＰＭＶＰ ｾ もエアイシエ

ンシイが法ちるものですから、 共の積 りでモ - I j l

ーやファンの大きさを決めで居ります。 御覧の湿

り、上から下までーっと いム擦には行きませねか

ら、 オード テ= スフア y の君主を硝やして トラシク

の距雌長さを滅 C す方針でやっで尽ーります o 冬は

へば小さな例を取りますし社交室でごさ R います エチ ームを遁してサ ーモ・タンクの空気ぞ温めて

が、照明器具或は壁面の装飾などに、簡つれら手 主主るこ t にして居ります。

の切れきうな新しい紙幣のやうな感健のある角の それから全想的 に各家の袋飾が倣 h行届き過ぎ

立つれ袋飾脅盛に使はれて舟ります。叉めの部屋 で居はしないかといムヨn拾に紡麗な御言禦で、明

の 7 ア= チユアの色取にしましでもピンクとプラ も僚に申上げると少し執効くな L 、かといふ御意見

ツク左いふ華社照の5良L、重喜美なものがめりますが、 でな いかと 思ひま すが、御意見のや うな畏占も昔E屋

ゐ〉いふ鮎は、先程来ちょいちょい御訴がありま に依ってゐるのではないかといふ風に私も考へで

しれやうに、長い航海に於で梁客が少し調子がき 舟ります o これ は長〈乗られる客がどうし 、ム風に

つ過ぎるやうに感やるこ主はないか、或は叉キャ 感じられるか多少は懸念も致しで居り ます。 例へ

ピンなんかでもりノ F イルに非( 常に締散な模様が ば今一例を御着陸げになりましれ子供の昔日屋なんか

あつれやうですが、め、いふ駄も果して長い間の にしても従 来の外国の小供 の部屋 ｾ挺似しれゃう

航海に鍛設の意味になるものであらうか。叉見笈 な射があるこ主はあります。寧ろ我 h から見ると

室にしましでも非常に行届い7こものでゐりまして 執効う過ぎる主感十る次第です。槻して建築家に

壁面に子供の喜びさうな面白い動物の給などが笠 御ｾｾしないで造船所に任しれ所は夏くめりませ

いでありましれが、あれ もも甚だ失殺な言ひ様で ねo きう言ふと 、造船所は怒るかも知れ ませぬが

すげれども、大入の頭から見仁子供室と いふ感じ これは初めかも承知して居るのです。

が現れ過ぎて居は! ないか、害事い所に依り手が届

池田一一浴室は日本人が入るやう になって居る

き過ぎて居はしないかといふやうな感じカ妥文しま のですか。

しれが、 きう いふこいまどう いふ{ 卸考でせうか、 和辻一一 1 : 等は全部西洋人 向きで、 3 等は普i i l i .

御意見を{ 却段、かせ願ひ7こう存じます o それからも の風呂場です o t:. か ι 日本の客は 3 等の風呂へ入

う一つは、船室のヴエンテイレ ーシヨンの問題で るk 言はれるかも j知れ ませぬ。これは 西洋人の発

めりますがλ ペ ース の利用は至れり怠せりで、伎 にして居ると いふ誇ーではめりませぬが、主主も経質

宅建築などをやる者に取っては頭の下る程度まで の ｾｉ 係でさう云ふやうにして居ります。

儀皮に能率化されて居るやうでめります。あれTご 新名一一色 h 有金な御誌を承りまして有縫うご

りの所にキ自営な換気機能を雪量揮しますのに付ては さＮｾ、まし ｴＺ 。時間も大分遅いことでごｾＮいますか

キ自営強力な機械が、なげればならぬ と思ひます が らこれで終ること に致します。
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「時 局 ご 建 築」放 砂〈

1推測を突破しなりればならない。その潟には、か

つての自由主義華やかなりし建築界を夢想するこ

とな し 叉 如 何 な る方 向にも 取捻、還揮するこ t な

〈飛び込んで、現在のさ? 次々少しでも 打 前m，9loヰ

るっち法 七 自健とを持って 、苔 h の主主主る道と 、tE

む可き方 向とを確立し、確同不動のものに らしめ

なげ ればならな い。その概念から 出委しれ筆者ーを

して掴みど ころのない大 きな問題にもか 、わらや

之ｾ 租上に 論主ｪｪ［ｾ試みさせれ所以でめって 、 之ｻ土

凝っと して ゐる事の嫌ひな筆者のあ校持代からの

縫らざる持論であり 、信念からでめる 。主主て筆者

中 野 肯 繭 出

の拳生時代、心、める喜界友に日子ぴ掛げ 1: [ f 技術の女イ七

I 緒 言 的使命は文化の: 長尖端に立つ建築事業への深奥な

昭和十凶年度の新吻動計震を中心として、策協 る知識と挺鍛なる技術の探求にめる o Ｑ ごがｾなる

せられつ』める高度の物資統制に依って、今後の 技術のみの修業に依って、主義窓を出土多くの技術

窓築界と建築行政界がどう袋化するか叉その目標 者主主力; 果して批合の文化蓄を展の滋導者としての地

主? 何慮に定めて比の非常議局を采越えて行くべき 位を奥へもれてゐるや否や、彼等の奥へられてゐ

かをテ ーT として、 過去の足跡と現在の祉令状勢 る現在の地位は、文化的事業に貢献し、文化努Eち

とから推察して、深〈之を認識し包つ視察して見 守指導する 身でありながら社合から冷視され、そ

る惑は、吾キの; 等局認識上級 〈可からさ' る要素で して悲惨な境、u ; に置かれてゐる。之に到し何等の

めり 、時代から取り主主きれない角の最適な問題 fこ 反駁も何等の誌究をも識せ' 子、現変に甘んじてゐ

るは申 す迄もない。而し建築行政の聖書問7こる建築 る三経 営、坐脱する に忍ぴな い。吾等技術家は. - ，: : ン

9干の現状が虫日何とも手の出し得ない不援の! 状態に をｾｾ以て立れねばならなし、。そのｾＺＭＧのカに依っ て

置かれてゐる際に於て、 建築界に於げ る稲荷 なる これ迄の技術涼の多 くが忘却してゐる文化的使命

1障害を排除し、建築行政の途行に 支障なからしめ の淡本原則自ナ考問。し、社w人への認識は云ム迄 も

さ' る容を企図する事は、痴人の夢に等しい惑を? なく 、技術の 向上と 技術家の枇合的地位の il Ji 伶 ¥

大に してろ 5ろ4の台はな い論注を繰返し叫んで 向って勇往活迭し、 よ りよき 目標; こ向って、社併

見. 1こ蕗で、今夏どうにもならない事でめる。 寧ろ に Ｎ 技術ｬｊｩＭ，こ自己の ＺＺ ＱＺＺ張を ・ 披Ｚ広し 、 茨徴 しなｾＭｊ ｾＱ＠

比の際吾 ｨ は潔〈図カの飛躍均大 ｾｾと東Ｑｉｆ Ｎ の新 ぱ、吾々の地位の向ヒと技術の向上は到底潟し塗

秩序建 設の尽に、生 活 ヒの不 便ｾ 甘受し、 目的食 げ傍られなし 、J といふ係りに E事純且つ抽象的な宮

徹の尽 に協力しなげればならない性質の L のでめ ま定ではめ るが、想ひ出すま、に惑さ綴る乙とに依

る。而し乍ら翠載の目的貫徹の尽に樹立されれ闘 って首 -14 されるでめらう o Jl:. i:it量土台の第一線: こ立

筑の前 に、建築事 業に従事するあらゆる積立買の入 ち茨の迭を主11 りつ、 も比の信念はまEて縫い氷雪品

々は、思に盲従し、萎縮しではな ι ない。此の手t なカ: ら、めらゆる縫合を捕え .[ 主張し、賀行して

常時建築界の苦況打拐の烏に、堅忍不抜の別室長を 旅「二のである 。

主主げ、 それが針策を樹立し、 主主築界 と建築行政界 筆者の論旨は或はー; 民; してゐな いかも実11れない

の指衆の 霊堂展の見に、 少しでも多く寄奥し、比の 而し筆者のru¥. ぴ と賀行は不純な: 効機からで 1. なげ
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れ ｲｦｾ 名的なものではとたしてな ｌ 、。 錠に依るものばカー寸 で め っ て、 }cilRに於て或 る待

之? : ' 不純とし資名的でめるとJ : i品'(sJ し1認笑する 者 証去の用主主に供す可き建築物の範圏内に EEL られてゐ

みるとしても 、筆者の信念は少しも後らないでゐ る傾向を示して居る 、従って逮築界も大資本の形

らう。兎 に角建築行政の一小官iirうを振嘗てられ、 式＿ＺＧｾ宣へ ｦＺ 幾つかのグル ー プと大資本ｾパック に

・全力を 集 中して ｭｩｲｵ［ｾ カ＿ＺＧ液げてゐる 筆 者が 浅皐 しれ幾組かのグ ルー プのみが、背震ひ きれ ない秤.

乍 ら建築界 と建 築 行 政 界に呼ぴ掛仇 彼等の持つ の設計 と工事を持? 二され、多佑な生活を繰、返して

き見賓とれ来タコ不安? : ' ー認し t: o、一念に燃えて比の 居1 ) ， EI つ宰需来糸の思惑を多量に 3とり、 吾が1J ! :

小文? : ' 鍾め上げれもので、他主主なきものなるを御 の春を諮献し、鼻息の疏い のが目に付き出して来

了承下されば、筆者の光祭之に過ぎるものはな L 、。 てゐるのでゐるが、建築界全殺に付て考察するな

物動計量H 建 築 界、物動計1 1 i : と建築行政 とに 分類 れ ば、E 直な庭その完全んどが、やっと主主 きなが ら

して下記の如く論主主する事; こ多少の疑念を持つの へてゐるもので、大樹で いふ枯渇の状態のものば

であるが、女の構成上よ り、よ ぎなく隠} . l IJ して記 かりであ る。建築界はl t T r の如〈不健全な版行自力珍

載 し 1:。 その靭係上多少重複し 1: tE， もみ りR つ了 現象z " 呈して曲 りなりにも 生きながらへでゐる の
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でめる。

正.! 1" 築界が物lary言十主主如何なる僻l係によって 、 今

H 迄生きながらへて来7こかと云ふと 、第 一 段 階 (

昭和 13年 6 月の池田吻動音1・査の出現迄の時期〉に

於ては建築界[ ま多少の不自由を感じっ、も 、手 持

のス トックにイたって、充分な館、裕 r 示して賄はじ
日支率緩下に於げ る日本の戦碍i笠演の基礎と、

その動きは Ｒ 年に穆る ｚ 混戦を＿ｾ並じて 、 全＼ jtしの ltIJ れれ o ｾｾ＠ 2段階( 昭和 13年 6 月n品問物動計量E1l'j i!i

動計主に依って確立され、あらゆる部門に此の級 以後 12月迄の期間〕及び貫主' ) ｾ［Ｇｉ ｾ 皆Ｈ昭和 ＱＴ 年 Ｑ )) 

湧 統制が質海せられて今日に至ってゐる o 殊 iこ吾 - 3 月迄の待機〉に於ては、浅されれ Jストツウ と

が建築界主最 L符援な陶係をすI し、 且つ今街甚大 新しき生涯のｾ圏内に於て辛うじて消化され来 つ

なる打毒' l ? : ' 奥へてゐる経理年統制法令の主要なるも Ｗ ・ Ｕ 唱で 、 餓鋼の不足 ｬ まＡＱｅ延鍛 ｾ￨ 見倣されきＧ る Ｕ Ｎ

のは、輸出入 臨時措置法 に 基くｩｩＮｾ鋼工作物築造ｊｦ ｬｬ 4m m以下の銀総を使用して戎る程度の補給自? なし

締規則と臨時資金利整法とである。之等は直接間 2732た千七されて310: のでめるが、最近は釘及鍛i線の

接 に建築界! こ甚大な影響を奥へてゐるもので、御 ストックの皆無と配給統制に依る入手ｾＺ革推に依 ｊ 】

承知の如く、事室経勃苦言と共に戦時資料への物資補 て、行詰りの状態? : ' 示して来 て居り 、設 筋 コン ク

給を目的として、立案賀施せられれ臨時法令でゐ リート 造及無筋コンク リート 迭の偲枠を締める ほ

る。而し その後 に 於で餓銅ｾ｛｜給統制規則 、 海銀校 総さへ容易に入手出 来 十、 工事に支障ミ 来す 宅ii 状

使 用許可規則、米松駅資取締規則、セメント製造 に立い 1: Ｙ 、 ｾ ｩｾ 線の補 給 に 依る謀者主牝は忠ひも依

統制 、 釘 及び餓線の1 ! i [ ¥給統制規則及び主主築祝の制 らなくなり 、今後の遥築界の多事多端なるを? 怖感

定等の言者法令の淫綴的な霊堂令を九、芸品量をと共に不 せしめてゐるのでみる。

ｾ［用主会主見散されれ不幸な建築界は、之等法令の 而 ι ば、昭和 14年 4 月以降より1 l l 施せられれ舟「

舗 ｌ 唱症を浴ぴ 、 攻ｾ目標となって殆んど 前進不可能 筒新物動官十震は 4 局以前の物動計設 とどう 家主つて

な状態を呈して主主絡し、 行政官隙に提出される出 ゐ る か と 云 ふ し そ れ は 、昭和 14年度のE品川軍事政

願嘗類の大部分も軍需闘係の もの や生産カ抜充言| 珠算・の決定＿ＺＧｾ寄って 、 企蛮Ａ院に於て立案樹立せら
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れれもので、軍需と生産力獄充言十重に霊駄を置き m 物資動員計重と建築行政

過去の所苦闘池岡物動計笠宮 ｅ 施の矛盾 ｾ克服し 、 突 市街地建築物法のみを以て、唯一の武器として

破する ことを目標に根幹が機成され、 而もそれが 長年取締を励行して?! H: 建築行政機関に臼支司王強

純経理野的に立案しれ待桑性を持ってゐるもので、 の勃音量と共に、餓鋼工作物築港許可規則と潟織倣

日; 本の戦時経理専の劃期的な宮十笠 t も云ム可き重大 使用許可規則の臨時法令が jJ 日はり 、夏に昭和 14年

な内容を持ち 、且つ意義める計変である。そして共 皮に於ては市街地建築物法の改正に基く法 12保よ

通点自恥; 支那事鑓の目的を達成し、来革新秩序 り後令されれ防空建築規則が副日せられ、責任の

建設を行ムと共に、図際新情勢にお施し閥、運の藤 重大なるを憶え、吾々をして金々緊張せしめてゐ

展を計ることを主眼としすこ越大Tよ計査で、 その内 るも C でみる o之が法令に依る取締lま、念速な資抱

容に於ては一般民需を昨年度より以上の強度の物 ｾ必要とする丈に 、 復雑多岐ｾ短め 、 それが量産行

資統制( 配給、消 費、償絡〉をなし節減を?1J 日へて の不足と相 ｦ 突って、ｾ築行政ーヒの運用に多大の困

抑制し、軍需及生産カ獄充に要する資材を優先的 難を来してゐる状態でゐるが、主主築界の践とも云

に配給する事と統制配給の盤備が: 本宮「箪の待i数と ふ可主 、 成鋼工作 Ｔ お築 ｬｬｩ 許可規則の如きは 、習を ｾｊ

なってゐる。 以来前後 6 回に渉り吹正強化せられ、最近は保安

統制配給の主主備に於て、永統制物資でゐり建築 .1: . 危険なる構22物に限り 餓鋼の使用噸歎 3噸を限

に最も関係の深い木材及セメント等は今後統制限 度に許可をなし居る状態にて、 それも鋼材の制営

化される事力 t必至にして、之が需給は職時資材、 腕J係より殆んど不許可の力量十色なってゐる 、従つ

大陸開資資材、生産力扱充資材にふり向げられ、 て行政官憾に提出される建築認可の出願書類及び

一般民需に過して. 今後金4 腿綴節減が加へられ 仕1，5.長件数 l立、事主昼前より可なりの減少を示されて

る晃容が必然でゐる以上、吾# は大いに剖目してそ ゐる。之等の減少はｾ築界に於て、直接間接彩話器

の動向ｾ注腕し重苦策を講じなげればならない。な のめる臨時資金創設法、逮築説、建築材料〈銭鋼

せ' なれば建築界の大多数は比等民・需からの 1士事に 釘、銭線〕の配給統ih! J 規則 、米松阪貿取締規則、セメ

依って生活し得 ι れ、現在もそれに依って辛うじ ント製造統制 、銅製品( 建築金物〉の製造制限令、

て生活を支へられてゐるからでゐる。来れる奥ま 銅使用制限規則等の諸法令に束縛されてゐる事は

で来てしまつれ建築界の非常時局の打開策として 云ム迄もない英の外の原因としては材料の不足

は、建築界を構成する各方面のエキスパートが臣

民徴用令の 重苦動を待T二十大陸進出を企闘するか、

に依る入手困難とストック品の絶無とに依り出願

殿、の減少となっすこと云ふ見方が比の際至笛であっ

活況，ｾ呈し寧日なき大資本のグノレーフ・へ 、 自もの で、前述せる如き永統illlJ 物資7こる木材、 セメント

組織と地盤とを放棄して合流するか、来る可き昭 等の今後に於げる統制商 ｂｾ 合の再整備如何に依って

利 18年度に於T 完成されると云ばれる生産力抜充 は 、 ｾ築界は勿論 、 建築行政に於ても金ＨｬＡｩ Ｉｊ きの

針策の完了泊、徒食するか、好景糸i等代をき見出し とれないもの t なって絡ふでみらう。

てゐる軍需方面へ事事業するかの、幾つかのお策が 例へ法 12僚に依ってきま令されに防空建築規制の

浅されてゐるのみでめる。比の時、比の際主主築界 出況と生産援充への資材の供給が優先的に、閣情

の方々に 、用意は、そのお筑は、I t e に出来てゐるか に臨給され、それ等の事業ーが増加しにとしてい

と叫ぴ呼びかげで丸? こ い衝動に腐られるのは木造 大都市 に闘する限り一的民需の数とでは比較にな

帝ｉｪｾ 令を橡期しての 、 筆者のいらさＧる取越苦労か り得ないものであって、従って今後に於げる態築

らであるが巣して無意味でめる 7ごらうか。 行政の目標は必然的にその主力を防空建築規則と
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生産カ獄充の言者工事と物資入手難に依る不正工事 し得られ、 日本の戦時経演は、世界的進出さ へ pJ

防止へ向げさ' るを得ない? ごらうが、建築行吹の今 l W: な劃期的なE信託室が期待され得るからである。

後の動向と去就が或る 程度幾重にも監服されるの 新物動計査に基〈 、物資統制の強化lま今後相常

は営然 t いふ可く防空上及び図策的な見地より叉 長い期間( 日召和 145f.' - 昭和 18年〉中、間違な〈質施

不正工事防止機関として重要な機関でめる事を深 せられ、最後の切札7こる園芸誌線、動員法のE量動さへ

〈認識し て今後共慌室に乗出して行かねばならな 全面的に賓施せられる事が確認され、約束せられ

い事は云ふ迄 もな L、。 てゐる時機に於て、出来得れば建築界が視程湾し

新物動計笠の目的が昭和 16年度完成 より更にニ 得られる仕事t:. げでも今後とも総綴してやる本が

年延長せ られれ生産力銀充言十査の完成建行と Y 支 出来る事を( 絵りに消長E的ではゐるが〉切望して

二菌作戦 に依る 軍需品及資材の迅速充足の増大と ゐる際に於て、勝進主要J材料れる餓と木材とセメ

大陸開後に要 す る資材の激増ｾ岡滑に補充する匁 ントに代る可き代用品を速かに考究し、その封策

でめって、主JJ 何なる犠牲を忍んで も匁し主主げなげ を識す' る事を考へ出さねば建築界とi ' l l 築行政界の

ればならな い図家的な大事業でめるのである。新 現状維持は絶望でめって、代用品の考研が目下の

聞の報導に依れば、衡工省に於ては入岡商工大臣 念務である認である。

の下に於で、新物動計笠の樹立に封浴して従来の 例へば木材が戦時資材に多量に喜E求され、大際

物資調整局を底止し、省の機構を物資調主主局式の 経後に供給せられる務合のお策として、従来の煉

物資別の行政組織に編成替をなし、総務局を新設 末 、 伯の利用僚ー値を増大せしめ 、 そのｾの新しい施

し物動計叢を統絡する然の大改革を断行し、6月8 工法を研究し、織の代用としては、電偲棒の如〈

日付の新聞に、商工機構大改革の全貌が後表され、 諸 問い心線に相 営厚の核 Ｑ 震をなし 、 張皮と仲 率 ｾ不正

6  JI IO日より質施せられれ事は、阪に御承知の遁 する 材料ｾｾ明＿して餓筋の代用となきしめ、セ

りでめる。乙に依る 2おもなく政府の新物助言十主主の メントに劃しては、セ メン ト補強材として、市場

完全主主行の決心、の程が虫日貨に綴はれ、皮質に湛え に阪質せる種々なる材料を改夏強化し、わづかな

ない。昭和 18年度完成の生産カ撹充計裂の遂行と セメント盆に之等補充材料金混合せしめ、相営な

戦時資材の迅、逮充足の} 曾大化より、物資統制の強 る強度を有する材料の改善に努力する力、或はコ

千七に目出会を期して立上って居る際、建築行政機陶 ンクリートに代る新しい構造材料の溌明に各方I可

も之にお臆する意味より、図鍛に順賂し且つ合理 の憾成者を動員して考究せしめ、迅速に官官現せし

的な指導と取締を以て質協しなげればならぬのは むる方法を採らしめること等が浅されれ針縫とい

勿論であらう。 へば云へるものでめる。鐙築、土木に永年使用し

要するに、昭和 14年度 lま日本に於げる最も最大 衆 っすこ混凝土の水セメン ト比及牧繍亀裂含今夏事

な曜主将経理専カを決定する峠でめると云はれ、その 新しく 問題に し 、 混凝土は危険なりと則 ｉＧｊｾ 芸品者の

去就如何 を世界各国 lま注目してゐる惚で、昭和 18 めるを王手にする除、筆者は混i疑土に代る新しい車部

年度完成の日浦支を打って一丸とせる新生産カ披 主主材料を造り出せと叫んで見7こ〈なる容は、非常

充言十食の完了する日の一日も早からん事を? 偽首す 時局に於げる大事研究室の積極的な活躍を期待す

る者ーである。なぜな れば、官十重完成の唆に於ては る者として蛍然でゐる Tごらう。保守的な、因習に

目減支の自給自足は云ふ2おもな〈軍需民需の需要 とらわれれ観念は何事によ らす，現夜の日本では遁

は完全に i簡されるといふ専については、日本の経 用しなくなってゐるの である。倒へば従来 の弧皮

湊自包囲防カの充笈 はＦｊ ｾＧｉ 念 、 卒Ｎ如産業の復興も漁期 計算方法の改善弧イ七主総逃周使用制料の許容弧度
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におする 再吟味等 lま先つ・第一 に改善きれなげれば ? 二くななイデオ ロギ ーを振勉す事なく自ら lえ省し

ならな い ものであ る。之は図家経i脅.1二の立場ーから 道義的情紳を以て翠肢の目的主主成主生産力主主g充計

資源震設の主主前からｾ然なさねばならぬ 任 務であ 査の途行と大陸経後の主主殺事業へ賛極的 に協力す

る1 $ であ る。 る ＼ＡｉｊＺ ｾま ｊｋ ，Ｊ，こ於げる Ｗ 占築行政機闘の ｪｾｾ ＧｩＧ ｈＧ 期待し

建築行政上の取締にj冷て い 新し き材料の使用 得る最大要素でめり 、浅され1: 1: ¥" 一つの道でめ

ｾ 足 腰出 と新し き 機主主用材の ｬｑ ょ用 に よき理解者となり るfj 軍で、 耳!]iI.の文化慾設に必要な綜務機詰請すこり・得

指定撃的な立場から誘導しっ、指定患取締をな すj j 針 る事も不可能ではないと lit 信するものでめる。

を採用強化す可きでめらうと信す' る。なせ' なれば

例へ寧需品工場であり 、優先的に総銅が配給され

l!1I 結 E苦

多歎使用出来 るからと いって、無駄な設計をなし 吾々は今後に浅されれ問題守政想す る事は出来

すこり 、 許容引張温度を Ｑ ＲＰＰｫｧＯ ｣ｭ ｾ の法規改正前 ;.:o、。殊に l劉家総動員法の妥動公前にして俗文然

の強度を以て限度言 ｵ 草金 ［ おし 旅 ｨ る場合 、 常然ｾ りである ο 此の問題の解決は各年生手に百十ｾｾ施せ

築行玖上の指導取締の謝照となさねは' ならぬでゐ られる物j [ ; ) J官十主主 l ' に於げる建築全総の週結 に依る

らう。 線、親和 . 絞I努力、紙、協力に依ってお銭含講じ得ら

斯くの如l く従;;$ の. ! i l - なる取締から一歩積極的指 Jl 、純白霊によって問題を一時的に解決し得られ

導へと t方針a ' 強化し、 自由守一義み代に見られ7こか る容をM記してl i I { f [ ; l ( ( o ( 13. 7. 5)  

( 去十官IIh' D

石 川 純 一 郎 株式合祉竹 中工務庖

後 藤 典 夫
大阪府警察部建築課

中 野 吉 繭
大阪府警察官E建築課

松 問 軍 平
松 田建築事務所主.

松 本 首 長 八
内外木材 工 欝株 式令社常務取締役 ・ 本館ｾ ｩｦｦｾｩｾＮｊ ｊ ｽ ，＠

前 J京 大 二 郎 大阪市教育部主主設課

向 井 寛 三 郎 京都高等工霊基準校教授

8  月 競
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新 建 築 欄 | |

外 観

支 防 康 問

H 浪 速 E主 役 JiJj"" 旬宣言1-・大阪市経理部管繕課 ・施工 ・中村幸I l . 1 九1111



大 集 合 室

火集合室Hii 明

位 髭

敷 地 荷 積

建 築 面 積

建 物 商

椛 進

貴 賓 主E

大阪市浪 ｩｬｬｾ ｾＺｾ 新川 Ｓ ｔ Ｑ］ｬ ＶＵＵＯＱ

l. 588.  89卒 カ 米 ( 480坪640)

建 坪 874. 81卒 j J 米( 264坪63り

延坪 ＲＮＲＰＸＮＲｾ ブ ｉ 米 Ｈ ＶＶＸ 坪 ＰＰＵ Ｉ

野高 15米 40

株 高 16米 60

本 3官 級 筋 コ y タヲ ー 卜准 3階 述塔 陸地階 lナ

車 庫 木 造 卒 屋 住

( 外= 答 .(r J草木治 2 階 往 l 羽i.)

起 工 昭 和 13
d
l，4 刀23 "  

竣 工 昭和 14df. 5  Ｉｾ＠ 22 11 

縫築総工費 24;1i，5千8育 関

工事 閥係者

殺到ー並監存 大 阪 市 役所ー終 崎 将 替 結 謀

建 築 工 事 中 村 組

V I I 1 2  ..浪 速 E主 役 所川 被百十 ・ 大 阪市経理主 ｩｬｾ 幸 繕諜 ・ 焔工 ・ 中村組



五割囲網

「十 I

外 事司

玄 語il 正 面

H 北 区 役 所 " 純計 ・火! 如fj 終浪背ii 替繕諜 ・施工 ・小坂井利 3  11111 



玄 関 府 間

隠 長 室

V I I 1 4  “ 北 区 役 所" 設計ー ・大阪市経企旦部替絡線 ・施工 ・小坂井組



O 階 照 明

気

持

曲

川

山

M

L

t

u

A

J
同

F

A

2 階 卒 面 画 ｬ 階 Ｇ Ｎ ｾ商圏

ｲ［ ｲｾ 在 地 大 阪 市 北 匝曾 根 崎」 二 ｬ 丁目 ＳＷ

敷 地坪童文 637坪 2 勺

総工事政 325416図也

工 程 起 工 昭 和 13年 3 刃26 日

竣 工 昭 和 14年 5 s27 日

1. 工 事機要

本 官官 銭 筋 コンクリート 3 階雄培屋地

下 室 付

建 坪 312坪 6 合 4 勺

延 坪 900坪 2 合 8 勺

〈所 要餓 筋 254租799)

物 置 木造 2 階建

建 坪 10JqS 2 合 9 勺

延 坪20坪 5 合 8 勺

附平静設備 給 水 衛生 、官i': A託、武斯、門塀、

舗装 、植樹

設 計 大阪市経理部替繕課

施 工 合名曾枇 小坂井組

い19醐:

令

亡、

.t  

-
‘
、

守

ム

3 階 .2jf- 百 闘

H 北 医 役 所" 殺 計 ・大阪市経理部管繕謀 ・地ヱ ・小坂井純 5  V I U 



色

v

・J

-‘ ?  

. 川1、
砂

外 観

位 置議民県系南 ｾｴ ｾ 城者 Ａ Ｈ荷村大

字 戸 毛プミO番 地

建 築 主 株 式合 社大和1鍛 工 所

言宣言f 石川建築家務所

施 工 長 藤

構 造 鍛 筋 浪 凝 土 造、2f S屋住

一部二階建

坪 敵 逮 坪 99.5坪

二階 12坪

延 坪 11 1. 5.1if' 

E巨苓 10. 5坪

v .1J 1 6  ..大 手11 鍋 T .  所" 役割・・石 川 九三 掌食事fi} HI; ・淀工 ・品 隊



-"' ， 

賓 室

司L 務 室

-・た ぷ11 鱗 ーr. Ji!j-" 役; 1" ・石1¥1' 定三者主義事務所 ・施工 ・鳥 燦 7  VIII  



社 長 室

l 階 平 面 圏

一
.  ， .  

V 川 B . . 大手11 鎖 ユ: 灼Ij"' " 設計 ・石川克三建築事務所 ・施工 ・島首長



姐り

卒 育 園

正 面 外 観

飢11 商 外 亜 日

賞 験 室 内 部

これはオ円イ オ 州にｾ る

一化事曾『止の涜究所。建物j

であって，その 敏 多いｬＡｲｾ覇

軍の外惑はすっカｾ 1) グラス

プリツク安積み上げて作り

その:!O?Tに 府品する部分百

啓通の王室iとしてゐる 3 これ

で各賞験室法大運明るく な

1) ・外を見た り， 叉検事まな

どの必要があれば慾ゃあげ

れ;t よいのであるコ

向，爆授の危険制渇く¥哲

味から J 稽建にL てある 。

( A rchi tect ural  Recoro.  

May.  1939よ り)

( アメリカ 〕外壁にグラスブリツクを使った研究所 建簿家・ J . Doug l a .  L or enz  9  V  111 



VIII 1  0  ( イタリー〉ローマのエリゼ劇場 建集窓・ Lui gi Pi cci nat o 

パー ・休憩室( 上部カアエー ・レストラ: y )

E

I

 

安

ら

伯

仲

理

・

，

大

川

h

リ

f

即

応

戸

模

庖

手

経

'

石

甑

鳩

大

色

り

色

白

入

灰

・

ス

設

ラ

翠

階

ガ

劇 場 内 部

天井 ・白色大タツコ，壁・淡灰色盛 り物，床・

灰色敷物，位 ・黒大理石，座席 ・明瑚色

. ー
ノ 、 田

壁画には陶器のインレイ襲節あり



ご ー の感百差是 古市

込回4- Td

l 階 卒 商 圏

入 口 階 段

階段 ・臼大理石，天井・白スタツヨ

母 ・9 < : 柄斑入り大理石

自画ェ リゼ劇場を建築家 Lul gi Pi cci nato の芋に依 って

新L <故湿したるもの

( A rchi tettura. Marzo.  1939 より〉

( イ タ リ ー 〉 ロ ー マ の エ リ ゼ 劇 場 建鎮窓・ Lui gi Pi cc i nat o 1  1  VI I I  



中 央 官 官 の 背 而

モ λ コパ遁より 見7よる外蓮司

ウ ン グ 4 ノレ ト泡 の"ui 館に

接減せる新官官の外種目

. /  

VIII ，. 2  ( イタリー 〉毛ンテカツチ= 組合の新館副E集家・ Gi o Pont i 妓鱒・ Eua" ui o Souci oi 及 Aot oui o Fornarol i  



支酉E入室 . 1{恵取懐と来客 の潟の

量生地を? 持 っ て ゐる 。 半間 接 照 明

r  F ' ポヲポノ」 令衆 家

床 Ｎ ｾ ・ 大理石張り

組合設立湖周年記念正 L て1!J : お平10月に竣工。ミラノ地方

に於けるモンテカツチニ組合の監理事務所であり，総ての鮫

術を綜合的に動員L て完全な設備を施せるものe L て現代イ

タリアに於ける最新緑大の事務所鐙築である。

工場， rr駿案と同僚に事務所建築も亦兵事務をして優雅

迅速巨綿密ならL む可〈計霞せねばならぬ。之が震に本建築

物に於ては俗語，領逮郵便，信競， i筒火，監視其他の各設備

がも草津と思はれる稗1':こ完備されて居る。

イタリアに於ては甚だしき暑熱と紹へざるシ口ツコ風に悩

まされる。之が震に空気調節を行ふ正 一共に各室会二重窓止す

る。 :民怒台下は曾類其! 也のE巨額商止なり， Ｉｾ がひいては察内

を鼠純明朗なら L めて居る 3

ｺｰ 面計澄は中央箇ＨＱ Ｓ 階〉に支ｾ人室，語 ｐ 反撃号事会，民側

契には中央廊下を挟んで‘ 事務室が採られてゐる。

外形は歪窃馬苧. l 3 . 11担ーであり椅灰緑色のチボリノ大現石板

貼りは，より綿布自且優稚な表現となって居る 3

民上蛇腹には吊足場の装置があり外部慾H骨子市Iを備に潤鰐

L 得る如 〈設備されて居る。

f母地下 3 階に接朝賀してプ リパタ過程、道下には別闘の釘j き遊

維室がある。

くBaumei ster，J uni， 1939より〉

t イタリー ) 号ンテカツチ= 組合の新舘建築家・ Gi o Ponl i 妓師・ Euar eni o Sonci ni 及 Anl oni o F or narol i  1 3  VI I I  



第 l 階 卒 富 岡

-
-
-
-

-
-
‘
 

地 l 地 階 卒 。首 脳

建築震・ Ci o PODt i 銭師・ E UI ( 佃i o 5。蹴i ni 及 ADl oni o ForDarol i  

圃・・ C I  ， I  

〈イタリー〉毛ンテカツチz 組合の新館

Y  I ・

VIII 1  4  



⑤|  

川

l

・・」

防 護 室 卒 面 図

Cr undris  do.  1.- 7. ce・

ｾ ｣ｨｯ ＮＮＮｳ＠ im Mas s'.  1:500 

l 階ー 7 鰭2 F - 商圏

( イタリー) 号ンテカツチ= 組合の新溜建鎮窓・ Gi o Poot i 妓師・ Eueeoio Sooci ni 及 Aot ooi o Fornarol i  1  5  VI I I  
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グト 1IJ1 

;ミミo月日一 、

( Archi tectural  Revi ew.  J une. 1939より〉

L  [i」J:JJ!ff::;::h l噸it拒!tr"j =二- 三-三二-

⑮ 

2 階 ヂi P . i 闘

l 階 卒 面 倒

VIII  1  6  ( イギリス) 区ータ四・ジヨーンス百貨庖建鋳家・ W. Crabt ree， Sl oter ， Mober l y )it C.  H.  Rei l l y 敏授

.‘ 



( Archi tectur.1 Revi ew J une.  1939より 〉

背 商 外 観

ｬ 階 ＲｦＭ 面白 ｾｪ 2 階 卒 面 倒

J  

品目J
U I I

( イギリス) 鯵 働 者 長 屋 建鯵家・ F. W.  B.  Yor ko ノ世F. R.  S.  Yor ke 
1 7  VI II-
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" )1.. 7 の集合住宅
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4  

VI I I  1  8  ( ドイツ〉ゲハーグの集合住宅 Ge h a a 館計歯車
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ベルリシ・ライ= ツク. y  F ' ルフの集合住宅

D.A. F 建築組合G ehag の最近の集合住宅である。分戸I七，低層化も さ

るととながら紹廃止住宅要求，そL て筏術の上から長屋型が合珊句なり e L.

且つ中層集合住宅の様式卒簡に若干の政獲を実施してゐる。

住宅苧面型 1は居室 (21. 伝ポ〉腹室( 1 . 4. 36mりをもっ以前の貸家平面。

1932年にこの型は 2 に示す様なものに制限された。材料の節約のためである

との型は更に後年 3の如〈鍛鋼節約の震に邸厚い中間墜に置きかへられた。

ツエレンドノレフに於ては，との 2室型のものが主と L て建築された。

4. 5 は塑かな家賃の支携が可能であった。早期の形轡から，今日の見苦し

からぬそL て今日の建察初科に忠震な賀施の要化を示すもの。居室の面積守

慶くするため筒密電間仕切を侍ち宣告澗東をもって計算されてゐる止は言へ，

より節約的な懸度を示すもの。

E はグライグイツツの集合住宅の基本苧国型。

こ L では扇側の 2戸は各々 2っ¢糧問，炊事場，浴室，中央の 1戸は大きな

居間，食堂〈炊事場旬〉浴室を有L ，中間壁は厚い煉瓦主主となって恩る。

Ｗ ｾ＠ 8:  9'， 10 はペノレ リン，ヲイエツケンドノL フの集合住宅のもの。

7 - 4室住居〈爾観寝室， 2の小室，食堂粂炊事場，浴室，靖国〉

8 - - 4室住冨に劃する嬰化( 浴室¢滴古Zと L では1. おmからl . 20mに縮

まり， シャワーが設けられる。との邸主 1戸の巾がl . Oc m節約される〉

9 一一3 室住居〈爾設療室，小室，食堂雪景炊事場，浴室を鑓L ，新L い型

の如く中間庭がまるる2

10 - - 3.室住居におする餐fto

( 間同標シヤワ F が設けられ， J  Jヨの巾が5 cm節約される〉

く ｂ｡ｵｾｵｮ ｳ ｴＮ J  uni. 1939より 〉

V ，J 120 ( ドイツ ) ゲハーグの集合住宅 Ge ha g 設計部
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前面は石政，小部jの石l!i

の上に建つ。屋根は傑姿

の繋で蒼かれて居り，働

材の軍事枠にスチ ーノレ: サッ

シユが使用してある。

]9:17年の様策。

くBaumeister，J uni， 193:) 

より〉

i 階 卒 1百 闘
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在薄築新 をお( 6  )  
藤 原 義

姫 路 城

慶長年調1白到卸l I ( の築涯にか L るが，ヨヨ柴秀吉もその

nt に三込に三層の天守閣k 変いたと at へられてゐる。

現在の勉l 5 肢は内要以内の山の部分にのみ音の悌が残

ってゐる。笛時は" w 園時代のあとを受けて， 事者綴術は

叙度に綬遼L ，府 も1叱蒋は叡に被害に到する奴の限値

の消失しつ L ある時であ寸たコ同時に減郭は，四万近

隣に到して外観の偉容を示威する目的合加へて来た。

Ａｬｬｾ｝自妖は比の代表的な減で，職術的に は 買にｉ＿Ｚ妙に 締

築せられ，而も質職ff: i':::fi 意味を失てた とこ ろも多〈

あり，而してそのゲH肢は1比の四葉の潟震に示す如〈社

鹿a : ' 留めてゐる。

J. af の門告と入り ，三園蒙を阻てて老松の却に自主ん

だ天守閣3

2. 東方より些む天守閣

勉; g 奴の天守は東からの奮がEまに美L¥" ，高L 、

石垣の上にそ L り立つ五壱隙閣は支那五重警を

想はすものがある。

日百悶丸より見た天守閣群大天守を中心に東，西

西Jじの三方に小天守があ りこれが渡惚で連ねら

れてゐる。か L る織成の天守閣は現在では自由

減のみである 。

.1. 二の丸主り本丸へ上る閥折路の; ; ; 1 : 雪合

上方中央の ｾｲ にの門 ｊ

左 下 の門は「はの ｲｾｪ
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美素 :ifji;;z;ι;;;j

【 カ タ ロ グ 贈 呈1

a 圃園田・・・園圃ー

l J i 集家屋美奈加ヱ

新築落成と同時に本所濁稽のピ Y 液にてi ' l t

湾 L 木紡E望色の原因となる樹液を取り， :J;l .、

の上をピソにて仕上の加工脅すると完全な

る餐創始山川工となり，復号慢な飴を宵 L 7

キコミの8替を省き頗る経憐的ですa

古 家 屋 新 義 美 素 加 工

古家もピソ液で成主書すると新築| 匝l僚と望t 1) 

其の上守新築美葉加工と同僚の加11 事・する

と附j 者向綴の結果となる。

( 符積伎術を要しますから廃苅)

の訴ila加工 と致L て厨 ります

美素工業所
大阪市天王寺冨東平野町四丁目ニー

電信天王寺@ 四 0 0三 番

特 許 1 1 8 4 0 4

ニ ツ カ ナ

日③金

シ

ソ

ダ

艶

管業種目 シリングー錠各種・ビーアレツス幌祷

家 具 用 特 殊 錠 前 ・ 建 築 用 金 具 一 式

日 本 金 具 株 式 曾 枇

本量士 大阪市商事草川区大仁成二丁目

出張所 東京市日本掃区本町二丁目

2051 ・2052. 2055

電話福島@園 2055 ・園 20弱

電 髭 目 窓 橋 @ 勾95



最 新 原 理」 抄 録のAedford の 「調温、換気 (  3  )  

4 7  VIII 

ら 、 多少これらの賊瓜 ｯ 防ぐｾが出来よう ｇ

換糸をァ充分になす必には 、空 気 を 清 純 に 保 つ

卒、不快なる臭を除去すること 、通常なる温度合

保つ$ 等が必要でめるが、伶もう一つ重要なる要

図がめる。室といふしのは、; 並i常に加混ぜられ換

気され、 (f 快適混となり空気も清1乎になる、然し

そこにも不i術の原因[ ま存するのである。新鮮なる

空糸、等気温、閃じ等{ 直温度を持つれニ室に於て

も、全く gUl る感使、I l Pちーは鐙感 t 懸迫を、イ也

ｬ ま爽感と刺車 ｾＰ 感す，るかもしれない。この平日詮の

原因は -.tlt 何でめ C，うか。

1，気動

その主要なる原因のーは気動でめる。主主i I L lnま脱

淑、温感に影響台奥へる、それは別としで兎に角

非常' に鯛感に到し鋭敏なものでめる。I l Pち新鮮感

或 lま桜感は環境による皮腐の刺紋に依って惹起さ

れ、 民その刺l訟は気動によ h、 叉温度の効果に依

るのでめる。我々はカタ寒暖言十が気流に濁して非

常に敏感なるみを懇んで* 1こ故に 、 この新鮮感を7

言十る銭に lま有効な器具でめる暴力: 分る。

数年前 、室温、f i i i . 動及びカタ冷却カにより新鮮感

と欝感との印象とを比較する草月擦がなされ、それ

に依るし新鮮感は冷却カに最も緊? を? なる関係の

存することが確Eをされ1: 。他の望書者惑もこの結論

o耳、認し、そこで同等の快感を感す，る二室に於い

ては気動の大なる j ; が刺紋的なりと決せられず; 。

集流の効果 lま単に卒均速皮によるのみでなし

速度の泌化に依る。戸外 lこ)j h 、て感す，る緊張感は

風速の主俗化によるものでゐるから、室内にめつで

も主主切なる換糸法に基く主主動の書量化は、干午ー室者の

感告患に頁好なる影響o奥へるものでめる o 1霊験上

では非主流速度をｾ 25sec・の間隔に測定し 、その動指の

激しい方が新鮮感合冷却] すると報告されてゐる。

2 ，応射拠

隠射熱は環境の決; 単皮に影怨? を有する瓦に ーつ

刺戟的環境第 6章

ヨ欠

刺殺的環境

気 動

報 射 熱

空中ｦＱｴｾ正

目
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然 1 M 験

車111 化 作 用

r! l l . 皮傑イヰと作業能

炭坑夫に恥いての調査

劇苦手作業に於げる生産高の季節的習をイ七

純紡作業に於りる作業能

災害頻度、病』互 に及11 ' す環境保手1:

軍需工業に於げる災害

炭坑夫に於げる災害

年齢と災害頻度

総工業作業者の病

製銭、製鋼工の病

炭坑夫の病

茶の他の研究
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( 前披よ日綴{ ) 給気孔の入口全会〈遁箆・な鋼所

に投げるといふ惑は非常に難し い事である。

寒冷の侠にはれとへ窓を閉じてむーいていその

慾の附近にはl域風力: 感じられる。室内の政い空気

でも冷す二い怒椅子との接締に依って冷却され、床

面 に肉 って速やかに降下するからである。我々は

先般評議室内の賊風の不快について制査しれが、

そク室は高窓がつき 、然も床部よ h流入し天弁よ

り排出する温泉によって上方へ向つで換気されて

ゐる にも 拘も守、賊風の不快は窓から下方への気

流の湾に起ってゐるのでみる。煙草の質験に依り

この冷却されれる空紙は上方への多1量の気流と合

致するJ l i l に床昔日へと伺 F してゆ〈暴走 f 分つ十。

慾下のすぐ近< Iこ管! 伏の小i . i 1 房設を設置しにな



の要因でめる。入は f外集中 では冷主主主直射日光と

の綜合を最大の刺殺として感受し、室内に於いて

は気温と穏射 ｾｦＱｩ 持との均衡によって ｩｍ 感ｺＧ左 ｔｩ され

る。 80半前イギザス衛生局の委員企では、住居の

ｩＧｊ ､ 畠なる終には室ｾ乃温度が気温よりも Ｇｾ Ｇ ｪ い必要

がゐる 、 そしてもしｾＺｌｩが呆瀧より低くりれば不

快ｾｙ￰れないでみらうとしに。

後の ｾ ＼の 研究も Ｑ 出総論ｾ 支持し 、冷 ほと ｦ｡ ｳ 託

との結合 ｬ まＮｬｊｩＡＺ々 Ｎ ｾｾ 慰 の ｪ 京囚 となるこ とが明 になっ

1: 。

車高射媛房法主7用ひると、監?品は減して気泡より

蒔くなり 、湿気媛房を以てすると f尽 くなる。比の

現出から快適度の保持取大のぬには、温是正法のみ

によら子、之ぞ I国射媛際法に依って補助する必要

が認められる。

Sir Leonard Hill に依れば、砲射燃の蚤のみでな

く質も亦章要なる月Ir 以を感げてゐる。過: 1 : 数年間

Hill は稿告す熱の皮膚に及1ます作用に就き観察し7二

慮、 I短射熱のめるものは主主系すべき皮践に充血せ

しめ 、 鼻腔によ る呼吸 限難ｾ徒えしめ 、 久或 ｌ のは

この充血を i限;減せ しめれといふ本でゐる。 HiJ ｴ，Ｎｾ注

目安閉鎖腺[ ま蒸気ペイプ又! 主位熱の列I < 附く鈍い氾

源の照射で、長i 控開伏線は電孤、ガ 3えの新様式の

もの等の] ( [ 1 < 明縦の沼源に依って作用せられる。

他 のiiff 究者も稿射線! ま鼻腔充血ぞ起す可能性の

あ る事を ｬ￭｛め 、 待に敏感な人々に鈎し ｍｾ ［ でゐる

ことを知lつれのでめる。

3 空中官主主主

手是々 を直線してゐる空糸: : t 常にイオシとし 、」、電

是正の妓慌を含んでゐる ひ このバオンは空中のガス

の分子 、 Ｑｩ ， ｾはｊ￬ｩ ｬ 形物館の微粒子より成っておれ

正又は気に帯 電 される 。犠電;大集中では この正気

イオンの放は時々等しい。

空気のイオン Jrx，分は狩るしく泌f七をなし、戸タト

空 気 '1' では 50- 8001困/cc ｾ含んでゐるが 、 居 室

内では その数は管 るしく 減少してゐる。

1出等イオンの心的効果に 封し最近いく つかの賞

馬主がなされにが、める研究者 lま正又は京、イオン何

れかの非常に高い集中より jぷる人工的に裕也せら

れれる空気を周ひ、めるものは遁常空中に症やる

ところの鑓化の影響について研究し、叉JEに再び

イオンイ七せられれる空気の効果に まで進んt:' 質 検

カ;1.y tまれすこ。

人工的イオン化の策総に於て! 士、i i イオンは;¥¥r

VIII 4 8  

鮮 感を起し 、・ 正イオンは不 快 感ｾ惹起する主主がきま

見され7こ。

戸外に於げる i夫惑は空中のイオ y の量分に関係

がゐ ｢ 、一設ではイォ ｹ 盟主の低い日は怪めて ｩｽｾ 児島

を感十る。他の設では室 内空気。l' のノ「オン主主埼減

l立何ら快感に封して確定的 な結果は得、ら れなかっ

1: 。むしろイオンを除去し 1" 主主主の方が普湿の空

主主より呼吸するに lノζ ょいといふ暴力: 接見されt: 。

E官J l f なる益減 ;こよると、居室内の空気の電気状

ｩ 湿中にー依にｾＺす，るところの相違は我々の感覚の

上には大なる彰B 0 及; まさないものであり、それ

に依って一般のj史認 に於いては入ヱイオンの使用

を要しないと いふ結論に主主する。

; 直営に加温 せ られ充分に換気され 1: る室の状態

を約言すれば

(  a )  ; 也首なる温度が支持さるべきである。

( b )  政 Ｇ ｉｾｊ 位 ＨＯＩｊ 気 ｾ， ｾは床面 ｆ 付近のそれ より 高〈

ではなら今、不正室者の渓 l : t 過度の轄射黙に JI世

されではならぬ 。

( c )  空気は｜ｾｾ止状態より是正勤め るを 叉し と し

その気動率 ｬ まￋＯｩ ＿ｾｊ : ，_ : るよりまを化' める率、然し

局古目的な賊武力: めつてはならない芸品。

( d )  空車えは臭気なき こと 。

( c )  控遣は気温よ り1%ーかるべきこと o

等である。

第 7章 高 温 作 業

普 j盈着衣:蓄が怒作業をなす場合はイギリスでは

至適法! 変o 60" - 68
0

f とし、tr=i j混 作 誕 75
0

f に於て

は完全 iこ不決伝説へるとされる。

70
0

- 75.) f にも 昇 ると j紙退は位湿 に僅少の効果

しか持＿こなくなる 、 然る に『 ａｪｪｅ に ｪｪｾ ， 、て 汗をかき

出す場合! ま汲度が非常に附1系するものである " l! IJ 

ち詰［汲中では汗の ｾｴ ｴ ｴ 廷を ｩ 或じ 、 ｾ怯からの 以 ｔ 校 ｙ

が妨げられる故に、高温 Ｑｾｾ 廷の空気中では、 ｬ 司 ｲ ｾ

皮の乾燥せる盗気中に於りるより不快感 o従えし

めるものでのる。

高話E高il1 Ｇ ＮｊＮＧの ｫ 集中で劇勢五ｾＺｾむ ｬ 等 ｢ 立 、 キ干の楽

章を不充分の原因から骨li 包上昇し病的状態に照り、

それが極度に主主すると日射病になる。カルカツタ

の牢獄の犠牲者は多 くは日射病で死亡しにのでめ

るo Wi 校な i町長を後生せしめ争、耐へ件られる最

高浪皮は Ｒ 号、球淑皮に符援に附 Ｑ 系し 、 汗ーの蒸授は ｾＱ

f包空試 '1' より も風のヰ! で注やかに包る故 l二、無.lli Jl



も亦重要でめる@ 彼等の死の原因の一昔日 l 立高温却11化の飲乏によるも

l 惣限温度 のでめると報告してゐる。高温作業者に新参者を

故 ] . S. Hal dane 博士は高温の心的影響に闘し 念 に お く $はよ〈な L 、。もっと 低湿の場所に於い

多くの研究を積んr:: カヘこの限度に闘し、やはり てt制 i面的世験自? なきしめれ後に すべきで ある。

f呉球温度 u託勘の盆にのみに関するといふ結論に この鍛夫の番手件は、熱の認容と到11化に劃する調

達し 7二。彼の設に依るし休息i漆上半身裸出での限 査、研究 を別戦し、最近 Rand 鍛 IJJ に於いては、

皮は、静止空気中で汲 球88句集流; 違反 150ft/min 新重芸者はi采坑に入る前に高温室内で耐然カを7検責

なる i待は93

0

fでめる。 され、 その結果に依って高温作業に就く時期[ ! > 創

筋勢作業の行はれてゐる時 lま健滋が上昇する放 笛てられ7こo この試験の採用が日射病舎減少す る

にその限度は低下する oHal dane は !4ft /mi n の速度 結果となればまこと に主主ましい惑でめる。

で階段[ ! > 上る纂合の滋球温度の限皮を丸 f : e ころ 4 温度保件と作業能

前者の限度より 8
0

_. 10
0

fの低 F がゐつに t いふ。
熱 射、然痘懸の如 き被害の弁。伎は待}.)IJ の高温 lこ

最 近 Vernon 及び Warner は、こ の汲球温度は 依る とは L 、へ、更に適度の温度は作業の効果を充

紙湿の影響に聖書し充分なる考慮が扮 lまれてゐない 分ならしめるものであることを考慮しなげればな

放にこれは充分な 指示度ではな いと唱へ? こ。例へ らな L、。

ば同湿の滋球温度に;於いで、来混の増加 に件ひ脈 ユユウーヨ ー ク換気委員舎では、種 の々温度状

仰の精加が包る。故に 肉惚的反能は滋乏ltia皮及び l選に於げる作総能につき試験を行ひ、75
C

f の温度

単なる泉混より の」有効温度に一致すると l 、之を では、 ＶＸ Ｐ ｦ の 主主合よりも ＱＵｾｾ 少量でめることを Ｇ磁

推奨しす二o め?二。

2 熱窪懇 f也の問究者 lま{ 士惑が通規約に行ばれる場合 l土、

高温作業主事関] ち深坑、船船、餓工 場等の従業者 汲皮の上昇と 共に 内il 宜的努力が噌すと いふ泉佐明

は、高温の匁に熱感慾に掘り易い。この然痘漆は かにし? こ。

多量の7 k [ ! > 飲用する場合 1: 起る 、I ! ! l ち汗[ ま関分台 反割に待 に手先を要する細かL 、i士.?t .t: i 不通常に

多〈含む湾、多くを苦汗ーする b寄与は、健内の水分と共 低 ｴｾ なる ｩ みは 、 手先は冷却し、作業 の出身 医高 ｬ ま減

に 多量の ｅ 極分を消失 する客で、ｊｉｴ 海合多量の Ｗｫ ｾ 1 " る結果となる o Vernon.  Bedford.  Warner に依つ

飲むならば、血液中の劉分の浪皮を減じ窓轡を起 てもい〈つかの: 氏自主力 f行 はれれが、自 縛車の鎖を'

す原因となるものでめる。放に Moss は飲用水中 つなぐ仕事に ついて質験しに とこ ろ、室温が低下

に援の一定量ぞ加ふ ることを設いすこのでめる。 しカ F 冷却カが 7- 10に増加され7二時 12.%' 多量の

3 思11化作用 仕母与が行へることを音量見しれ。

毛主，々は朱候の童話千七に重きして順熔、性を有し、夏 季 5 炭坑夫に就いての調査

に於いては、冬季 では不快な温度にも 快適を感じ 、 12混による f主義の能率の低 1: t二段以ゴミ について

作業者が夏季、冬季の決適温度よりもうOf 高 い温 ， ， 

皮に lill 合するのも此例でめる。

馴化作用は高温に華社する能力の上に霊大な影響

を持うもので Vernon と Warner t立、同 値の温度

と滋皮に於ても 、冬季よりも変季に於いて作業者

の脈縛歎は若干減少する惑を報告してゐる。

向最近 Vernon は一ヶ月の惚除後に於いては、

月初めより滋球 6
0

f 高の温度に還せして耐へ符られ

ることを稜見しすこ。

烈しい肉位苦手働が高温に於いてなされねばな ら

ぬやうな状態では、熱に馴化する誌は非常に重要

な之島である。例へば Mavrogordate e  Pi row は南

阿金鍛の深坑作業場に於げる死に就いて調査し、

ｾＧＺｴｾ 机ｯｔ ｖ

; : ¥J ; ;  

gヰ砕¥ji;

i;l ぷ二: ご
'凶E  ー

ro ｾ＠ m 5  

wE T  KATA ( OOLrNC PO' WεR 
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調 べ7こ結果が多く報告されてゐるが、一般に作業

能率は生産高から評償されるのに艶し、炭坑では

採炭容所に依って集る然、 生産高に依って見るよ

りも、一 定 量Jl[J ち10c. w.  ｴＮ ｾ の器に充ちるｾ採る に

要する時間の割合を見る方が得策でめる。

第 15闘は気温63コ- 89
0

f、君主本温度59
0

- 82
0
f に

於て観察し、主義琢カ F 冷却カは 6 - 19を示してゐ

る。高温の場所では所要時聞は休愈時間と共に晴

夫し、最高温の務所の能率は最低温の蕩所の能率

の59Y. であることを示してゐる。

M os s ， H all は高温の場所で働〈餓夫は低湿の場

所で働く敏夫よりも休憩時間金多く要する訟を縫

澄しに。

6 劇勢作業に於げる生産高の季節的童話千七

ｖ ･ ｲｮ ｯｮ は ｾｉｊ 苦手作業に於いて、 殊に高温に燥さ

れてゐる時の生産高は必らす・一様に季節的豊量化の

最長響を塁走るといふ事全明かにしれが、之に依ると

やはり夏季最低、冬季最高を示し、春秋の季は比

の中間に位することを質詮し? こ。比の現象は F a r

m er， B r ok e，及び C ha mb ers に依つでも 、石骨子工場

に就いて礎められてゐる。

彼等に依って得られれ結果は次の虫nし。

O.  HO 同 nHl a. tior、
也、
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白

川
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〉
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〈

J

u

e

各ブリキ工場に於げる生産百誌の

季節的雪量化

夏の 生産高は換泉可J { ならば、きその生産高に比

して 3Y . の減少にしか過ぎない。然るに換気が恐

げれば 13Y. の減少佐示すものでめる。 V er no n !;J: 

最 も 換 泉の怒川、工場では、最も暑い日の生産高 [ま

最も寒い日より多 分 3 Y . 少いであらうと概算しれ

7 純紡作業に於げる作業能

工主事内の温 度は その作業によるのでめ って、< h

第 17闘

劇勢作業に於げる生産高の季節的後イ七
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V er non  は外界の滋皮とブリキ工場に於げる生

産高との緊符なる関係につき賀験しれが、この生

産高と一ヶ月の平均温度とを? 同じ闘に替いれ場合

ニつの曲線は同じ方向に進んでゐる誌を登見しに

( 第 16図) 8  )1 に於げる必産高は 12月、 l 月のそ

れ よ り 約 lOY . 少でめる。

プリキ工業のやうに熱作業に従事してゐる工場

では換気が最も重要である。冷L 、新鮮空気の塑宮

なる供給は温度を低下すると共に、低 ードし f こ淑皮

が 附 加的 に 気動ｾ促進ー す る利鮎が患げられてゐる

v lI I 5 0  



る場合には局部的加温でよく 、叉全般的に調湿の 滋王i l (73コ』にまで主きすると生産応力: 減少する誌を溌

必要と す る婆合とある。 見し? こo 斯様な温度に封しでは作業に書きする肉惚

例へば綿紡作業室では人工的の一定滋度主高浪 的状態よりも、作業者に及lます心的彩響の方が大

とが1必要でめ る。高，淑高君主なる空気中では経( 1 こ でめる。

て糸 〉を機 にかげる に破損 は殆 どな い その生産 紛工業に於いても同じやうな結果が Wyat t 及

高 は乾 燥せる 冷気 中よ りも遜に多 L、。 ぴ他の象者逮に依って件られナ o ｉ 克汲 ｾＡ Ｎ ｉ でも気泡

然 しこれ も或程度まで V もっと高温となると生 75"fに遣すると破f員数ひいでは倖止駄が減す' るが

ｾ高は 減 少する ｯ Weston はこの質験 に於 いで、 生産高も減じ? こo ( 第 18鼠) ( 前原大二目[0

「都 市 に 於 げ る 航 空 港 の 将 来 一|

1  939{f三 l 刀 l 日合衆闘には 2. 374 の航空港及び 8. 9989 1 l が決され、ー又は契約されて照る。 P WA'

着陸惑がめり 、 その中 791 は市轡の航空港である は、 1938. 1p3月 14日までに 2. 767. 445郊を非聯邦

此 の数字よちして、各都市が米図航空の後逮に大 航空法の? こめに貸し又は契約して舟る。之 に加ふ

きな役割 を7つとめれ惑は明 ι かである。航空港な るに 、 P W A は航空路地殻吹支のにめに 300iji; 弗

〈しでは、航空機を後着させる惑は不可能なるは 以上伝授して居る。

勿論である。米図標準に合しに航空港なくしては 手近な報告によると、各州は過去 10乃至 15年の

米国民間航空路系統が確立さる可〈もな L 、。しか 間に航空港に入つに総額の極〈僅か しか質して属

して、相 ついで大きくなるばかりの航空機に遁合 ないもののやうでゐる。パ ージユア州では 1928ー

するやうに自身改新される航空港がなくては、現 36年の問に航空洛の委主主並びに吹夏に釣し74. 179

在の米園航空機は賞用に供する惑は出来ないであ 弗つかっで居る。= 斗 ージヤシイ列。| にては、僅に

らう o 15. 000弗が航空委員舎に充常されれに過ぎな し、。

航空港財源の主Zよるま! 航空港lま都市に如何Zよる入焚 をかけるか

聯 邦、少i'I、 市政府は昔か ι 、米園航空港の建設 航空港の施設める各都市ｌｴＭｾ訟の階梯ｩＢ経なげ

及び経替に莫大の金額営費って居る ｯ 金額及ひＺ［ｪｾ ればな らな L 、。しかしてその一つ一つが可成の絢

項等に闘する何等かの槻念は次夫から得られるで の入l i ( i " 含んで尼ーる。第一に、航空港の地域が耳止

めらう。 得されねばならぬ。時には都市は既に遡常の土地

22. 671 帽の聯邦航空路を使用する航空機に役立 i " 所布して居る診もめるが、然らさ' る時 lま土地lま

てるために約17. 500. 000弗が航空商業局によって 勝賀されねばならな L 、。数年前になされれ、都市

Z主されて居る。これらの資用 l立中間着陸場、照明 航空法に当局する有力な司副主主に依るし常時の航空

ラヂ オ及びテレ F イ7 ・主主f吉の? こめのものである。 港の平均の大きさは 396. 5エーカーでその卒物資

比 の主な活動 に加へで商業航空局 1) は、航空士及 周は l エーカー11; 9  974.  ＲＸ＿ｾ でめっ ＱＺ Ｐ 土地が牧
ぴ機関士 を試験し菟許を奥へ、航空機の検定、飛 用の径の土地は ｬ エ ー カ ー 常り Ｑ ＹＰＮＰＵｾ Ｑｬで取拶 ｉｈ 立

行高島校の監督、依積による飛行容を修理、航空路 れ 、 ＲＸＰＮＵＵｾ Ｑｬで地均しされ 、 Ｒ Ｑ ＷＮ 49，. ! ; で排水、 tl !i

統市1]の確立強化、 航空芸品故の調査、統計及び報告 袋、i照明及び逝設な絡納庫、倉庫その他の産物が

の 蒐 ｾ並 に 出版等 に よって安全及前路部 ＲＩ i " 指導 設置される。

し? 二。か、 る凡での活動は、今 lま民間航空局 3) に か、る貸用の故にこそ 、航空浴総集が企業とし

移管されE つ行はれてゐる o では割高に I，j. o のでめる。 209 の都市航空港の最

聯邦 政府も! 1 J ; 、その緊念機除Iの手によって、航 空 近の" wl測によると 、 116 の都市が、 その航空法の

港 に 避し多額の金をｾｾして居る ｯ W P  A は 1938
i
p 締賀、建 設、披張に平均して 508. 705弗女: Hf : って

3 月31 日に、 約 1. 000の航空港言十倍におして87.90 居る o カンサスシティ及び :r トロイ トlま各5.700

l〉the Bureanof  Ai r Commerce  2〉Safety and PlanninR  DiVI SIon 3J  Civil GerorMIlti cS Authorlty 
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000弗の出費を報告 して居るが、 他方ネプ ラスカ

州、|ノー 7 オーク は僅に600弗を報告して腐る。 116

都市の報告の総支出額は59. 030. 841917である。可

成の談芸堅守許すとしても、 19391p 1 月 l 日現在 の

791 の航空港ぞ獲得する 1: めに、比の閣の都市は

350.000.000弗乃至400.000. 000弗を貧しで居る も

しい。

である。資本支出の上惑の童文字は或る接合にはこ

の按張並びに吹真のす二めに支扮れに資金を含んで

居で、しかも第一義的支掛から第二吹の資本消ｾ

{r>隠$11 する方法 L ない。

商業航空への可能性とその魅力

航空港金市有 に'することには或る魅力がある。

入賞の第二の主な項目は維持経修授でめる。ハ 商業合議所はそ のやうな機関は市の商業を刺較す

ーバード大筆者F市計香料で 1930年になされれ調査 ると考へて居る。航空港獄張の可奇の問題となっ

に依ると、 31の都市は、維持経後に卒均年額27. 0 て居 る都市で は、地方新聞が競争キ日手の都市の ili'

52弗文出して舟 る。 1936年の調査には、比の中の

20都市が卒均29. 683弗支出 しで居る。此の調査に

で命、 ＸＸ の市管航空港は平均綬 笹 ｾ ＱＹＮＸＶＲ ｾ 担と報

ぜられてゐる。最大の年綬瞥失授はピツツパーグ

市生華航空港の 179. 057弗でみつれ。

! 1 l : に意味深きは次の本質でめる。 r貴都市の航

空港の級会如何j の間に主主し舎へれ84の市構航空

港の中 78は 1936年には鉄損であつれと報告しれ。

鉄狽線、官十lま78航空港に濁し 1. 039. 936弗で卒均 13.

332弗となって居る。

しかしなが二比の歎字は単に経轡授をカバ ーす

動に注意{ r > 喚起してザ ツタパランに「 あいつらに

賞げるな」と述べる。

これ らの理由が、市後航空港投資の綴i . ' ! ( の問題

及利i倒の可能性と同様lニ根底をなして滞る。アメ

リカの都市は今や航空港を以つで不IJ舎をあげんと

することの桜披のなきを知つ? こo f 1 蓋かの都市が工

場或ひは轡君臨本郊の所在によって航空工業からキI!

盆を件で居る。例へばセ ｙ ト ポ ー ルに於てはｾ縁

持者は次の現由により航空港債券会支持するこ t

Eヶ要請され-r: 。

「全( j 直営な市の投資一一唯単にそれカ: 700人に

るのみである。若しも滅償資や航空港償祭の元利 2年間械を奥へるばかりでなく 、セントポール !1

文梯焚その他同様の項目の費用が加算されるとす 午に 330. ｏｏｏ ｾ ぞ文扮 Ｑ ふ航空路本自主でゐ ｨ 北尚

ると、 78の航空港の一つれ りとも黒字だとは報告 郵便終財撰 Ｈ若し ｾ Ｑ 吉省が全ての第一種郵 便全力 ｅ

ｈｾ 来ぬで あらう。各荷の卒均鉄扱』まれやす＼ 2  f奇 行機で運ぶことに定めれら年 に 600. 000! l f l 支捌; れ

乃至 3 {iきになつれことであらう。 ることに なる〉しかし て 年 ＷＰ Ｎ ＰＰＰ 弗文抑ムＺ［￧ｾ 109  
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航空港は名重症の他には殆ど何物も持派7こさないし も同穏な制度となって居 b、南方の場合、所有者

その商品償 値には納説者はすぐに疲れてしまふ o 1: る市は歳入の三分のτ を、 そして航空路が三分

結 検

のーをとる o

ｦＺｾ衆岡市長合織は約 Ｒ ＮＳＰＰ の航空港 ｬ ニ 到し聯邦

アメリカ言t f . ! 占官来日品合択。及び会! t l愈都市協令はそ の稲J J ) J 含要請し "1': 。その中 200はき凡殺のA112E路上

のパプ P ツク・ アド、ミ= ストレ ーシヨン・サ ーピ のもので、他の約 600はまに航空2奇叉はその後餐

ス新湖第62筑に航空港の矛厨と l' / Rし各昔話にわすこつ 総中にめる可きものでゐる o か〉る官「絡のE主用 l立

て航空に於げる都市の耳IH益金議論して居る。航空 聯邦政府から 275. 000. 000弗、 都 市 が 115.000.. 000 

港の金融を諭す・るに常って比の新聞は、都市が可 ? 1 1 程度で併せて四億弗近くとなる o

能ならば噌加し土地方歳入割引呆し、航空港の飲 。 C A A は最近米臨航空路説び; こ池の系統に到す

損{ ! ' 支挽ムのを助げるやうに努力することを' 示唆 る三つ の友を合談 に提出しれ ｯｾ ー のも のは Ｑ ＲＸＮ

して万寄る。少しの損失 lま何も大きな問題ではない 000. 000邦、第 二 案 lま230. 000. 000弗、第三案は完

が経験によると比のやうな鉄板は積って来ること 金な航空港開設計面でめるカ :、 435. 000. ＰＰＰ Ｙｬ ｊ ｾヶ

がわかる。他の全ての4条例が等しし、な ら、航空港 要する。第三案は 3. 500の航空港を施設し入口五

[ 主省 し遁蛍 な方法がとられたら自ら維持してゆく 千以上の ｩ 直 ｦｩＧｉ 汗な符築地かじ ＲＰ 分以内で迭する Ｉｾｉ に

ことが可能でめ らう。 ぉーかうと吉ふのでめる。又興味深いのは、はじめ

今 や小額の入場料・lこ枕で公衆の示認を得るか否 で 、 航空港全四階級にわげ 、 鈴ー ｉｾ ｩ Ｇ 丹恋路長さの

かが問題となって居ーる時期となっ? ょ。そのやうな ＱＮ ＵＰＰＱ 沢 、 必ー ｾＮｉ 空 Ｒ Ｎ ＵＰＰｕｒ 、 減三は ＳＮＵＰＰ 吹、第四

賞用はヨ ーロツ バでは一般に脅償化して居る。例 l主 4. ＵＰＰ ｩｊｔｾ と する ｃ Ｎ 現在合衆聞にはこの 。 必問に 九

へ ば、 アムステノレグムにては、公衆は入場料とし るやうなものは一つもな ｌ 、ｾ ( 後桜典夫〉

て オラ y グ貨 幣 15銭取られる。ロッテルダムにで

持 The Amert can Saciet y  of  Pl anni ng Official s  

健 康 都 市 に 封 ず る 例 年 の 賞 金

1938
1
1三都市健司ミ保持続殺並びに 、 1938:' 1". 地方民主 ;;Mll 群ーー〉人口 50. 000- 100. 000の都市。勝者

康保持競技 1) 賞 金 が、 アメリカ公衆衛生協令 2) でサチユセット州。= ユ 一 トン、有効賞、ウイス

の協力によって、合衆国商業千f 議所によって政犬 コンシング: H' I。マダイスン、 ノースカロライナ州、l

され t: 。第十向都市民主従競技の勝、普I : t " ・りーンエダロ ー、 とイリノイ州らエパンワン 、

ｾ［［一群 ー→ 人口 ＵＰＰ Ｎ ＰＰＰ 以 Ｑ ＭＮ のが，市 、 勝Ｚ者オノ、 第五税一→人 IJ 20. 000- 50. 000の都市。勝者 、

イォ チ|‘10 クリ ーずラン 1'.0 '{.i0J 氏、ニユヨ ー ク)1'1 = . ユジャーシイ州、lc アレイ y フィルド¥有効t't 、

ノぐツハ ロー、 ペ y シルパ= ア1 ' 110 ピツツノぐ ーグ。 ミ下ソ F 少|九 ウ イノナ、= ユ ダヤーシイナ1'10 "'. 1・

第三群ー +人口 250. 000-- 500. 000の都市。腕音 ンヂ、コ 宇ソテイカッ ト介10 7.. ol ンフォ ー ド

R .  1. 7・ロピ デ: / 7， ' b有効 j氏、 テネヴシイ 1'1'1。メ Ｎ ｾ六れ ー→ 人 口 ＲＰＮＰＰＰ 以 ｩ 、の 都市。勝本 、 ］］

y フイス 、 ? ンタツキ 1' 1'10 ノレイスピイレ 、 テキサ ジャ ーンイ 1' 1'10 イングノレウツF ' 、有効' 段、 ミネソ

スチ1'10 ヴラス 、オハイ オ11'10 シンシナチ。 1 7 m。 ヒイピン グ、 主ミ本 Y -9 1' i ' 1。ノマアジイ=イ

第三吉平戸 →入口 100. 000-- 250. 000の都市o ｾｾ苦 十、乙に JJII へて、待5;11銃ガ F リーランド州、パル

ミシガン州。プ弓ンF ' ラピッド 、 有効賞、 ペンシ チイモア ー、 マサチユ ヒット州。プロック巧イ。ン

ルウe エこア州。 リーダイング、 = ユ ーヨー クリー1'10 ミシガ :/m。デ トロイト、コンネチカット 1'1'10 ゲ

ヨンカー 7: 、 それからペンレルバ = アチl九 エ リ ー リエッチ、 = ユー ジヤシイ川'10 ノ、ッフンサツ夕 、

帯 Ci ty Heal th Conser  Vation Cont est  Rtral  Health Conser  Vation Cont est  

持八mer ican Publ  ic ト{.8I th Association 
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コンネチカッ ト列らノ、ート フォ ー r・、 = ユ ージヤ 西ｾ ー→ 勝者 、 カリホｽｌＭ .::.ヤ州、10 ロスサ ンぜん

シイ 介10 .: ユーアー 夕、 こ品目ヨ ー ク州。シラ キ ス脇、耳f勾J賞、オレンヂ1'i'10 ワスコ鱗、ワシン卜

a ーサに奥へもれすこ。此の各々の蓄v . 市はすでに、 y 介|。タララム燃、オ レンチ'1'1'1
0

" ' リオ ン際、 ォ

二 回以上第 一等賞を得。 1938
1
1三に於でい以前の レンヂ州。 7 イン ト....;/県系

主Hき高い健康の標準を維持しれものでめる。 彼等各自の地理的分隠に於て、 地方健康競技に

第五回、地方健康競技! t は、次の分以に依って 二度貨を得、叉 1938'1ミ金主主じて、 友 好 な状i混念総

行れに。 t，寺せ予ものに奥へ Z 、4寺別' 話' は、テネシイ州、l。デ

北京民一→ 勝 者 、 = ユ ー ョ - 91i'l 。カタロウガ イピツ 1，" ソン県菜、テキサエ介i。エルパーソ l際、

ス際、有効賞、 ミシガ; / 9i'l 。メコス F ・オセオラ シシツピチ1 ' 1 。バイク県菜、 カンサス列九ショー =-1際

版。ミシカ・シ州。第七区 、ミ シガけ Ｇｾｉ 0 セイヂイ に奥へもれた。

ノー県菜、同位者、ミシガン州。アルヂャ・スター 都市及地方競技の賞金は、必す，しも最も健康な

ルクラユト匹、= ユーヨーク州。コートランド鍛 る園穏に決へられるのではなくして、寧ろ図績が

T サチニL ーセツ 1・9'1'10 パーク・シヤアーl 1i; その健康の問題への努力に封する資対I舎もととし

制 E - →勝者、メリーラン1 - " 9i'l 。ウイコミツコ て奥へられる。各キの町やま也知立、 アメリカ駒; 京

都。有効賞、ク; / ! 1 ツキ9' 1'1 0 7 コイト幌、 ヲ ; / 9 のめらゆる部分より、注意深〈選揮されすこ。健康

ツキ州。メ ー ソン県菜、メローラン F'; 十10 モントゴ 鑑定入の週健にで成立ってゐる o 審査委員により

メりー際、 十 ; / 1) ツキ州。ぜ 7 アソン服、テン タ 評償される。

ツキ介10 スコット懸、パーヂイ二十州。ァ- 9 ン ① 給J M."施設し、保護する 。①適営にして安金

トン ｉｾ 菜、ヶ ｹ タツキ介 ＱＰ アンダー ｙ ン県菜、チンタ なる下水路理をなす。①幼子や、母健の死亡を減

ツキ1・1'10 パ ーレン県菜、 テネツシイ ;i'! o ノ、ミルトユノ す' る。①結核と徹撃を? 征服する。①他の i専染病に

県菜、ノースカロライナ州、10 オレンヂ・バーソン ・ 主主してその市民自? 保護する。①健康な子供削呆謎

チエイサム健康単位 する。①ミルクやその l也の食物を準備する。①そ

南京区一→勝者、南カロライナ什10 チヤールス れを? 必要とする総てのものに必要な司王 {上をなす聖書

ト; /R孫、 ( i 効 賞、ミシ シツピ州 o ローグレイル服 者 叉 lま歯科聖書と効果的な協力を奨制する。①病気

ヂヨージイ+ チ1 ' 1 0 プルックス服、衛力ロライナ州 不 i専の死を防き¥健康維持のカ法の施設を獄大し

パークレイ服、アヲパ T 州、l。メーコン服、アラパ 改善する 、毒事の言者対に注意される。

? 州。ピツ十シズ際 都市健康競技は、生命保険令枇の国惚に依って

中北版ー→有効賞、モ ; / 1) ナ;1・10 ガラテイシ! 際 資金全提供されており、地方縫友競技は、ミシガ

中南阿ー →有効賞、テキサス介10 ダラ ス県菜、テ ン介! の、パ !1 J レクリーク、 W. K.Kell ogg 財閣によ

キサス州 o 1) イ予見ミス! ¥係、ルイジイアナ州。七 つて資金を? 縫供されてゐる。( 後疎典夫〕

ント. . . . ｶ ースｾｾ防［

州 計 董 局 の 病 院 問 題 に 闘 す る 研 究

オ ク ラ ホ マ リ+1計詩局監督官T ・G ・ 夕、. ミイ

安官な標準から考へればオタラホ ...-9'1'1は病院の オタラホマにては、一般病院やサナ卜日ウム[ ま

使が非常に鉄げて用i o'。一般病院の床数 737が不 州経替になる傾向でめる。 1937年に一般病床盟主の

足し、 40559床が利用可能である o 結核のすこめの 12. 3' %{ f 州で管理して居るが 1927年 には 11. 2メで

サナトリウムの床数1 . 000個であるが、倫必要数 めっすこ。給・核病床の96. 370 {f 1937年に州が管現し

よりも1 . 600床少い。 で舟るが、 1927年には84. 670であつれ。

A  Stat e  Plannin Board Studi es the  Hospital Probl em， By T.  G.  Gammi e， Pirector， D  ivisi C' n  of 

Stat" Pl anni ng， Okl ahoma， Ameri can Ci ty ｾＯ｛｡ｹ ，＠ 1939. p， 73  
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イ也に驚〈可きは、替利病暁の膝業の率でめる。

昨年に於いて一般病床の4SY . が替利聖書院のもので

あつれが、十年前には60Y. がさうでめっ t: o その

一つの説明は、 ォクラホマ民衆の約半分が宅霊感n

に湛え得ぬからである。賛潟な大入、老兵、子供

の治療 、 病院Ｑｬｦ習に依るｾ者の訓練 、 結核病の抑

制等がオクラホマの七州立: 病院の公の機能である

州立大祭並びにオクラノ、- - - i I i に於げる不具児童

病院にで瞥多数育及び貧困者治療が、瞥祭校の懐

準に合する 、怠者の適包・な見」えぴ製裂を分頬せん

と試みる主言ム金〈反事士の目的で、 なされて舟る

が、 しかし同時にそれは最も必要な焔療をも行っ

て居るわりでめる。比の状) 還を一掃する 1: めには

もっと多〈の病床を必要. とする。

オクラホ ---1立合衆国で唯一の老兵の? こめの 一自立

並びに結核病院を7有する。この病院はサルフアー

にめって病院に就ての凡での標準を具へて居る。

老兵病院の必要[ 去年老ひて、I謹弱になるに従ふが

長い年月の後には減少すべきものでめる( 但し次

の戦争を考へないで〉ニつの新し L 、州立慈善病院

か、一つはク リング トンに開設され、イ也lまマック

アレス 8 ーに準備中で、貧困者治療の新し Lゆ1' 1の

政策ぞ示して居る。児童の健康は公的機能として

聯邦、州、服、私的の組織によって管現されて居

る。現定相 lI. の協力は金〈王立 ましい惑なが ら、公

的中央営局ぷぴ指導の妖げて照ることは後々に困

難な問題とならう。オクラホマの児童健康計百監は

腕力満Ｎｾ定 、 歯牙検査 、 小治療 、 泣病院民、黒人児

童治療、肉甘E的に不具な児童に華社する充分な教育

の機曾等の計百官を包含して居る 。しかし小見の病

院施設は、将来州内の小児人口の減少を見込めば

綴張する必要はない。

結核はレプラ 、天然1在t 共にJ f 際には忘却され

っ、めるが、fおなす可きものが洩って居る。結核

を務見し治療し防ぐれめ臨床及びサナトリウム lま

サナ トリウムを去る悠者に、針して正しい生活習慣

を奨駒し遡蛍な刷業につり、夏に康範な官十沓によ

って完壁化されねばならな L 、。州立サナ トリウム

lまF リヒナとクリ y トンとにめるカヘ サナトリウ

ムに ついて 1: t，オタヲホ T は倫少し〈不足して居

る。もっと多くのサトリウム病床と瞥者主若宮護婦

が必要でめる。結核はな ti 、 ネグ ロとインヂア y

との聞に多いことはその死亡率が白人では38入で

あるのに彼等には 150人も めるのを 見てもわかる

夏: に叉慈善病院が非常に必要となって居る。そ

の需要は如何にしれら返っげるであらうか。もっ

と 多くの州立［瞥院をつ〈 るか 、 或 ｵ は私営［ｾ院に

州裂を給しれらよいでゐらうか? ( 後房長典夫〕
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会 乙

本協奮員中軍務公用者氏名

fifj械 設 去 後に 於 り る 本 協 令 員 中 軍 務 公用 ・: x. 下記 の 通で あ ります。

評議賛助長 縮図正三j { [ I 君 理 問 問 博 司 君 幸

七 月 例 曾 ( 見当匹〉 材 料 委 員 曾 ( 第 5 同〉

庁、.J' 6 円30日午後 21時 一 4 j，i' 時 7 月 6 日午後 7時20分- 9 時

JW 大阪商船めるせf 八ちな丸丸態 fi Jf 協令倶楽部室

/P1席者ー 5JI; 松{ 彦氏外約 600名

出 席 者 委 員 長 松久保

1 . 受付開始午後 2時牟なるも既に l 時半tr1より

幹 事 木野山、遊間

委 員 秋問、忠聞

紙々 参主義 Z時半迄には 500 名前後に主主す受付:

協議拳攻

場所のj 1，i ll 系上( イ也の見事調骨量もめり〉非常に

混雑を是す、絡にJ F . 確なる出席者名記帳しf与

す'.i主憾なりき。

Ｚ 午後 Ｒｩ 待午より凡象開始悩窓入船， Ｑ ｈＺｾ寄により

各宗を詳細に見接し γ・後 4 持l I l J市令員会部見 時

感無事終了0 ・月i

1 . 屋根材料の内日本武に付き研究を進むること

2 スレート工海凡撃の件

常 務 曾 L第 12同〉

7 刃8 日午後う時 10分- 5時50分

大阪ピル入階食堂

肉に商船合計.より給禁容並ilt! ll- 一周の旅 200 III 席者 3' ! 型本 片間合長、中湾則合長( 早退〕

組 分寄贈あり先着 200 名洛に部布す

1 . 本丸事は首初商船測と 200 名内外の人員を以

-c ，も易量方承認を f号、協舎としては大館 300 名

見11・o後想、し受付れる慮遁知後日ならす・して

，とを突破し見主将商1n  600 名 i' 越へる凝況なり

しも官日の不参者も多き育ir例を? 考慮 l て舎枇 織

1011には相営オ ーパ ーすべき留を申 Nl iIiき 7こり

芸品

坂高IJ 令 長

専在感 松本位芸品

常 務 相本木辺 、 ｾｬＢＨＧ 悶ｊＭＺＮ ii L: 

ｦ 宇野主記、三浦 三 ｅｾ ｌＡ

重量 rl-' ニ1: 記、久保問主計

松井主計、棚橋綴中lt

l 現象 l 名辞任に附する件・・・山 ... .. .. .. 7l'<i:怒

然るに ｾａ は着船早々にで官官準備行府かすＧ加 Ｑ

ふるに他国健多き 7こめ受付 、栄船会 <YR，貧Lを?

2 常務 l 名古宇任に附するイtトー .. ." .. ..... 承認

3. 評議員合開催に闘する件・ ・・ ・・ 方主認

ＮＦし、机ー脚ｻｲも借 ｊＮ 出来すｾ Ｏｾ＠ :/ 7 レツトも ω  4. 者r : ; 市防空| 劫火座談合に闘する件・・・・承認、

200 .ii .ji を限 b れるなど合員害者士に不働御不満 . 報 告

1. 6 .  7 月例令終了報ff

t 御迷惑をかりに. : ; ，事を合推tn¥!1 よりも説申出

2. III 征協令員報告

めりにり。命令員主主l凧用方も先方受付の必要 .

上初め厳重励行方申 ｈｾ ありれる結果なるが 、 災害強度委員舎 〔第 7 同〉

¥' 111 5 6  

これとても持参に限ありて東君主し穏々 ｩｾｐ 不快 時

の念を奥へれる紛惑から子御言ｾ J  t君主ぞ乞ふ。: 所

7  Jj 11 日午後 6 時30分- 8 時40分

協合倶紫ー部室



出 席 者 委 員 長 波昔日

協官接事項

幹 J}l. 浅 野

委 員 黒 問 、 督、 景 山

中 野 、 後 /g 、竹 必

I. m築物強度計算用風慶祝当!!案に関 する 研 究

2. 事存接手技阿検 定方法に附する 研究逗加賀験 に

関 す る件

3. 鳳臣E規準解説作} t ; ，小委員令官空貨の件

4. 臨時委員依郊 のイ牛

常 務 合 ( 第 13阿〕

時 7 月17日午後 50寺20分 - 6時

所 陳列場i ) 11ill:

，'H席 者 嘘 Z井 坂制令長

日義 J t. 

Et 本 山 脇害ｾｾ ｽ ｾ

常 務 黒岡主日日、f宇野:t.il 日

三浦主記、久保問主計

松井主計 、勉弁編' 附

新名編納、煩口編析

1. 設備委員千1より要求に 1系る講i気合C 3 . B6日常

務合糸認) 7月中開催のイtj: 8月例<@J ' として開催

2. 同上臨時委員依燭方要求の件・・ ・・ ・・・示認

ＳＮ 災 害張度委員令より臨時委員依 ｮ 局方要求の Ｑｾ 二

・ ・・ Ｗｉ ｾｾ 忍

Ｔ Ｎ ｾ 築と社合寄贈方依拠のイ斗…ＮＮＮ…・・ゑ認

5 防火標 語募集令討に掲紋カイ友ffi の件承認

6. 岡容紹介方依績のイキ ・・・ υ ・・・ ・・・・ ・・・承認

7.  1  J l 倒令々良意見検討の宇| 次同 に繰 越

8.令員詮衡

報 告

l. 5 月分令官1報 告

2. 昭和 14年度第 I 1司令官十検査終 了報告

E平 務 員 舎

亀井幸次郎 久保問種音 熱 海 目汗

黒 岡 1立 小林 消 小 宮 賢 一

新 名 稲 夫 鈴木金太郎 中 両 六 百ji

中野順次郎 f宇野 氏 三 坂
凶E材上

平 野 忠雄 f原口 基吉 松井消之助

三 浦 1Jf. 米 合 成夫( 以上野ー議員〕

山脇友 三 郎 ( 以上幹事〉

1. 午後 6i 法令長州事片岡安民議長となり只今出席

者23名にして 定歎第二 十四僚に依り評議 員 定員

43名 の 2 分の l 以上の出席 に付本合成立の旨を

告げて閲千＿をＧ宵ーし直にｾｾ ｾ ［ｾに入る。

議案第四 ｦ 虎戒耳ｾ， 1名 補飲選爆に閉する f牛

議 案 第 五 総 常 務 ( 主 計 ) 1;名補 鉄jjli 場に閉す

るイtド

議長より右一括上誕の旨 Ｐｾ べ現 ｺ 品目 ｉ ｉ ｾ 可長中 ｩ 事

i成一郎君は東京 に車専任 の7こめ?首務 ( 三位針。〕 石川

党 三 君 lま都合を以て共に辞任の申山めりにるに

付、定主主第十七{ 様、 第十九保及第二十僚により

稀欽選訟を7行ふ旨を官し右選是正方法に付議場に

み干る

評E詫員久保問積吉君起立 iiiH列により総長指名に

よる詮術委員 5名を挙げて詮衡を一任しにしと

の動機あり議長より主主否ケ議場に問ふ 、賛成、

異様なしと主宰め 1)

総長は御主主s X ，と認めますから詮術委員制 t 以て

ｾｾに検へますと 宜し下記のｾり指名す

大 下 順 三 郎 君 亀 井 幸 次 郎 宕 伴 野 良 三 君

松 井 清 之 助 君 米 倉 威 夫 君 ・

以 上 Ｕ 名 の方に 御 ［ｭひ以［しょすか ι 直にか ｉ ｾ に

で御詮衡を願ひま すと 謹ベ詮衡委員はかl室 に 退

場失 問 許議員ｾＡま休勝、 する 旨を宣す

l 午後 6i 時10分再令官義長より只今詮衡委員より詮

衡の結果含提示されましT二とて下記の主主資事長寸

現ミJl . ￯ ｾｉｊ 令長 今林 彦太郎君

常 務 ( 主 計 〉 岩 尾 保 衛 君

前JC雨宕が夫々 'ffi.i 迭されまし 1: から早法手績を

致します( 一同拍手〉

l. 次で総長より第六競議案は都合により 撤回 する

1. 昭和 14年 7 月17 日大阪市北広中之島三丁目三苦手; 旨を告げ命本評議員合談若手銀の代決署名者 に下

地朝 日ピ ルヂン グに於で評議員舎を関合す :  記の二君Ｇｩ＾指名し［ｬｾ承諾を ｾｴ 号 ＱＺ l) 

1. 出席者下記の遁、評議員23名、段本 l 名 白 石 弁 春 雄 君 三 浦 JJl. 君主

石井 春 雄 石川純 一 郎 岩 尾 保 街 。l. 総長夫れでは之を以て本日の評議員fi は閉合致

大下f l I ft 三: i i li 岡本松太郎 片岡 安 。 します t 宜し散含す時に午後 6時 15分。
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井 上 圭 司 君 大 正 区 南 恩 加 島 町 1/ 1片 山俄
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森 武 夫 君 兵 庫 際 川 逸 郎 川 西 町 小 戸 南 屋

数5 、同〉

合 員

総 本 利 吉 君 住 吉 区 北 開 設 町845

日 調 原 猛 夫 君 住吉隆一 1I1阪 IJ! J4 ノ9 0毛谷郎竹

社日興製作所〉

腹建築事務所〉

普 通 賛 助 員

小 川 政 得 、 沼 上 海 西 諺 徒 、 路280 ( 銭高組上

関 村 安 三 君 東 淀 川 阪 園 女l町643 山賊工業

海出張所〕

所内( 建築諮気業自宅奇〉

市lド 保 勇三主主兵庫県芸伊丹町北村大|疫機工伊

奥 村 和 夫 君 J{ f 下北河内郡交野村大字倉治

丹工場新築工率鹿島組作業所

高 橋 B参 君 篠 山 市 上 今 宿6156 ( 徳 111曹 達

1. 929 

株式含枇〉

土 屋 三 郎 君 蝉 中 市 大 字 拠 塚 1461 ( 株式合

i能 口 芳 雄 君 南14鰻 谷 西 / 町 板谷ピル ( U

話士竹中工務) 苫〉

本建鍛工業株式合枇〉

高卒得、次君兵庫燃焼保 ｾｭ 矢津村吉美阪庄
E賢! l l f 喜一日[11雪兵庫県系武摩郡鳴尾村甲子園旭

組出張所〔阪庄組〉

庄玉H火J t t 内

鳥 居 正 男 君 浪 同 九 { 集 中 遁4ノ398

甲 木 秀 治 君 西宮市津門大筋肉 133 今¥4'1: j荏

中 沼 武 彦 君 洛 同 九 { 際 北 illi2 ノ27

内

鍋 野 松 男 君 ・ : : j t 同普源寺町80( 市附工業合〉 大川元造君住吉凶卒野西之町 ＹＰ 住宅 Ｗ Ｖｾ 武

中 野 英 雄 君 紳 戸 市 林 間 隔 池 田 谷 川204 宮 草 野 正 男 君 八 幡 市 黒 崎 日 ;本アルミ工場建

島トモ方( 合資合最士勝呂組〉 祭場竹中工務応出張所内
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後 記

ーにしてゐる。雨方併せて設まれる とー暦興味

; 号、いものがめると忠ム。

与松 本 ｾ入 、向 井 ｆ 克 三郊の 沼氏は 、 ｦ再 Ｑ ｦｴＮも Ｚ ｆＮと

しで船内製抑におする専門的な意見i ' i l l ] ; べられ

てゐる。船内のみなら や一般逮築の室内袋飾に

，;. ｵ 央匂践が ｾｮ 合に ｬ 議潟もなく進行 して 、 うだ い よ き重量ちま母料でめらう。

る様な毎日の曇さの中にも 一脈の涼系企;感じら 冷石川純一郎氏のも久は、 「主主主主の音量百1・及び工

れないでも なし 、。少くとも肩の上の重信ーが幾分 惑の忠II: U といふことで、総践の説仰として各

軽くなっ7二位の ことはある。夏は尚喜長かくゐり カi百に依; ' ; ( t し1: 中で、執 直にょ っに唯 一つの食

皮いものと忠ふ。 重な収穫で、何時もながらの好文単でめ る。新

会 そこで『建築と祉制も 変向 き に 、 日 ? ? 名のは築らなかっ 1: 支任を笈ふての穴埋め でめ

らしい題目を遊りる方針で編輯し 1: s: 1)で、図 るo ｪ 卸 ｩｕｊｾ 承を乞ム 。

策船『みるせ' んちな』をア rl '心と し7このも一つは 〈; { 紫掴室! ま最もぬまれる制 とし て、完封殺以来各

その匁である。

食序に、見る から食傷しそうな雑誌の『分厚き』

をも救ひ得れば、ここにも幾分の涼しさ b汁市く

だらうし、 努h 雑品t，1kの赤字の草E合せ にも なる

と考へ? このであ つれが、船 の座談合力: 案外には

つ' んでしまっで、 この方は何うも民的を遣しな

かっ1: 様である。

キt松田1 l l : 平氏の文学[ ま、 造船技術会設に惨っ

て、¥] 本筋待の立場がゐ るべきこと を主張せら

れれ駄に於て、座談合中の和辻i手士の説と机を

建 築 と 社 曾

第 22特 第 8 誠
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毎月 l 回 l 日唆 行 定 償 12ijjJ・ 6 国( - <- 36綾 1
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本童話に掲載せる ものは、一切これを無断 にて

鱒殺し又は単行本に上梓 その他の複製行錯を

なすことそ幾子。

j ] : H i から好評でめるが、本読は暑さのせいでも

ゐろうか、 rTK'f 古前主主唯一入でめる。岩い人身

にはどっさり言ひ皮い こと がめる答 1::0 t支秘をプ

期待する。

タ文品k悩1ゴL卓ーの各位 に11、巷気の折多 iiJHのはか

ない。殊に副I 原氏の努力 に敬意を決する 。

'.-"; 羽目ピルの室内温度は gk夏2000米程度の一高山

の? 足皮 に匹敵するであろう。 i千ばん 1:' シャ ツを

泡る冷房の肌さはり に、 Il j ｾヶ想ふこと句 ｪ でみ

る。〔新名種夫〉

!  民告掲宇料今 l  
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